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　　　柊耕太の閉じた世界　［Ⅰ］







「あなたはあたしが魔ま法ほうで護まもってあげるよ」

　高校生活にも慣れつつあった５月18日、その言葉から僕の世界は変わった。

　そろそろ買い換えろってくらい古い下げ駄た箱ばこは、何カ所もガムテープで不ぶ細さい工くに補ほ修しゆうされている。この一ヶ月少しですっかり慣れたカビ臭くささを感じながら、ローファーを持った手を空中で静止させた。

「え、と──？」

　端たん整せいな顔立ちをした女の子は、セーラー服のリボンの色が赤いことから同じ一年生だと分かるが、話したことのない人だった。栗くり色いろの髪かみを、後頭部の高いところに赤いゴムで結っているが、ポニーテールと言うには少し長さが足りない印いん象しようだ。タレントのように顔が小さくて、瞳ひとみが大きく、肌はだが透すき通るように白い。みんなに普通だと言われ、インパクトの薄い僕の容よう姿しとは対たい照しよう的に、校こう舎しや内で見かけたら誰だれもが振り返るほどの恵まれた容よう姿しだろう。間違いなくこれまで、僕の人生で縁えんがなかった華はなやかなタイプの人間だ。

「って、いきなり護まもるとか言われても困るよね！」

　彼女は苦く笑しようして、初しよ対たい面めんであるはずの僕の肩を馴なれ馴なれしく叩たたく。その距きよ離り感でも、この容よう姿しと態度ならば、多くの人が不快にならないことを理解しているのだろう。

「でもね、ほっとけないの。だって、あなたにはまるでないから」

　真剣な顔になり、言う。

「魔ま法ほう耐たい性せいが」

　そんな耳慣れない単たん語ごを。

　これほど滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言われたときに、どういう反応をするべきかを15年の人生で学んでいない僕は、ただただ呆ぼう然ぜんとするしかない。

　それでなくても僕は人見知りだ。いや、友人の雅まさ人とに言わせれば、人見知りとは違うらしいが、初しよ対たい面めんの相手にどんな対応をすればいいのかが分からないのは事実だ。とにかく、まだ頭の中がもやもやしていて、適切な言葉を思い付かない。

　彼女はそんな僕に、「やっぱ魔ま法ほう耐たい性せいがないことに無自覚なんだ」などと呟つぶやいて、一人で納なつ得とくしている。

　この不ふ思し議ぎな言げん動どうで、ようやく目の前の人物の名前が思い当たった。

「もしかして、香こう月づき美み紀きさん？」

「うん。そうだよ！」

　香こう月づきさんは僕が名前を知っていることに、特に疑問を抱いていなかった。

　当然かもしれない。彼女は有名人だ。

　これだけのルックスだ。多くの美少女と同じように、彼女は入学してすぐに男子生徒のみならず、全校生徒の注ちゆう目もくを浴びた。でも、彼女とお近づきになりたい男子生徒たちは、すぐにしずしずと引き下がることになる。

　彼女にこんな噂うわさが広がったからだ。

　自じ称しよう魔ま法ほう使つかいの厨ちゆう二に病びよう。

「それで魔ま法ほう耐たい性せいって何？」

「言葉通りだよ。魔ま法ほうに対する耐たい性せいのこと。魔ま法ほうに対する免めん疫えき力りよく。あなたはなんでそうなっちゃったんだろうね？　アストラル体が特とく殊しゆだからかなあ？」

　ほら、意味が分からないことを口にし始めた。

「……そもそも魔ま法ほうって？」

「え？　柊ひいらぎ君、魔ま法ほうを知らないの？　ゲームとかやらない人？」

　どうやら僕の方も名前を知られているようだ。

「いや、僕が聞きたいのは──」

　現実世界のどんな概がい念ねんを『魔ま法ほう』と言い換えているのか。

　……だったけれど、その質問をとっさにやめる。自分のことを魔ま法ほう使つかいだと信じている噂うわさが誇こ張ちようのない事実だとしたら、こんなことを尋たずねれば不快になるに違いない。そんな聞き方をしてしまうのは、魔ま法ほうを否定しているのと同じようなものだ。

　少し考えて、別のことを尋たずねる。

「魔ま法ほうってのは誰だれが使うの？　香こう月づきさんも使えるの？」

「誰だれでも魔ま法ほうは使えるよ。自覚的でも無自覚的でも、みんな使っているよ。もちろんあたしも使ってる」

「僕は魔ま法ほうを使ったことはないと思うけど……」

「だから無自覚なだけなんだよ。今の世の中じゃ、強力な魔ま法ほう使つかいさえ、その能力を自覚していなかったりするからね」

「そう……なんだ……」

　やっぱり彼女は……その、ホンモノっぽい。これは、対応できるようになるまで時間が掛かりそうだ。

「うん。やっぱりあたしの睨にらんだ通り、柊ひいらぎ君には魔ま法ほうの才能があるな」

　どこでどう判はん断だんしたか分からないが、彼女はうれしそうに口こう角かくを上げて、そんなことを言った。

「さっきは魔ま法ほう耐たい性せいがないとか言わなかったっけ？」

「だからこそ魔ま法ほうの才能があるの！　直接の因いん果が関係はないんだけどね、そういうタイプの人間は、魔ま法ほう使つかいが側そばにいると魔ま法ほう使つかいになりやすいの」

「はあ」

「気のない返事でもオッケオケー！　今は言っていることが分からないと思うけど大だい丈じよう夫ぶ！　あたしが魔ま法ほうの基本のルーン文字から優しく教えてあげるから！　柊ひいらぎ君なら体感でどんどん分かってくると思う！」

　どう返事をしていいものか分からないので、とりあえず手に持っていたローファーを、ようやく床に落とした。

「そういえばちゃんとした自己紹しよう介かいがまだだったね。あたしは一年三組の香こう月づき美み紀きだよ。よろしくねー」

「……僕は一年二組の柊ひいらぎ耕こう太たです」

「知ってる。よろしく！」

　屈くつ託たくのない笑顔で手を差し出す。

　自然な流れで手を出すと、香こう月づきさんは逃のがさないと言わんばかりにしっかりと手を握った。女子の柔やわらかい手の感かん触しよくと、魅み力りよく的な笑顔に、僕はドキドキしてしまう。

　そうなるのも仕方がないだろう？　香こう月づきさんは、魔ま法ほう云うん々ぬんの件さえなければ、異性はもちろん、同性にも人気者になりそうな美び貌ぼうなのだから。

「……もう行っていいかな、香こう月づきさん」

「あ、それダメだから。あたしのことは下の名前で呼んで。愛あい称しようでも可」

　僕はこれまでの人生で、女性を下の名前や愛あい称しようで呼んだことはない。こんな衝しよう突とつ事故みたいに接せつ触しよくしてきた女の子に、僕の初めてがこのまま奪うばわれてしまうのだろうか？

　……奪うばわれてしまうのだろうな。僕はそういう成り行き任せな奴やつだ。

「呼び名は呪じゆ文もんの一種なんだよ。苗みよう字じで呼び合うことでも魔ま法ほうは発生する。そうするとあたしと耕こう太た君は、呪じゆ縛ばくにより友達未み満まんにしかなり得なくなる。分かる？」

　もちろん分からない。だが、彼女が苗みよう字じで呼ぶことを嫌いやがっていることだけは分かる。それだけで十分だ。

「じゃあ美み紀きさん？」

「えー……ちょっと物足りないけど……まあ、ギリギリセーフかな。耕こう太た君だって、いきなり女の子の名前を呼び捨てにするのは抵てい抗こうがあるだろうしね。馴なれ馴なれしく呼び合うのは追おい々おいってことで」

　それぐらいは配はい慮りよできる人ではあるようだ。

「さて、早さつ速そくだけど電話番号とＬＩＮＥのＩＤを教えて」

　言われるがまま連れん絡らく先を交こう換かんする。もしかしてこれは世せ間けん的に見ると、羨うらやましいことなのだろうか？　絵え面づらだけならそうだろうが、相手が自じ称しよう魔ま法ほう使つかいのトラブルメイカーなら否いなだろう。そう結論を出す。

　彼女はスマホに視線を落としたまま、何気ないフリを装よそおって言う。

「耕こう太た君ってさ、自分のこと普通だと思ってるでしょ？」

　それはもちろん。

「ないから。魔ま法ほうとか関係なく、現時点でも違い和わ感かんバリバリだから」

「覇は気きがないとは言われるけど……」

「そういうレベルじゃないから」

　これ以上突っ込みたくないほど、この話題には興きよう味みがなかった。僕はＬＩＮＥに登とう録ろくされた『魔ま法ほう使つかい』というユーザーをフレンドに入れると、これでもうさすがに話は終わりだろうと、ローファーに足を入れる。

「ええと、それじゃあ帰っていいかな？」

「あ、待って。あたしまだ教室にバッグがあるから。取りに行ってくるね」

　僕がマヌケに口を開けていると、香こう月づきさんはいたずらそうな笑えみを浮かべる。

「あたしも一いつ緒しよに帰るってことだよ。護まもってあげるって言ったばかりじゃん？」

　そう言って、無む邪じや気きに僕の肩を突いた。

　そうして僕は、高校に入学するときに一番憧あこがれていた、女子と二人きりで下校をするという初めてのことを、自じ称しよう魔ま法ほう使つかいによって奪うばわれた。







　翌日。19日金曜日。

　ホームルーム前の朝の教室で僕は、昨日きのうの慣れない経けい験けんに疲ひ弊へいし、ぐったりと机つくえにもたれ掛かっていた。初しよ対たい面めんの人に慣れるだけで僕という人間はすごく疲れるのに、それがこれまで縁えんのない高テンション美少女、しかも自じ称しよう魔ま法ほう使つかいとなれば、僕でなくたってエネルギーが枯こ渇かつするだろう。

　顎あごを付けて顔を上げると、黒板の縁ふちにチョークの粉こなが教室中を舞っているのが見えた。毎日掃そう除じしているのだから思い過ごしだろうが、耐たい震しん関係で取り壊こわしも検けん討とうされている古い校こう舎しやは、学校全体がどこかくすんでいて、埃ほこりっぽい気がする。

　突っ伏したまま、前の席に座る友人に、昨日きのうのおかしな出来事について話した。適当に相づちを打っていた友人は、最後まで聞くとこう言う。

「普通に考えれば、コウに気があるんだろうぜ」

　谷や原はら雅まさ人とは、やる気のないような半目で、ぶっきらぼうに答える。とは言っても、僕の話に興きよう味みは持ってくれたようだ。雅まさ人とが本当に興きよう味みのないときは、返事すらしてくれない。

　雅まさ人とは伝でん統とう校であるこの公立高で、髪かみを茶ちや髪ぱつに染め、パーマをし、平然と校こう則そく違い反はんをしている。格かつ好こうだけではなく、タバコも吸うし、万引きもする。容よう姿しだけなら某ぼうダンスグループに所しよ属ぞくしていてもおかしくないほどのイケメンなのだが、ここまで不ふ良りようだと態度で表していれば、一応進学校である我が校の生徒は誰だれも寄ってこない。

「でも、美み紀きさんは普通じゃないよね？」

「そうだな。あいつはおかしい。魔ま術じゆつ的な生いけ贄にえとかで、お前殺されるんじゃねえの？」

　シニカルに笑う。そんな雅まさ人との態度にも慣れたものだ。

「殺すって……雅まさ人とじゃあるまいし」

「分からねーぞ。何かしらの意い図とはあるだろうからな。普通の奴やつだったらお前の気を惹ひくために痛々しい行動を取っている、そんぐらいに考えとけばいいだろうが、あいつはそうとは限らない。お前に対してやろうとしていることが、常じよう識しき外のヤバイことかもしれねえ」

　雅まさ人とは親指で僕をさす。

「でも、それが半なかば分かっていても、拒きよ否ひできないのがお前」

　否定はできない。僕は事なかれ主義だ。

「ま、割り切って楽しめばいいんじゃねえの？　学生時代に美少女に付きまとわれたって、大人おとなになったとき自じ慢まんできるかもしれねえぞ」

　他ひ人と事ごとだと思ってずいぶんと適当だ。

　けれど、雅まさ人との言っていることが的まと外はずれであることは少ない。雅まさ人とは地じ頭あたまがよく、直感がやけに鋭い。過か激げきな発言こそ多いが、雅まさ人との言っていることは、大たい抵てい語ご弊へいが含まれるという大きな欠点を除けば、もっともな発言だったりする。

　生いけ贄にえね。

　あり得るから怖こわい。

　僕が頭を抱えていると、雅まさ人とはふと視線を外し呟つぶやく。

「ああ……人が殺してえな」

　いつもの口くち癖ぐせだ。会話に間が生まれると、雅まさ人とは思い出したようにこんなことを呟つぶやく。褒ほめられた言げん動どうではないが、いちいち注意をしても、雅まさ人とは僕から離れるだけだろう。

「しかし、面めん識しきのなかったお前と絡からむか……。どうやら香こう月づき美み紀きは噂うわさ以上の変人だな。ただ魔ま法ほうだとか口にするだけの奴やつはそれなりにいるだろうが、それだけの行動に移す奴やつってのはなかなかいない」

「案あん外がい変人同士、雅まさ人とと気が合ったりしてね」

「俺おれと香こう月づきが？」

　雅まさ人とは顔をしかめて、一いつ瞬しゆんだけ考え込む。しかしすぐに、滅めつ多たにしない真剣な表情でこう答えた。

「それはないな」

「どうして？」

「なんとなく分かんだよ。むしろ犬けん猿えんの仲になりそうだ」

　よくは分からないが、勘かんのいい雅まさ人とが断言するのなら、きっとそうなのだろう。

　会話が一区切り付いたところで予よ鈴れいのチャイムが鳴り響ひびく。ホームルームが始まるまでの予よ鈴れいは、他のクラスでは機き能のうしているのを見たことがない。担たん任にんの先生が来るまで、生徒たちは結局そのまま話し続け、席に着かないからだ。

　しかし、このクラスだけは別だった。

「皆さん、チャイムが鳴りました。席に着いてください」

　クラスの委員長、秋あき山やま秀しゆう一いちがそう指し示じを出す。クラスメイトたちは、教きよう師しでもない人間の指し示じに多少の不満はあるだろうが、揉もめるのも面めん倒どうくさいので素直に命令に従う。そういう習慣が、このクラスにはできていた。

　その空気を、雅まさ人とは心しん底そこ嫌きらっている。

「案あん外がい、機き会かいがあれば、あいつと俺おれとの関係に近くなるかもな」

「委員長みたいに？　まさか」

　雅まさ人とと秋あき山やま君は仲が悪い。優ゆう等とう生せいと不ふ良りようが仲が良いなんてことは一般的にも滅めつ多たにないだろうが、関わり合おうともしないで無視するのが普通だろう。

　しかし二人はがっつりと対立し合い、嫌きらい合っている。




　ちょうど一ヶ月前の４月19日のことだ。今のように教きよう師しの代だい弁べんをするかのような秋あき山やま君の態度に、雅まさ人とは思いっきり反はん抗こうした。分かりやすくガンを付け、侮ぶ蔑べつをたっぷり込めて言い放った。

「お前、最悪に気持ち悪いな」

　僕もクラスメイトも凍こおり付いた。実は僕たちも秋あき山やま君に対して、どこか気持ちの悪い違い和わ感かんを抱いていた。でも、模も範はん的な行動をしているのは確かで、そんな生徒を責めることはできない。注意する正当な理由も浮かばなかった。

　だが雅まさ人とは、何の理り屈くつも立てず、ただその嫌けん悪お感かんを口にした。それに少しすっきりしたのも事実だが、誰だれがどう見てもやり過ぎだ。

　普通、秋あき山やま君のような優ゆう等とう生せいは、そういう暴ぼう力りよく的態度に慣れていないものだ。不ふ良りようからの言葉を受けて、僕はてっきり、秋あき山やま君は怯おびえて萎い縮しゆくするだろうと思っていた。

　だから、雅まさ人との発言以上に、秋あき山やま君の返答に驚いた。

「だからどうしたと言うんだい？」

　怯ひるむどころか反はん抗こう的な態度だった。僕は雅まさ人とが怒り出し、殴なぐり合いの騒さわぎになるのではないかと思った。

　けれど雅まさ人とが飛びかかるようなことはなく、侮ぶ蔑べつした顔で「やっぱりな」と呟つぶやくだけだった。僕らとは違い、秋あき山やま君がそう返すことを予想していたようだ。「救いようがないな」と悪あく態たいを吐つき、汚お物ぶつを見るような目で睨にらみ付けるだけで、それ以い降こうは黙だまって席に着き、大きなトラブルにはならなかった。

　秋あき山やま君もまた、言葉には出さないものの、明らかに不ふ良りようである雅まさ人とを軽けい蔑べつしているのが伝わってきた。だが雅まさ人とがこれ以上絡からんでこないのだから、自分から突っかかることもなかった。

　それから二人の間には、一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れている。

「俺おれと秋あき山やまは逆の人間だ」

　雅まさ人とは秋あき山やま君を流し見ながら、せせら笑った。

「逆、というと？」

「鎖くさりを望むのか、拒きよ絶ぜつするのか。ってところか」

　首をひねる。

「ま、気にするな。ってか考えるな。お前が余よ計けいなことを考えると、ろくなことがないからな」

「それって僕がバカってこと」

「バカはバカだろ。お前は何も考えてないすっからかんだろ」

「酷ひどすぎるでしょ」

　こんなことを言ってくるが、嫌きらわれてはいない。僕も慣れているので、嫌いやな感じはしない。

「ま、コウはしばらく香こう月づきの謎なぞアプローチをかわすことだけ考えてればいいんじゃねえの。たぶんまたすぐに接せつ触しよくしてくるぜ？」




　雅まさ人との予想通り、美み紀きさんは四時間目が終わるのとほぼ同時に、二組の教室に上がり込んできた。他のクラスに入るときは緊きん張ちようするものだが、そんないじらしさは美み紀きさんからは見て取れない。

「んじゃ行こー」

　美み紀きさんは僕の手を摑つかみ、引っ張る。説明も足りなければ、断りを入れさせる気もない強ごう引いんさだ。

　痛いほどクラスの注ちゆう目もくを集めている。無む理りもない。変人との噂うわさがあるとはいえ、外見だけなら学校一かわいいという評ひよう価かの香こう月づき美み紀きだ。その人が、クラスでも雅まさ人とと仲良いこと以外に特とく徴ちようもない僕を呼び出して、手を摑つかんでいる。

「ちょ、ちょっと待って」

　なすがままにされれば、僕に待っているのは、好こう奇き心を周りから集め続ける平へい穏おんからほど遠い日常だろう。

　僕は踏ん張り、美み紀きさんを止める。

「む、反はん抗こう的態度だな、耕こう太た君！　あたしは無む償しようで耕こう太た君のボディーガードをしているのだよ？　もっと従じゆう順じゆんになりなさい」

「せめて何をするつもりか説明して！」

「昼休みに呼び出してんだから、お弁べん当とうを食べるに決まってるでしょ？　ちゃんと考えて！　そんなんだから魔ま法ほう耐たい性せいがないんだよ」

　なぜか真剣に叱しかられた。

　僕としては美み紀きさんの非ひ常じよう識しきさと傍ぼう若じやく無ぶ人じんさを逆に叱しかりつけたいものだが、こういうのは不平等なもので、絶対に美み紀きさんに言い返しても無む駄だなのだろう。具ぐ体たい的に想そう像ぞうできる。

　一いつ旦たん僕の手を離した美み紀きさんは、かわいらしい黄色のランチバッグを二つ取り出し、誇らしげに見せつける。

「なんとかわいいあたしの手作り弁べん当とうだぞ！　ありがたがれ」

「まあ美み紀きさんがかわいいのは認めるけど……」

　それを聞いた美み紀きさんは、ほっぺたを両手で押さえて、照れたような態度を取る。

「かわいいだなんて！　もう、うまいんだから！」

　僕の背中をバンバンと叩たたく。大げさすぎて演技臭くさい。完全にかわいいと言われ慣れている人間の対応だ。

「んじゃ、中庭に行こー」

　また僕を引っ張る美み紀きさんに対して、もう反はん抗こうする気は湧わかない。やはりクラスメイトの好こう奇きの目を集めているが……もういいや。ああ事なかれ主義。

　その様よう子すを横目で見ていた雅まさ人とは、助け船を出すこともなく、いつものシニカルな笑えみを浮かべて手をひらひら振った。




　中庭と言っても、昼休みに生徒が集まり、昼食を取るような雰ふん囲い気きの場所ではない。さして手入れがされていない芝しば生ふに、申もうし訳わけ程度に木が植えてあるだけの中庭には、ベンチさえない。なので、近くの通路を通る生徒がいるぐらいで、僕ら以外に中庭に留とどまる人はいなかった。

　伝でん統とうという名で変化を嫌きらうこの田舎いなかの公立高は、瑞みず々みずしく彩いろどられた青春が割り込んでくるのを基本的に拒きよ否ひしている。中庭も、古くさい校こう舎しやも、僕らを退たい屈くつで押し潰つぶす圧力がある。

　その一番の象しよう徴ちようは制せい服ふくだろう。生徒間でダサいと不ふ評ひようの制せい服ふくは、昔ながらの黒い学ランに、黒のセーラー服だ。

　不ふ揃ぞろいの芝しば生ふの上に、るんるんと上じよう機き嫌げんの美み紀きさんが用意したシートを引いて、その上に僕らは腰をおろした。

「一いつ緒しよにお昼を食べるのも、僕を魔ま法ほう使つかいにするためなの？」

「うんと、そうだね。そうなるね」

　──手作り弁べん当とうを一いつ緒しよに食べると魔ま法ほう使つかいになる。

　言葉にすると、あまりにも乱らん暴ぼうな因いん果が関係だった。思わず溜ため息いきを吐つきそうになる。

「僕、トカゲでも食べさせられるの？」

「なにそれ？　サバトじゃないんだから」

　サバトって何？　といちいち聞いていたら、きっと美み紀きさんとの話は進まない。

「一いつ緒しよにお弁べん当とうを食べると魔ま法ほう使つかいになるって、当然耕こう太た君は信じてないよね」

　唇くちびるを尖とがらせて、美み紀きさんは弁べん当とうを渡してきた。弁べん当とう箱ばこを開くと……まあ正直なところ、無ぶ難なんとしか言いようのない中身が入っていた。何か魔ま法ほう的な意味があるとは思えないし、好きな人に食べさせるために特別気合いを入れたわけでもない。そういうごくごく普通の弁べん当とうだった。

　──拍ひよう子し抜ぬけだ。

「ねえ、今思ってること当ててあげようか！」

　美み紀きさんが顔を近づけて尋たずねてくる。

「どうぞ」

「かわいい女の子の手作り弁べん当とうを食べられるなんてうれしい！」

「え？　全然違うよ？　拍ひよう子し抜ぬけだって思ったんだよ」

「なにそれ酷ひどい！」

　でも言われてみれば、女の子の手作り弁べん当とうを食べるというのは、僕が経けい験けんしてみたい青春項こう目もくの一つだった。僕はまた、美み紀きさんに初めてを奪うばわれてしまったのだ。

「でも、はっきりものを言ってくれるようになったのはいい傾向だな！　その調子その調子！　がんばれがんばれ！」

　なぜか応おう援えんされた。

「これからもどんどん思ったこと、言いたいことをあたしに言ってくれていいよ。そうしないとお弁べん当とうに誘さそった意味がないもん」

　大きな瞳ひとみで僕の目をしっかりと見つめながら言ってくる。たぶん本心だ。

　それならやはり僕は、魔ま法ほうについて理解する努力をした方がいいのだろう。

「それじゃあ言うけど……僕は困っているよ。美み紀きさんが言う魔ま法ほうってのが、どういったものか分からないからね。だって美み紀きさんの魔ま法ほうって、たまにそれっぽい用語を言うだけで、一般的なファンタジーに出てくる魔ま法ほうとは違うよね？」

　喋しやべっている間も、美み紀きさんは大きな瞳ひとみでずっと見つめてくる。僕は気まずさに視線を落とす。

「分からないのに無条件には受け入れられないよ。だから僕はこのままじゃ、魔ま法ほうが使えるようにもならない」

　美み紀きさんは真剣に聞いている。

　──いきなり魔ま法ほうを否定される発言をされて、腹が立たないかな？

　けれど美み紀きさんが不ふ機き嫌げんになる様よう子すはない。静かに冷れい凍とう食品の唐から揚あげをフォークで突き刺す。

「あたしは、耕こう太た君にずけずけと踏み込んできて、わけの分からないことを言ってる。あたしは耕こう太た君を困らせてる。その自覚はあるよ」

　視線を落としたまま、言う。

「そんなあたしのことが、嫌きらいになっちゃった？」

　それには僕は、素早く首を振る。

「だって、美み紀きさんは善ぜん意いでやってくれているんだよね？」

　美み紀きさんは少し驚いたように、目を丸くする。

「善ぜん意いって分かってくれてるの？」

「うん」

「魔ま法ほうから護まもるボディーガードとか言ってる、意味不明なあたしを？」

「うん」

「善ぜん意いって、こんな行動をしていても伝わるもんなんだね……」

　その反応に、僕の方こそ驚いた。

「というか美み紀きさんって、自分が意味不明って自覚はあるんだね……」

　だったらもっと普通の振る舞いもできるのではないだろうか？　嫌きらわれるかもしれないと危き惧ぐしているなら、もうちょっとまともな接せつ触しよくの仕方もあるのではないだろうか？

「その……ね。あたしも賭かけには出てるんだよ。あたしから見ると、本当に耕こう太た君は危うくて、いつ他人の魔ま法ほうにやられてしまうか分かったものじゃないんだ。だから一気に距きよ離りを詰めなきゃって、さっさと信頼されなきゃって、そう焦あせっているんだ」

「だからいきなり一いつ緒しよに下校したり、弁べん当とうに誘さそったり？」

「うん。でもね、拒きよ絶ぜつされない自信はあったよ。その魔ま法ほう耐たい性せいのなさなら、これぐらい強ごう引いんに行っても大だい丈じよう夫ぶだって、確信していたからね」

「魔ま法ほう耐たい性せいがない人間は、拒きよ絶ぜつしないわけ？」

「んー……一いち概がいに言い切れないけれど、大体そうなるね。でね、あたしとの信頼関係が確かなものになれば、そのときはもう耕こう太た君は立りつ派ぱな魔ま法ほう使つかいになってる。自分自身で他人の魔ま法ほうから身を護まもれるようになってる」

　それが普ふ遍へんの真しん理りであるわけがない。

　でも、美み紀きさんはいい加か減げんなことを言っているわけではないのだろう。それだけ真剣だし、本気なんだ。

　美み紀きさんの言う魔ま法ほうがまだどんなものか分からないが、その概がい念ねんの中心に、一本の確かつ固こたる芯しんがあるようには感じる。だったら僕も、できるだけ真しん摯しに、美み紀きさんの言う魔ま法ほうに接しなければならない。

「やっぱり耕こう太た君だ」

　美み紀きさんは僕の顔を覗のぞき込むと、うれしそうに笑う。

「どういうこと？」

「なんでもない。……さ！　お弁べん当とう、食べよう！」

　首を傾かしげたが、いちいち美み紀きさんの行動に疑問を感じていたら何も進まない。なので僕は、促うながされるまま、弁べん当とうに口を付け始めた。

　やけに茶色が多い弁べん当とうだった。一通り箸はしを付けてみる。作り慣れていないことがすぐに分かった。まあほとんどが市し販はん品ひんだし。食べられることは食べられる。

「なんてこった……まずい……」

　けれど、隣となりで同じおかずをつついていた美み紀きさんは、頭を抱えた。

「いや……その、普通だよ？」

「……ごめん。油ゆ断だんしたみたい。あたしね、実は結けつ構こう器き用ようで、大体なんでもうまくできるんだよ。なのにこれは……むむ、にんじんが固い……半分生なまだこれ……。ああもう、ホントごめんね！」

「魔ま法ほうでおいしくすれば？」

「あれ？　今あたし、ナチュラルにケンカを売られてない？　売られてるよね？」

　僕の肩を摑つかんでブンブンと揺らす。僕の頭がカクカクと揺れる。それが楽しくなってきたようで、笑顔で続けてやめてくれない。

「一年の分ぶん際ざいでずいぶんと楽しそうにしてやがるな」

　明らかに毒どつ気けのある声に、美み紀きさんが目を大きく開いて、パッとそちらを向く。

　片かた頰ほおを上げて近づいてくるのは、根元だけ黒くなっている金きん髪ぱつロン毛の三年生だった。分かりやすい不ふ良りようファッションだが、雅まさ人とと違いどこか不ふ潔けつさがあって洗せん練れんされていない。僕のような見た目平へい凡ぼんな人間が、芸げい能のう人じん並みにかわいい女の子とランチをしていることが鼻についたのだと、すぐに分かった。

　側そばまで来た金きん髪ぱつロン毛は、三さん下した感丸出しの下げ卑びた目で、美み紀きさんを見下ろす。

「近くで見たらすげえかわいいな」

「……どうも」

「なあ、次の日曜にドライブに行かねえか？　免めん許きよを取ったばかりで運転したくてよ」

「お誘さそいありがとうございます。でも、日曜は用事がありますので」

　美み紀きさんはにっこりと社しや交こう辞じ令れいの微ほほ笑えみを見せる。あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな美み紀きさんが、こんな対応もできるのかと僕は感心した。

　金きん髪ぱつロン毛は初めは不ふ愉ゆ快かいそうに目を細めたが、ねっとりとした目で美み紀きさんをぶしつけに見ると、下げ品ひんな笑えみを浮かべた。

「ま、普段なら引き下がんだけどよ……見み逃のがせないかわいさレベルなんだわ。もう俺おれ、恋してるかもしんねえ。あーやべえ、なあ、付き合ってくれよ」

　ここで初めて、美み紀きさんは金きん髪ぱつロン毛に対して感情を隠かくせなくなり、顔をしかめる。

「真剣なこの告こく白はくに答えてくれよ。……ああ、そうだ。ちょい別の話、するか？　俺おれってこう見えても、校内の風ふう紀きを乱す奴やつが許せなくてよ。そういう奴やつらを根こん絶ぜつしてえって常々考えているんだよ。世界平和を祈るのと同じくらい頻ひん繁ぱんにな」

　明らかに校こう則そくを破っている彼は、わけの分からない口こう上じようを始めた。

「それなのに高たか橋はしと新しん城じようって二年が、校こう舎しやでハレンチな行為をしてるのを見ちゃったわけよ。俺おれの正せい義ぎ感がよ、許せないって言うわけだ。神しん聖せいなる校こう舎しやでセックスとかあり得ねえし、不ふ潔けつだろ？　なんとかしなきゃだろ？　でよ、一番のいいのは、二人が別れることだと考えた訳わけよ。そうすりゃ不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうなんてしようがねえからな。だから俺おれはダチを引き連れて、二人を別れさせたのよ。でも女って彼氏がいないと生きていられない生き物だろ？　かわいそうに思っちまってなあ。だから俺おれたちは新しん城じようが寂しくないように、ダチたちと代わる代わる恋人になってやったわけだ。新しん城じようの体に飽きるまでな」

　困った。三さん下した感丸出しとはいえ、一歩逸いつ脱だつした不ふ良りようだ。

　そして僕は残念ながら、三さん下したを軽く捻ひねることができる主人公こうでもなんでもなく、不ふ良りようになすすべのない貧ひん弱じやくな生徒Ａだ。

「俺おれはそういう風ふう紀きの鬼おになわけ。今回もそれをしなきゃかもなあ」

「あの……あたしたち別に不ふ純じゆんなことをしていませんので」

　気き丈じように答えたが、美み紀きさんの声は震えている。美み紀きさんもやはり、その不良の暴力がどんなに芸がなくとも、怯おびえることしかできない。

「そうだな。まあ俺おれも、今回はあんたに恋人になってくれとは言わねえよ。けど、そうだなあ、一ひと晩ばん付き合ってくれよ。そうじゃねえと、なぜか、彼氏が学校に来られなくなるかもしれねえ。……で、もう一度確かく認にんするが」

　金きん髪ぱつロン毛は、自分がどれほどヤバイ奴やつかを十分に伝えてから言う。

「ドライブするだろ？」

「…………分かりました」

　美み紀きさんは無表情のまま、そう答えた。

　顔を見ると、美み紀きさんは微ほほ笑えむ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ耕こう太た君。あたし魔ま法ほう使つかいだし、なんとかできると思う」

　そんなわけがない。本当に魔ま法ほうでなんとかできるのならば、この場でしているはずだ。そんなに怯おびえた顔をするはずもない。

「お、こう言ってるけど、いいのか彼氏？」

「考えているんだ」

　眉まゆを寄せて、腕を組む。

「その、あなたが美み紀きさんと仲良くなりたがっているのは本当だよね？」

「あ？」

「できれば性せい欲よくを満たしたいって気持ちもすごくよく分かる。これだけかわいい人とセックスしたいっていうのが、強い感情であるのが分かる。でも……そうだね、その度合いと、美み紀きさんが嫌いやがっている度合いなら、美み紀きさんが嫌いやがっている度合いの方が強い。僕はそう見ているんだ。だから好ましくないと思う」

　金きん髪ぱつロン毛はなぜか呆あつ気けにとられている。

「…………おい、こいつ、何を言ってるんだ？」

　何をって、『いいのか？』と尋たずねられたから答えただけなのだが……。

　やはり僕は止めるべきだろう。まだ美み紀きさんとは知り合ったばかりではあるが、僕のためを思って行動してくれている人だ。しかし、暴ぼう力りよくで対たい抗こうしても返り討うちだろう。報ほう復ふくも考えられる。どうすればいい？

　そのときふと、雅まさ人とが普段口にしている口くち癖ぐせを思い出した。

『人を殺したい』




「山やま崎ざき龍りゆう介すけ」

　その声は、その口くち癖ぐせの主ぬしと同じ声だった。特に張り上げたわけでもない声は、僕の頭ず上じようから聞こえた。

　見上げると、二階の渡り廊下の窓から、雅まさ人とが無表情でこちらを見ていた。

　雅まさ人とは僕を指さして、一ひと言ことだけ言う。

「そいつは俺おれのダチ」

　一ひと言ことだけだったが、それだけで山やま崎ざきと呼ばれた金きん髪ぱつは、罰ばつの悪そうな顔を見せた。

「……んだよ、谷や原はら。このカピバラみたいにぬぼーっとしてんのがお前のダチかよ。別にテメエのダチに手を出すつもりはねえよ」

「あ、そ」

　つまらなそうに言うと、雅まさ人とは窓から離れ、歩き去る。

　山やま崎ざきは平然と同じ学校の生徒を脅きよう迫はくする質たちの悪い不ふ良りようだ。それなのに一年の雅まさ人とにまるで刃は向むかえない。

　どうやら僕は、意い図とせずに虎とらの威いを借る狐きつねになっていたらしい。

　顔をしかめて頭を搔かいた山やま崎ざきが、僕に耳打ちする。

「雅まさ人とが庇かばうって、もしかしてお前が噂うわさの『社長』か？　今も『仕入れ』中だったか？」

　意味が分からない。

「まあいいや。いい嬢じようが入ったら斡あつ旋せんしろよ」

　山やま崎ざきは僕の背中を強く平手で叩たたくと、早足で去って行く。

　美み紀きさんを見る。

「耕こう太た君」

　美み紀きさんは助かったことに安あん堵どするでもなく、僕をじっと見つめていた。これまで見せたことのない、恐い顔をしていた。

「……分かっていたつもりだったけど、本当に耕こう太た君は……耕こう太た君なんだね。あるがままを見ているだけだよね」

　それは……今までの『魔ま法ほう耐たい性せい』っていう言い方と違って、少しだけ意味が分かった。

「あのさ、今回、あの人に助けてもらったことは分かってる。でも、ごめん、その上で言うよ？」

　美み紀きさんは僕の目を覗のぞき込む。

「あの人と付き合わないで。それと今の山やま崎ざきって人や、二年の松まつ見みって人とも付き合わないで欲しい」

　雅まさ人とと離れるつもりはないが、とりあえず頷うなずいた。

　でも、その適当な態度は美み紀きさんには伝わってしまったようで、美み紀きさんは耐えるように大きく息を吐く。

「やっぱり耕こう太た君はあたしが護まもらないと」




　護まもる。

　本当に魔ま法ほうが、僕を護まもるものであるとする。それが僕の人生を豊かにしてくれるものだとする。

　だけど、僕のために一いつ生しよう懸けん命めいになっている美み紀きさんには言えないのだけど──

　僕は割と、どうでもいい。

　僕のことがどうでもいい。







　特に雅まさ人とと仲良くなったきっかけは思い出せない。席が近かったので、いつの間にか普通に話すようになっていた。

　けれど、学校以外での付き合いはない。雅まさ人とと外で遊んだことはないし、スマホに連れん絡らくをよこすこともない。もしかしたら、クラスが分かれてしまえば、ほとんど交流はなくなるのかもしれない。そうでなくても、席が離れただけで、会話をする機き会かいがほとんどなくなるのかもしれない。

　しかし、二週間前ぐらいだっただろうか？　一度だけ夜中の一時に、家の近くの公園に呼び出されたことがある。

　雅まさ人とは、何があったのかは話してくれないから分からなかったが、その日、やけに憔しよう悴すいしていた。誰だれでもいいから、人と会わずにはいられなかった。そういう感じだった。

　使用禁止の貼はり紙がみがされた錆さび付いたジャングルジムの上で、僕らはとりとめのない話をしていた。ボールを使った遊びを禁止する貼はり紙がみと、電でん源げんの入っていない自動販はん売ばい機きと、使う気がしない公こう衆しゆう便所が何度も視し界かいに入り、雅まさ人とは「公園ごと肥こえだめみたいな糞くそ公園」だと称しようして、笑っていた。

　雅まさ人とはジャングルジムの上で、タバコを吹かしながらバタフライナイフを弄もてあそんでいた。雅まさ人とは未成年のくせに酒もタバコも、なんならドラッグだってやる。けれど、僕に勧すすめてきたことはない。そうして反社会的なことをしているときも、ちっとも楽しそうではなく、いつも退たい屈くつそうだった。

　その日はスーパームーンかと思うほどの満月で、その明るさに雅まさ人とは居い心ごこ地ちが悪そうにしていた。

「コウ、お前は月の模も様ようが何に見える？」

　僕は何も考えずに答えた。

「ウサギ」

「それって、みんながそう言っているからそう答えただけだろ？　月の模も様ようはそんなに分かりやすくウサギの形をしてねえだろ？」

　それはその通りだ。頭ず上じようの月を改めて見て、そう思う。

「で、お前は何に見える？」

　これを答えると、大たい抵てい想そう像ぞう力りよくがないとバカにされるから嫌いやなのだが、正直に言った。

「ぶっちゃけ、月の模も様ように形があるなんて思ったことない」

「どういうことだ？」

「クレーターはクレーターにしか見えない。そういうこと」

　雅まさ人とは、そんなバカみたいな答えを、バカにするどころか感心して聞いていた。

「なるほど、お前はそうくるか」

　愉ゆ快かいそうにタバコに火を付ける。

「そうだよな、あんなものに意味を付け加える方がおかしい。本来はな」

　何を感心しているのか分からなかった。

　ただ間をつなぐために、特に意味もなく聞いた。

「雅まさ人とはなんで不ふ良りようをしているの？」

「お前、不ふ良りようにそんな質問したら、普通ボコられるぞ」

　しかし雅まさ人とは、真ま面じ目めに答えてくれる。

「抵てい抗こうの仕方が分からないだけだ」

　具ぐ体たい的な答えではない。けれど、きっと雅まさ人と自身にもはっきりとした答えがないのだと、僕には分かった。

　また特に話すことがなくなり、僕は頭ず上じようを見上げながら、適当に発言する。

「雅まさ人とは月の模も様ようが何に見えるの？」

　雅まさ人とは眉み間けんに皺しわを寄せ、タバコを投げる。

「俺おれはいつも、顔を上げると不快になる。届かないのにぶっ壊こわしたくなる。だからだな、明るい夜は足あし下もとばっかり見ている」

　新しいタバコを咥くわえて、火を付ける。

「牙きばを剝むいた野や獣じゆうが頭の上にいる」

　酷ひどく絶ぜつ望ぼうした顔で、腐くさった血液を吐き捨てるように呟つぶやく。
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「ああ……人を殺したい」







「雅まさ人とと帰るのも久しぶりだね」

　雅まさ人ととは示し合わせて帰ることはない。でも、家の方向が同じで、さらに二人とも帰き宅たく部ぶということもあって、なんだかんだで一いつ緒しよに帰ることがあった。久々になったのは、最近まとわりつくことになった魔ま法ほう使つかいがいるせいだ。

　ちなみにその魔ま法ほう使つかいは、今日きようは早さ由ゆ利りさんなる友人の誘さそいをどうしても断れなかったらしい。あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさで友人がいること自体が驚きだが、むしろクラスの女子の大体と仲が良いらしい。自じ称しようなので未み確かく認にんだが。

　ちなみに友達が多いことに驚くと、美み紀きさんはムッとしていた。すぐに崩くずれてしまう女子の人間関係を維い持じするのも魔ま法ほうの一種なんだと、意味の分からないことを言っていた。まあでも、コミュ力は抜ばつ群ぐんではあるので、不ふ思し議ぎと言うほどではないのかもしれない。

「お前、またあの女のこと考えているだろ。もう夢む中ちゆうだな」

「うん」

「……否定しろよ、からかえないだろ」

　実際考えているし、と答えた僕に、雅まさ人とは溜ため息いきを吐つきながらも「お前らしいな」とにやつく。そのままの顔で、雅まさ人とは続けた。

「その変態魔法使いから、お前に近寄るなって言われたよ」

「え？　美み紀きさんに？」

　雅まさ人とは目で頷うなずく。

「前に言ったろ？　俺おれは香こう月づきとは仲良くなれないって。露ろ骨こつに嫌きらわれてんだよ」

　そういえば美み紀きさんは、雅まさ人とと付き合うなと言っていた。

「魔ま法ほうのことをバカにしたりとかしたんじゃないの？」

「まあしたな」

「ほら！」

「でも、そんなのは関係ねーんだ。香こう月づきは俺おれとコウが一いつ緒しよにいる、それだけで奴やつは許せないんだよ」

　嫉しつ妬とという単たん語ごが浮かんだが、そもそも美み紀きさんはおせっかいなだけで、僕に気があるわけではない。

　美み紀きさんが考えているのは、いつも魔ま法ほうのことだけだ。

「僕を魔ま法ほう使つかいにする上で、雅まさ人とが邪じや魔まなのかな？」

「そういうことだな」

　当然のように答える雅まさ人とに僕は驚く。

「雅まさ人とは美み紀きさんの魔ま法ほうを理解しているの？　だから嫌きらわれることも分かってたの？」

　雅まさ人とは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「あー……そこまでは分かってないが。まあ、反そりが合わないってことは、結果的にそういうことになるんだろうな」

「よく分からない……」

「でもお前も、少しは魔ま法ほうの意味が分かってきてはいるだろ？　もう付きまとわれて二週間だしな」

「……うーん」

　なんとなく、というレベルだ。

　英語を日本語に翻ほん訳やくするのと同じように、魔ま法ほうに当たる言葉を選ぶのは難しい。しかし間違いなく『magic』でも『witchcraft』でもない。

　ただ美み紀きさんの言う魔ま法ほうが、『概がい念ねんの押し付け』のことを指していることが多いことは分かってきた。

　洗せん脳のうのように、無む理り矢や理り押し付けるものだけではない。日々の習慣や社会通念のように、いつの間にか根付いてしまっているものも、魔ま法ほうの一種に含まれている。美み紀きさんの言う魔ま法ほう使つかいは、相手の概がい念ねんを自じ在ざいに操そう作さできる人間なのだろう。魔ま法ほう耐たい性せいがないというのは、僕の持つ概がい念ねんが変わりやすくて、危ういということだ。

　しかしそれだけでは、魔ま法ほう耐たい性せいがない人間が、魔ま法ほう使つかいに向いている理由にはならない。雅まさ人とと仲良くしていると、魔ま法ほう使つかいになれない理由も分からない。僕は魔ま法ほうの半分も理解していないだろう。

「お前は何も考えんなよ」

　暴ぼう言げんを吐かれて、鳩尾みぞおちを軽く殴なぐられる。

「バカが物事を考えても、ろくなことにならない」

「言い方が酷ひどすぎない？」

　雅まさ人とは愉ゆ快かいそうに頰ほおをつり上げる。しかし、そうかと思うと、突とつ然ぜん深しん刻こくそうな顔をした。

「正直、香こう月づきの言葉に、考えるところもある。俺おれもお前が、殺人願望がある不ふ良りようになるより、ポジティブ変へん態たい魔ま法ほう使つかいになった方がマシだと思うからな」

「え？　僕、どっちもお断りなんだけど……」

　冗じよう談だんかと思いそう返したのだが、雅まさ人とは真ま面じ目めな顔を崩くずさない。

「このまま考えなければ、そういられるんだろうがな」

「くすくす……くすくすくす……」

　歯の隙すき間まから息を吐くような、特とく徴ちよう的な笑い声がした。

　僕と雅まさ人とは振り返る。そこに背の小さい女の子がいた。真っ黒の髪かみは、前まえ髪がみが斜めにパッツンに切り揃そろえられていて、後ろはおさげになっている。セーラー服のリボンが緑みどり色いろであることからすると、二年生のようだ。なので年上のはずなのだが、かなりの童どう顔がんでそう見えない。その無む邪じや気きな表情と相まって、小学生だと言われても納なつ得とくする。でも、よく見たら胸が大きく、それが酷ひどくインモラルな印いん象しようをもたらしている。

　そして何より特とく徴ちよう的なのは、その奇き妙みような瞳ひとみだ。よく見ると髪かみと同じく黒なのだが、何かに焦しよう点てんが合っているようには見えず、まるで虹にじ色いろのような印いん象しようを受ける。

「あなたたちおもしろいねえ」

　周りには僕たち以外いなかったので、その見知らぬ上級生は、こちらに向かって喋しやべっているようだ。

「こんにちは」

　上じよう機き嫌げんの幼よう児じのような笑顔で、ぺこりと頭を下げる。僕も合わせて会え釈しやくをした。

「……雅まさ人と、知り合い？」

　雅まさ人とは顔をしかめて首を振る。

「くすくす……やっぱりおもしろーい」

　無む邪じや気きな笑顔。でも、おかしい。無む邪じや気きすぎて違い和わ感かんがある。

「何か用か？」

　雅まさ人とはいつものように攻こう撃げき的な態度で尋たずねるが、上級生は怯おびえる様よう子すがない。意に介かいしている様よう子すもない。たぶん恐ろしく他人の感情に鈍どん感かんなのだ。

「えーと、柊ひいらぎ君と仲良くなりたいなあって思って」

　どうやら僕の苗みよう字じを知っているようだ。

『おもしろい』と言っているのに、僕らのことをほとんど見ていないことに気付いた。あちらこちらに視線を移している。

「何がおもしろいんですか？　僕らのしていた話ですか？」

「うーんと、違うよ」

　甘ったるい声だ。でも美み紀きさんが時とき折おり冗じよう談だんでする、科しなを作るような甘ったるさではない。

　完全に、子供のものだ。その仕し草ぐさも、口く調ちようも、子供そのものだ。

「二人がおもしろいのは、二人が放っている『識しき別べつ信号』だよ」

「……識しき別べつ信号、ですか？」

「そうだよ。識しき別べつ信号だよ」

　オウム返しに聞き返しても、何の説明もしない。それがさも、一般常じよう識しきであるかのような口ぶりだ。

　雅まさ人とは思い当たった様よう子すで、上級生に尋たずねた。

「あんた、もしかして松まつ見み璃り々り子こって奴やつか？」

「あ、うん。リリコは璃り々り子こだよ」

　松まつ見み璃り々り子こと呼ばれた上級生は、雅まさ人とが名前を知っているのにも疑問を持つ様よう子すなく頷うなずいた。

「雅まさ人と、この人は？」

「有名人だよ。なんとなく分かるだろ？」

　確かに普段からこの調子であるなら、名前が広まってもおかしくない。

　そうだ。そういえば美み紀きさんも、『松まつ見み』という人と付き合うなと言っていた。それとは別に、どこかで噂うわさを聞いたこともある。

「おもしろいなあ。白と群ぐん青じようかあ。みんな、大体オレンジ色だったりするじゃない？　でも二人とも違うんだなあ。でもリリコは白が好きだなあ。どうにかしたいなあ」

　鼻息を荒くして、松まつ見み先せん輩ぱいはそんなことを言っている。

「ねえねえ、読み取っていい？」

「読み取る？」

　僕はまたオウム返しに聞き返す。

「あ、そっか。普通はスキャニングできないのかも。でもでも、リリコはね、スキャニングできるんだよ」

　誇らしげに胸を張って言うと、「じゃ、行くよ！」と手を広げる。

　瞬しゆん間かん、無む邪じや気きな表情は消え去る。

　マネキンのように無む機き質しつに変わる。

「ピーガガガ、ピーピーガガガ」

　奇き声せい。喉のどから出ているものとも思えない声。完全に機き械かい音そのものの音は、しかしどう聞いても半開きの口から発せられている。

　瞳ひとみがずるずると闇やみに引きずられるように輝きを失っていく。何も捉とらえようのない焦しよう点てんの合わない瞳ひとみ。しかし分かる。その瞳ひとみは焦しよう点てんが合っていないのに、僕をしっかりと捉とらえていて、離さない。まるで金かな縛しばりをかけられたかのように、指先一つ動かせない。

　なんだ、これ──？

　驚きよう愕がくで固まったまま、横目で雅まさ人とを見る。他人に弱みを見せるのが大だい嫌きらいな雅まさ人とが、目を見開き絶ぜつ句くしている。

　ああ、やはりこれは異常なものなのだ。

「ピーガガガ、ガーガーガピー」

　次し第だいにその音は、鼓こ膜まくではなく骨こつ伝でん導どうで伝わってくるかのように、体の内部から響ひびき渡る気がした。もうどこからしている声か分からない。前でも後ろでも横でも上からでもない、だけど僕を覆おおっている何かから、その機き械かい音が響ひびき渡っている。

　──ピーガガガ、ガガガピー。

　音は細さい胞ぼうに共鳴し始める。ひりひりと全身が震え出し、やけどをしてしまったかのようだ。

　相変わらず足は動かない。体全体が動かない。金かな縛しばりは次し第だいに暴ぼう力りよくへと変化する。電線を体に縛しばり付けられたような、強力な金かな縛しばり。その電線は僕を締しめ上げ、僕を千ち切ぎる。体をほじくり、解体し、中身を巻き散らせる。

　そしてすべてを晒さらした僕を、あの目が捉とらえる。何も映さずにすべてを写す瞳ひとみ。漆しつ黒こくであり、純じゆん白ぱくな瞳ひとみ。

「スキャニング終わり」

　松まつ見み先せん輩ぱいの言葉で、一気に世界が回転して、景色けしきが戻る。いや、景色けしきがそのままだったことぐらい分かっている。変えられたのは僕だ。この一いつ瞬しゆんだけ、景色けしきを捉とらえる自分を変えさせられたのだ。

　数秒だったはずだ。でも何時間とも、何日経たったと言われても、納なつ得とくできるほどの密みつ度ど。

　息。

　よかった……息をしている。

　呼吸ができている。

「じゃあ次は……」

　無む邪じや気きな彼女の瞳ひとみは、雅まさ人とへと向かう。

「あ──」

　雅まさ人とはいまだ、目を見開かせていた。そんな雅まさ人とは、当然今まで見たことがない。

　一度は戻った松まつ見み先せん輩ぱいの目の色が、徐じよ々じよに白黒になっていく。

「……やめろ」

「ピーガ──」

「やめろ!!」

　雅まさ人とは叫ぶ。

　荒い呼吸をし、怯おびえた様よう子すで唇くちびるを震わせている。

「そんな叫ばなくてもいいじゃん……」

　雅まさ人とを恐きよう怖ふに陥おとしいれた張ちよう本ほん人にんは、相変わらず相手の感情には無む頓とん着ちやくなようで、すねて唇くちびるを尖とがらせている。

「あのさ、松まつ見み先せん輩ぱい、今何を……？」

「ちょっと待ってねえ。これから言語化するよ」

　松まつ見み先せん輩ぱいは、ぼーっと口を半開きにさせて静止する。

　彼女はその状態から、しばらくまったく微び動どうだにしなかった。

「柊ひいらぎ耕こう太た、15歳さい」

　無表情のまま、口だけ動かし、機き械かいのように喋しやべる。

「両親と妹との四人暮らし。広くも狭くもない中古一戸建ての二階、天てん窓まどが付いた部屋に住んでいる。友達は多いが親友はいない。距きよ離り感を大切にする。最近異性に言い寄られている。童どう貞てい。人と話すと疲れる。とにかく自分に無関心」

　何を言っているのか分からなかった。だけど延えん々えんと続くその言葉は、明らかに僕のことを言っていた。

「母親のヒステリックな気質を無む意い識しきで拒きよ絶ぜつ。父親のダブルバインドを受容。両親共に子育てへの一いつ貫かん性がない。妹は猫ねこを殺す悪あく趣しゆ味みがある。猫ねこの死体を片付けることを家族から命令されている。言うことはなんでも聞く。洗せん脳のうされやすい。多面的。他人の価か値ち観かんを把は握あくする能力が異常。自分がないため、自分以外の──」

「も、もういい！　やめて松まつ見み先せん輩ぱい！」

　悲鳴に近い大声を上げると、松まつ見み先せん輩ぱいはようやく、ずっと開いていたまぶたを動かし、まばたきをする。ようやく表情が戻り始める。

「ねえねえ、どうだった？　あたしのスキャニングどうだった？　当たってた？」

　まるでクレヨンで描いた絵が上じよう手ずにできたと、得意気になる幼よう稚ち園えん児じのようだ。僕はそうすれば松まつ見み先せん輩ぱいが喜ぶと分かったので、うんうんと勢いよく頷うなずいて機き嫌げんを取った。

　もう聞きたくはなかった。

　僕の事なんて知りたくはなかった。

「先せん輩ぱい、もう行っていいか？」

　雅まさ人とはどういうわけか、憔しよう悴すいし切っていた。

「ええ！　もうちょっと話したいなあ。だって白だよ！　他にいないよ！」

「悪いな、用事があるんだ」

「そっかあ……それじゃあしょうがないね」

　肩を落とす松まつ見み先せん輩ぱい。

「それじゃあね、タニハラ君」

　口を真ま一いち文もん字じに結んだ雅まさ人とは、睨にらみ付けるように松まつ見み先せん輩ぱいを見つめる。

「あれ？　タニハラじゃなかった？」

「ヤハラって読むんだぜ、先せん輩ぱい」

「えー噓うそ。なんで間違えたんだろう……。途と中ちゆうでスキャニングやめちゃったせいかなあ？　あ、あのね！　普段はこんなことないんだよ！　間違えたりしないんだよ！」

　松まつ見み先せん輩ぱいは両手をバタバタさせて、ずれた言い訳わけをしている。

　僕たちはそのことに突っ込む気力も起きず、松まつ見み先せん輩ぱいに背中を向けた。




　半分近くの店がシャッターを下ろしている寂さびれた商店街を、僕たちは無言で歩き続けていた。

　まだ地に足が着かない。気持ちの悪い浮ふ遊ゆう感がある。

　あのスキャニングというのは何だったのだろう？　あれこそ魔ま法ほうじゃないのか？　それも今までの価か値ち観かんすべてを覆くつがえすような反はん則そくの魔ま法ほう。

　ぐらぐらと世界が揺らいでいる。陽炎かげろうなど起きてないのに、地面の位置がはっきりと分からない感覚。本当は空も飛べるようになるのに、このひび割れたコンクリートによって地面に縛しばり付けられているのではないかという、益やく体たいのない疑問。

　幼よう稚ちな発はつ想そうかもしれない。でも……そうだ。そういう制限が、松まつ見み璃り々り子こにはなかった。まるで本当に空を飛べると信じているような、そんな無む茶ちや苦く茶ちやな人だった。

「──コウ」

　押し黙だまっていた雅まさ人とが口を開く。

「お前のために言っとく。あの痴ち愚ぐとは今後二度と話すな。あいつはお前に悪あく影えい響きようを及ぼす。分かったか？」

　話すぐらい構わないと思うのだが、雅まさ人とがあまりに真剣なので強く頷うなずいて見せた。

　それにしても、雅まさ人とが僕を心配するようなことを言うなんて驚きだ。まるで美み紀きさんのようだ。

「あのスキャニングの仕組み、雅まさ人となら分かる？」

「……ちっとも」

　なるほどね。『ちっとも』教える気はない、ね。

　それが分かっても、追つい及きゆうする気はない。答えたくないなら答えさせない。

　目の前の信号が赤に変わった。

　僕も雅まさ人とも止まる。

「くそ」

　雅まさ人とは小さく吐き捨てて、唇くちびるを嚙かんでいる。

「どうしたの？」

「なんで止まるんだ、俺おれたちは」

「だって赤信号じゃないか」

「車は通っていない」

　僕は左右を確かく認にんした。確かに自動車の姿すがたはない。

「……じゃあ渡ろうか？」

「そういうことじゃない……そういうことじゃないんだ。俺おれはなぜ止まったかを聞いたんだ」

　困こん惑わくする。雅まさ人とが何に苛いら立だっているか分からない。

「赤は『止まれ』なんだから、止まるのは当然だろ」

「そうだ。俺おれたちは横断ができたのに、ただ決められているから、それだけの理由で止まったんだ」

　雅まさ人とは頭を搔かきむしり、耳を塞ふさぐような仕し草ぐさをする。

「雅まさ人と、どうしたんだよ？　あの先せん輩ぱいのせい？」

「……そうだな。今の俺おれはおかしい。俺おれとしたことがよりにもよってお前にこんな話をするなんてな」

　信号は青になる。

「雅まさ人と、行こう」

「ああ……」

　歩き出した雅まさ人との表情は、苛いら立だちを超えた嫌けん悪お感かんを見せていた。雅まさ人とは病的なまでに体を搔かいている。まるで全身に毛虫が這はって、皮ひ膚ふの中に卵を産み付けられているみたいな、それほどの不快感を見せている。

　そんな様よう子すのまま、雅まさ人とは言った。

「ああ……人を殺したい」

　僕は察した。

　もう、取り返しが付かない。







　松まつ見み璃り々り子こに遭そう遇ぐうした次の日、雅まさ人とは学校に来なかった。

　それ自体は大したことじゃない。雅まさ人とはこれまでも理由なく学校を二回サボっている。だけど、雅まさ人との昨日きのうの様よう子すを見れば、どうしても心配になる。

　──人を殺したい。

　……いつもの口くち癖ぐせだろう？

「おはよう、耕こう太た君」

　もうだいぶ聞き慣れた声だ。振り返り答える。

「おはよう美み紀きさん」

「……今日きよう、谷や原はら君はいないんだ」

　美み紀きさんの声にはいつもの張りがない。表情もどことなく暗い。

「どうしたの？　元気がないように見えるよ」

「そう見えるかな？」

　言って、力のない笑えみを見せ、溜ため息いきを吐つく。

　──そう見える、か。

　美み紀きさんが意い識しき的に元気がない顔を見せて、心配を引き出させていることには気付いている。が、僕は黙だまって頷うなずいた。

「耕こう太た君、一いつ緒しよに中庭に来てくれる？」

「今から？」

　もう始し業ぎよう前でそれほど時間はない。

「うん……。人にあまり聞かれたくない話だから」

『この話の重要度は高い』。美み紀きさんは意い識しき的に、そう伝えている。自分の意い志しを人に伝える力が、美み紀きさんは高い。

　だから僕も神しん妙みような顔を作った。




　今にも雨が降り出しそうな曇り空で、中庭は肌はだ寒さむかった。土の臭においが湿しつ気けと混ざって、むせ返りそうになる。

　美み紀きさんは自分が呼び出したにも関わらず、顔をうつむかせて喋しやべり出さない。神しん妙みような空気を演えん出しゆつしている。

「美み紀きさん、話って？」

　話を切り出したが、それでも美み紀きさんはうつむいたままだ。おそらく話し出すのを待つのが正解だろうと、口を開くのを待つことにした。

「……やっぱり迷めい惑わくだよね」

　一ひと言こと目はそれだった。

「分かってるよ。あたしが迷めい惑わくなことをしてるってくらい……」

「ええと……どうしたの、突とつ然ぜん？」

　美み紀きさんは自分が迷めい惑わくを掛けている自覚があっても、天然なふりをして意い識しき的にごまかしていた。それなのに今日きようになって唐とう突とつに、そのことを反省している。何か心しん境きようの変化があったのだ。

「どうしたら罪つみにならずにすむのか、あたし昨日きのうずっと考えてた」

　方向転てん換かんの理由は分からない。そもそも方向転てん換かんしたことを、僕は指し摘てきしてはいけないだろう。美み紀きさんがやりにくくなる。

　美み紀きさんの目は潤うるんでいて、どうしても身構えた。

　僕にとっては美紀さんが口にする内容そのものより、そっちの方が遙かに重要な事案だ。

「罪つみって何のこと？」

「魔ま法ほうを押し付ける罪つみだよ。あたし、自分が厨ちゆう二に病びようだって揶や揄ゆされるような人間だって自覚してる。それなのに、耕こう太た君に無む理り矢や理り自分の価か値ち観かんを押し付けようとしてた」

　そんなことは気にしていない。美み紀きさんも分かっているはずだ。

「でもね……罪つみだって分かっていてもそれでも、耕こう太た君が狂きよう気きの魔ま法ほう使つかいになるのは見ていられない。やっぱり耐えられない！」

　目を潤うるませたまま、強く言った。

　僕は何も言えない。魔ま法ほうを理解し切れていない僕には、美み紀きさんの言っていることがいまいち分からない。だけどそれとは関係なく、美み紀きさんの真剣さを前に、口を挟んではいけないと感じ、何も言えない。

　何せ僕は事なかれ主義だ。いや──誰だれかの言葉を借りるなら『白』だ。

「だからね、考えたんだ」

　美み紀きさんは僕の右手を取り、両手で包み込んだ。強制的なスキンシップに心しん臓ぞうが飛び跳ねる。

　美み紀きさんは潤うるんだ瞳ひとみで覗のぞき込んだ。

　それはとても作さく為い的だった。僕の心しん拍ぱく数すうを操あやつる行こう為いだった。だけどそのあざとさと不ふ釣つり合いな迷いが、瞳ひとみには見えている。

　美み紀きさんは一度目を閉じ、長い息を吐く。僕の手を包む力が少しだけ強くなる。

　……不ふ思し議ぎだ。手の温かさ以上の熱が伝わってくる気がする。この現げん象しようが、美み紀きさんの魔ま法ほうの一種だと言われても、不ふ思し議ぎに思わない。

　美み紀きさんは目を開いた。

　決けつ意いの目だった。

　懇こん願がんする目だった。

「耕こう太た君は……あたしのこと好きになれる？」

　予よ想そう外の言葉に絶ぜつ句くする。

「──無む理り、なのかな……？」

　それは明らかに、告こく白はくだった。

　あるいは、周りの人間から見れば、告こく白はくされることも自然なことかもしれない。でも、当事者である僕らには、それが不健全なものだと分かる。

　だって美み紀きさんは、僕のことをただ護まもろうとしているだけだ。僕に恋心を抱いているわけではない。それを僕は理解している。

「……あたしじゃ……ダメ、かな？」

「そ、そんなことないよ！　美み紀きさんは魅み力りよく的だよ！」

　思わず美み紀きさんが求めている言葉を返してしまった。

　いや、美み紀きさんは魅み力りよく的な人間なのは本当だ。アイドルグループにいても遜そん色しよくのない容よう姿しだし、性格だってわがままなようで、実は臆おく病びようなほどに他人に気を遣つかい、思いやりのある面もある。

　でもそれは客観的な視点での話だ。僕はどう思っている？

　そもそも……。

　僕が女性を好きになるってどういう状態だ？

「あたしのこと好きになれそう？」

「それは……」

　美み紀きさんがどう答えて欲しいか分かっているのに、言葉を詰まらせてしまう。

「…………耕こう太た君は男の子だよね？」

「それは、まあ、もちろん」

「もし体が欲しいのなら、それであたしのことが好きになれるのなら、あたしはそれでも……いいよ」

　さすがに目を見開いた。

「ご、ごめん！　あたし変なこと言ったね！　でも……でも、どうしてもあたしのことを好きになって欲しいの！　そこまでしてでも好きになって欲しいの！」

　分からない。どうしてここまでするのか分からない。

　……いや、本当は分かっている。美み紀きさんがここまでするのは、魔ま法ほうのためだ。魔ま法ほう耐たい性せいがない僕をなんとかしようとしているのだ。美み紀きさんは自分の貞てい操そうを捨ててでも、魔ま法ほうという概がい念ねんを守りたいのだ。

　魔ま法ほうに従わなければ、美み紀きさんは美み紀きさんでいられない。

　でも、それが分かっていても、違い和わ感かんはある。言葉にはできないが、腑ふに落ちないところがある。

　ただ間違いようがないのは、美み紀きさんがなりふり構わず、僕を求めていることだ。それを分かっている僕が、どうしてこの告こく白はくを断れるだろうか？

　断れるはずもない。

「好きに、なるよ。だからもうそうやって、変なことはもう言わないでよ」

　美み紀きさんは目を見開くと、真まっ直すぐに僕を見み据すえた。

「あたしと付き合うってことでいいの？」

「うん」

「本当にいいの？　彼女ができるの初めてじゃないの？　それがあたしでいいの？　もう引き返せないよ？　あたしは、耕こう太た君をあたしの属ぞく性せいにするよ？」

「だから、いいよ、それで」

　美み紀きさんはみるみると表情を明るくさせる。

「ホントに？　ホントにいいの？　……ああ、やった。やった！」

　さっきまでの泣きそうな表情が噓うそみたいに消えて、満面の笑えみになる。それを見て、正しい選せん択たくをしたと思えたし、うれしい気持ちになる。

　だからこれでいい。

「やった！　ありがとう耕こう太た君！　これからもよろしくね！」

　僕の右手をブンブンと上下に振ってはしゃぐ。

　困こん惑わくは消えないけれど、分かっていることがある。これから、美み紀きさんはこれまで以上に僕に付きまとうだろう。これまであったわずかな遠えん慮りよもなくなるのだろう。僕はすっかりリア充じゆうになり、周りに羨うらやましがられるのかもしれない。それが日常になるのかもしれない。

　そして、僕はそれを抵てい抗こうもなく平然と受け入れる。

　美み紀きさんの台本通りに。







　美み紀きさんの告こく白はくから一週間が経たった。予想通り、これまで以上に馴なれ馴なれしくなった美み紀きさんだけれど、恋人らしく振る舞うことはなく、大まかには接し方は変わらなかった。だから僕の美み紀きさんへの接し方も変わらなかった。

　でも、元々注ちゆう目もくされている美み紀きさんだ。僕らが付き合っていることはすぐに公おおやけのこととなり、学校中に知られることになった。僕と美み紀きさん、当事者同士の接し方が変わらなくても、周りの扱いは変わる。定てい義ぎ付けされた僕らの関係は、周囲によってじわじわと狭苦しく、そして分かりやすくされ、僕にまで及んで意い識しきを変えようとする。そのうち周囲の圧力により、恋人同士らしく僕らは変容するだろう。

　なるほど。こうなることが分かって、美み紀きさんは正式に僕と付き合ったのだ。

「それじゃ、来週よろしくね！」

「うん。じゃあね」

　いつもの分かれ道で、美み紀きさんは大げさに手を振る。僕も手を振り返し、笑顔を見せる。

　来週の日曜に、美み紀きさんのうちに遊びに行く。両親がいないと言っていたが、まあ特に期待するようなことはないだろう。……と、僕は期待しているのかな？　美み紀きさんとどうなりたいんだろう？

　でも正直なところ、僕たちの関係がどうなるかより、よっぽど心配していることがあった。

　雅まさ人とのことだ。

　雅まさ人とは相変わらず学校に来ない。着ちやく信しんにも応じないし、ＬＩＮＥも既き読どくにならない。突とつ然ぜん退学してもおかしくない人なので、欠席していること自体は不ふ思し議ぎではない。でも最後に会ったときの様よう子すを見ていれば、何か良くないことが起きたのではないかと心配になる。

「今日きようはタニハラ君と一いつ緒しよじゃないの？」

　そう、この声の主ぬしに会った後、雅まさ人とは明らかにおかしくなった。この人の登場から、歯車が狂い始めた。

　幼い笑顔を浮かべている松まつ見み璃り々り子こは、僕の引きつった顔など気にせず、声を弾はずませている。

「こんにちは、柊ひいらぎ君」

「……こんにちは。でもタニハラじゃなくてヤハラだよ、先せん輩ぱい」

「あ、そっか。そうだったねえ」

　松まつ見み先せん輩ぱいは機き嫌げんがよさそうに笑っている。

「先せん輩ぱいの家もこっちの方向なの？」

「ううん、柊ひいらぎ君とお話ししたいから追いかけてきたんだ！　香こう月づきさんと楽しそうにお話ししてたからそれまでは割り込まなかったんだよ！　偉えらい？」

　どうやら後を付けてきたらしい。

「んふ。やっぱり柊ひいらぎ君の色はおもしろいなぁ。でも、この前よりちょっと黄色がかってる。香こう月づきさんのせいなのかなあ？　女の子とイチャイチャしちゃってるせいでこうなった？　やだなあ、白のままでいて欲しいなあ」

　相変わらずわけの分からないことを言っている。

「美み紀きさんはおもしろい色じゃないの？　美み紀きさんだって十分変わっている人だと思うけど」

「うーん。ちょっとピンクが入っているのは珍めずらしいかもだけど、似たような色はいるかな？　見ててもおもしろくなーい」

　美み紀きさんは変わっていないのか……。識しき別べつ信号とやらの法ほう則そくは分かりそうもない。

「ヤハラ君ともお話ししたいけど、あれからリリコ見てないなあ」

「僕も見てないよ。今どうしているかも分からない」

　その言葉に、なぜか松まつ見み先せん輩ぱいは首を傾かしげる。

「どうしているか分からないの？　お友達なのに？　柊ひいらぎ君って受信へたくそなの？」

「受信？」

「うん、受信。……受信を知らないの？」

　受信の意味はもちろん知っているが、松まつ見み先せん輩ぱいがどういう意味で言っているかは分からない。

「じゃあリリコが調べてあげよっか？　スキャニングを途と中ちゆうでやめちゃったから難しいかもしれないけど……でもリリコは高性能だから、たぶん大だい丈じよう夫ぶ！　ヤハラ君を探れるよ！」

「探れる……？　まさか雅まさ人との場所が分かるとか？」

「当たり前だよぅ！　リリコは子供じゃないもん！」

　その『受信』なるものができないというのは、松まつ見み先せん輩ぱいにとって自転車に乗ることができないことと、同じような認にん識しきなのだろうか？

「あ……柊ひいらぎ君は受信ができないんだっけ？　ええと……大だい丈じよう夫ぶ！　リリコも感覚が分からなくなるときあるし！　落ち込まないでね！」

　なぜか励まされている。

「コツを教えるよ。ほら、この空気中にふよふよ漂ただよっているものあるでしょ？　リリコ、名前は知らないんだけど、粒りゆう子し？　電子？　Wi-Fi？　とにかくそれを全身で、もう皮ひ膚ふに貼はり付けるような感じで、いっぱい受け止めるの。そうしたらザザザザ……って感じでぼんやりと映えい像ぞうが見えてくるから、それをしっかり見つめるの。そこまでは分かるよね？」

　分かるわけはないが口は挟まない。

「でも、難しいのはそこからだよね。欲しい映えい像ぞうを見つけるのが一番難しいよね？　リリコはね、高いところまで飛ぶの。リリコは飛ぶのは得意だから、この街ぐらいは見渡せるんだ。そうして欲しい情報に関係するもの──今回はヤハラ君に関係するものだね。それを見つければ、受信は完かん了りようだよ」

「……飛ぶって？」

　ツッコミどころは果てしなくあったが、一番そこが引っかかった。

「……？　お空を飛ぶんだよ？」

　質問を理解してもらえなかった。きっと松まつ見み先せん輩ぱいにとって、『飛ぶ』のは息を吸うのと同じように、ごく当たり前の行こう為いなのだ。

「それじゃあ受信してみるね」

　そう言うと瞬しゆん時じにスイッチが切り替わった。

　あの瞳ひとみ。

　どろりとした粘ねばり気のある漆しつ黒こくの瞳ひとみが、僕の前に現れる。

「……ジジ……ジ……ザ……ジ……」

　半開きの口からノイズが漏もれる。時とき折おり痙けい攣れんするように肩が小刻みに震える。

　──ああ、この人、壊こわれ出した。

　僕は彼女の仕組みについて考える。

　まず確実なのは、彼女の価か値ち観かんは、僕らと同じロジックではないことだ。独自の文化を持っている。カルト宗しゆう教きようの信者のように、デタラメな理り屈くつを信じている。誰だれにも理解できない距きよ離りにいて、彼女は一人、閉じている。松まつ見み先せん輩ぱいはひとりぼっちの世界にいる。

　だけど、松まつ見み先せん輩ぱいのノイズ音は、きちんと僕の耳に届いている。

　閉じた世界から、侵しん食しよくしてくる。

　意味がないと思っていた音が、次第に言語のように聞こえてくる。ノイズ音にも法ほう則そく性がちゃんとあるのだ。デタラメではないのだ。「ジジジ……ザザ……ジ」という音が、皮ひ膚ふを振しん動どうさせ、毛穴から入り込もうとする。暴ぼう力りよく的に無む理り矢や理りに。カッターの刃はのように刺し激げき的に。たぶんみんな、この刃はを前にしたら痛みで逃げるだろう。

　でも、僕は逃げられない。逃げ方を知らない。

　だから僕は、松見璃々子を理解しようとする。

　ノイズに触れる。

　ノイズに触れる。

　イメージで捉とらえろ。咀そ嚼しやくできるイメージに彼女の世界を変換しろ。

　そこは陸も、空も、海も、何もかもが電気的なコードでできた世界。大小様々なコードが蛇へびのように生き生きと蠢うごめいて、人間たちを縛しばり上げている。そこで僕はコードに楽しく拷ごう問もんされている。喉のどの奥を、鼻の穴を、足の爪つめの中を、尿によう道どうを、コードが無む理り矢や理り侵しん入にゆうして、自分のものにしようとしている。痛い。やめろ。僕は人間だ！

　そこまでイメージしたところで、大きく頭を振って、変換した世界を払った。

「あ……！　はぁ……はぁ……」

　危険だ。これ以上入り込んでしまったら、松まつ見み先せん輩ぱいに解体され、そのイメージに取り付かれ、戻れなくなる。それが分かる。

　ああ、そうか。だから美み紀きさんも、雅まさ人とも、松まつ見み先せん輩ぱいと話すなと言ったんだ。

「……ジ……ジ…………あれ？」

　松まつ見み先せん輩ぱいの瞳ひとみの色が戻る。

　僕は一度大きく息を吐いて心を落ちつかせると、松まつ見み先せん輩ぱいに尋たずねる。

「どうしたの？」

「うん……。なんか受信できないの。おかしいな……スキャニングが途と中ちゆうだったにしても、受信できるぐらいの情報はあると思ったのにな……」

　目に見えて落ち込んでいる。

「リリコ、受信が下へ手たくそになっちゃったのかなあ……」

　受信ができない。

　松まつ見み先せん輩ぱいの発言は徹てつ頭とう徹てつ尾び滅め茶ちや苦く茶ちやだ。それなのになぜか、僕はその言葉に特別、不ふ吉きつな印いん象しようを憶おぼえた。

「それってよくあることなの？」

「最近は全然ないよ！　本当だよ！　だ、だからおかしいの！　リリコのせいじゃない……はず……！」

　子供が言い訳わけをするように首を大きく振っている。松まつ見み先せん輩ぱいが単たん純じゆんに失敗したとは思えない。さっきの松まつ見み先せん輩ぱいのノイズには、確かな法ほう則そく性があって、それを感じ取れた。

「先せん輩ぱいに原因がないとしたら、雅まさ人と側に受信できない理由があるってことはない？」

「あ、そっか。そうだね。受信できないのはヤハラ君のせいかも。そうだよ……リリコのせいじゃない！　あのね、だったらね、前にスキャニングしたときから今日きようまでの短期間で、ヤハラ君の情報が書き換えられたのかもしれないよ」

「情報が書き換えられた？　そんなことあるの？」

「たまにあるよ。よく『人が変わる』って言うでしょ？　識しき別べつ信号そのものが変わることってあるからね」

　もし雅まさ人との価か値ち観かんがこの短期間で変わったとしたのなら、それが学校に来ない事とも関係しているのだろうか？

　何をしたら、変わったと言えるだろう？

『ああ……人を殺したい』

「……あ」

　──いや、早まるな。仮に、雅まさ人とがその願望を叶かなえたからと言って、そもそも殺人願望を強く持っていた雅まさ人とが変わるのか？　……ああ、変わるかもしれない。それまで定着せずにあった欲求が、確かな形を持ってしまったら、それは変わったと言えるかもしれない。

　雅まさ人と。

　どうにしろ僕は、雅まさ人との行方ゆくえを捜さがさなければならない。誰だれか手がかりを知っている人は──

「柊ひいらぎ君。さっきから黙だまっちゃって、どうしたの？」

　──目の前にいた。

　もう理解している。

　彼女のスキャニングも、受信も、ただの電でん波ぱ的な妄もう想そうでないことを。

「先せん輩ぱい、前に雅まさ人とをスキャニングしたときに見えた情報を、教えてもらっていい？」

「いいけど……半分もスキャニングできてないよ？　バグってるかも。それでもいい？」

　もちろん、と頷うなずく。

「分かった。じゃあ日本語に変換するね」

　言うと、指先まで硬こう直ちよくし、固まる。もうまばたきしない松まつ見み先せん輩ぱいを見ても、驚かなくなっていた。

　順じゆん応のう。僕はまた順じゆん応のうしてしまうのか？

「タニハラマサト、16歳さい」

　松まつ見み先せん輩ぱいはまたも雅まさ人との苗みよう字じを『タニハラ』と間違える。取り込んだデータ上では、雅まさ人とはタニハラなのだろう。

「両親はいるけど干かん渉しようしない。兄弟はいない。他人は突き放すもの。人間のほぼすべては軽けい蔑べつに値あたいするもの。幻げん聴ちように悩なやまされている。嫌きらいな人間はその音がより大きく聞こえてくる人間。例えば秋あき山やま秀しゆう一いち。松まつ見み璃り々り子こからはその音が聞こえず困こん惑わく。人を殺したいと思っている。人を殺したいと思っている。人を殺したい。人を殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい。殺したい──」

「も、もういいよ！」

　その尋じん常じようでない様よう子すに、僕は松まつ見み先せん輩ぱいの肩を摑つかんで、揺らす。松まつ見み先せん輩ぱいは壊こわれた音楽プレイヤーのように、「殺したい」と繰り返し続ける。

「殺したい……あ……ぁあ……殺し、ふはぅ！　あ！　ああ！　いや！　いやいや！」

「せ、先せん輩ぱい」

「やだやだ汚きたない！　タニハラマサトは汚きたない！　なんなのおかしくなればいいのに！」

　そう吐き捨てる松まつ見み先せん輩ぱいは明らかに苦しんでいた。その目は、もう機き械かい的でも、あるいは人間的でもなかった。

　ただ、病やんでいた。

「な、なんで……」

　その病やんだ目で、僕を真まっ直すぐに見つめる。

「あなたはなんで、こんな人の側そばにいて、平気なの……？」

　そんな松まつ見み先せん輩ぱいを見て、少しだけ彼女のことが分かった気がする。

　彼女は違うロジックで動いているのは間違いない。しかし、所しよ詮せん基き板ばんの肉体は人間だ。無む理り矢や理りエミュレートして妙みようなものを詰め込んでいたら、すぐに調子がおかしくなる。エラーが起こる。

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」

　金かな切きり声を上げて、その場に倒れ込む。エビのようにのけぞって、吐と瀉しやする。

「先せん輩ぱい！」

　松まつ見み先せん輩ぱいは自分のゲロ溜だまりの中で、痙けい攣れんし、のたうち回る。涙るい腺せんからは黄ばんだ液体が流れている。しばらくピクリピクリと痙けい攣れんしていたが、次第に治まりまったく動かなくなった。切り離してもしばらく動く、トカゲの尻尾しつぽを見ている気分だ。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　奇きっ怪かいな動きに恐れを成していた僕は、少し離れた場所から呼びかけた。返事はないが呼吸はちゃんとしている。恐る恐る彼女に近寄り、手首に触れる。脈みやくは速まってはいるが、常じよう識しきの範はん囲い内の動きだ。

　スマホで救きゆう急きゆう車しやを呼ぶと、彼女を介かい抱ほうしながら、先ほど言われたことを考える。

「なんで側そばにいて平気なの、か」

　他でもない松まつ見み先せん輩ぱいに雅まさ人とも言われたくないだろうが、事実、雅まさ人との側そばには誰だれもいない。クラスメイトはもちろん、たぶん家族さえ、雅まさ人とから離れている。雅まさ人とを知れば知るほど、雅まさ人との狂きよう気きは本物だと分かる。

　僕が近くにいるのは……離れないから、それだけだ。

　でも──

「そんな人間、きっと僕以外にいない」







　週が明けても雅まさ人とは学校に来なかった。自分なりに雅まさ人とを捜さがしたが、手がかりすら見つけることができなかった。

　松まつ見み先せん輩ぱいは病院に搬はん送そう後、しばらく静養するらしく、週明けの今日きようは登校していなかった。先せん輩ぱいが言ったことで一つ、どうしても引っかかることがあったので、それを聞きたかったのだが、いないのならば仕方ない。

　気になることとは、スキャニングの結果を変換した際にあった名前だ。

『秋あき山やま秀しゆう一いち』の名前だ。




「耕こう太た君、今日きようは落ち着かないね」

　美み紀きさんは心配そうに眉まゆを寄せている。

「……そうかな？」

「うん。心ここにあらずって感じ」

　秋あき山やま君は生き真ま面じ目めなその性格通りに、毎朝誰だれよりも早く教室にいる。

　しかし、今日きように限って、その秋あき山やま君がまだ学校に来ていない。

　スキャニングで名前が出るほどに、雅まさ人とが嫌きらっている人間が、まだ学校に来ていない。

　──考えすぎだ。秋あき山やま君だって体調を崩くずすときはあるだろうし、寝ね坊ぼうだってするかもしれない。

『ああ……人を殺したい』

　あるわけない。

　その可能性なんて、あるわけない。

「やっぱり上うわの空そらだよ。さっきからドアをちらちら見てる」

　美み紀きさんに指し摘てきされ、「ごめん」と謝る。

「……谷や原はら君が気になるんでしょ？　登校してきて欲しくて見てるんだよね？」

　半分当たりだ。でも今は、雅まさ人と以上に秋あき山やま君に登校してきて欲しい。

『ああ……人を殺したい』

　クラスメイトならば、雅まさ人とのこの口くち癖ぐせを一度は聞いているだろう。ほとんどの人は雅まさ人とを恐がりつつも、厨ちゆう二に病びよう的発言だと内心揶や揄ゆしている、そんな感じなのだろう。

　でも、僕は理解している。

　雅まさ人とのそれは、いつでも本気だった。

　一線を越えられない自分を奮ふるい立たせるための言葉だったと、そう確信している。雅まさ人とは松まつ見み先せん輩ぱいが嫌けん悪おしていたように、美み紀きさんが警けい戒かいしているように、『ホンモノ』なのだ。

　そう──僕はとっくに雅人を掌握している。




　ついにチャイムが鳴る。いつも席に着くよう命令する秋あき山やま君の声はない。

「そういえば今日きよう、ここの委員長、いないね」

　美み紀きさんが漏もらした言葉に凍こおり付いたが、美み紀きさんは視線を壁時計に向けていて、僕を見ていなかった。

「じゃ、あたしは戻るね。今日きようも一日、楽しんでガンバロー！」

　だから僕の変化にも気付くことなく、明るく立ち去ってしまう。

　話す相手がいなくなった僕は、自分の心に閉じこもる。でも、僕の心には僕自身はいない。だからそこにいるのは他人だ。たくさんの他人だ。

　そして一番大きい存在感なのは、掌しよう握あくしているその人になる。

　そこにいる彼は、ニヤニヤと笑っているが、ちっとも愉ゆ快かいそうじゃない。苦しそうな笑えみから繰り出される言葉は、やっぱりこれなのだ。

『ああ……人を殺したい』




　担たん任にんの教きよう師しがやってくるのをこんなに心待ちにすることがあるとは思わなかった。秋あき山やま君の性格からして、休むなり遅れるなりするなら、確実に学校に連れん絡らくしてくるはずだからだ。担たん任にんが来れば、不安は解消するはずなのだ。

　だが、なかなかやってこない。チャイムが鳴ってからすでに十分ほど経たっている。

　心臓の鼓こ動どうが耳元で鳴っているほどに大きくなり、時間は暴ぼう力りよく的に引き延ばされている。秒びよう針しんはもったいぶり、一分がなかなか過ぎない。

　さらにもう十分経たっても、担たん任にんは現れない。

　両りよう隣どなりのクラスはまだ騒さわがしいままだ。ということは、担たん任にんの教きよう師しが来ないのはこのクラスだけではない？　職しよく員いん会議が長引いているのだろうか？　職しよく員いん会議が長引く？　一体何が原因で？

　悪お寒かんがするほどの確信めいた悪い予感。それに頭を抱えていると、ようやく廊下から足音が聞こえた。

　教室のドアが開かれる。しかし教室に入ってきたのは担たん任にんの教きよう師しだけではない。なぜか校長先生も一いつ緒しよだった。

　二人ともそうしなければいけないといった感じで、深しん刻こくな表情を意い識しき的に貼はり付けている。

「えー……これから重要な話がありますが、皆さん動どう揺ようしないように」

　校長先生が話し始める。

「たった今我が校に警察から連れん絡らくが入りまして……その、私も混乱しているのですが……」

　僕はすでに答えを知っていた。これから校長先生が何を話すのかが手に取るように分かった。

　だから次に続く『殺人事件』という単たん語ごに、クラスメイトと同じように驚くことができなかった。













　　　谷原雅人の閉じた世界　［Ⅰ］







　人が殺された様を、目の前で見たことがある。

　それは俺おれがまだ幼よう稚ち園えんに通っていた頃ころだ。共働きの両親は家を空あけることが多く、俺おれを世せ話わするのはほとんどおばあちゃんだった。両親は共に晩ばん婚こんで、母方の祖母であるおばあちゃんは七十を超えた高こう齢れいで、夫にも先立たれていた。俺おれの世せ話わするのはかなりの負ふ担たんだったはずだ。

　けれど、親がネグレクトがちでも、子供の俺おれには不満がなかった。そう考えると、おばあちゃんは相当俺おれに手て間まを掛けてくれたのだろう。俺おれもおばあちゃんが大好きだった。

　その日もおばあちゃんと二人で留る守す番ばんしていた。おばあちゃんをかくれんぼに巻き込んで、鬼おにの役を押し付けていた。５歳さいの俺おれは、立て付けの悪い黄ばんだ引き戸を開け、押し入れに入り込むと、びっしりと積み重なった布ふ団とんの中に隠かくれ、声を潜ひそめていた。

　おばあちゃんはなかなか俺おれを見つけられず、おろおろとしていた。その様よう子すが少し開けたふすまから見えて、俺おれは声を殺して笑っていた。

　そのとき突とつ然ぜん、玄げん関かんが開く音がした。

　おばあちゃんは、俺おれが外に出たと思ったのか、急いで玄げん関かんへと向かった。

　すぐに「ひゃっ！」という悲鳴が聞こえた。同時に聞き覚えのない、ドスの利きいた声が聞こえてきた。

　幼いながらも俺おれは、不ふ穏おんな空気を感じ取り、不安に襲おそわれた。

　おばあちゃんともう一人の足音が近づいてくる。俺おれは本能的に布ふ団とんの中で体を丸めて、息を殺した。だけど同時に妙みような使し命めい感もあって、これから起こることを見なければいけないという気持ちにも駆かられていた。

　俺おれはやってくるおばあちゃんと男を、少しだけ開いたふすまから見ていた。

「ち、留る守すだと思ったのによ……！　おい、早くしろ！」

　男の怒ど鳴なり声に、おばあちゃんはタンスを開けた。おそらく金だか通つう帳ちようを探していたのだろうが、パニックになって置き場が分からず、何度もタンスを開け閉めしていた。その様よう子すにますます男は苛いら立だち、怒っていた。

　しばらくしてようやく、おばあちゃんは少し厚めの封ふう筒とうを男に渡した。おそらく現金が入っていたのだろう。

「悪いなババア。俺おれはまだ捕つかまりたくねえんだ。タイミング悪く家にいた自分を恨うらめよ」

　男は刃は物もの（ナイフだか包ほう丁ちようだかだと思うが、パニックになっていた俺おれは詳しよう細さいに憶おぼえていない）を突き出した。おばあちゃんは恐きよう怖ふにわけの分からないことを叫んで、より一層男の反感を買い、羽は交がい締じめにされた。

　おばあちゃんは叫んだ。

「助けて……助けて、まーくん！」

　まだ幼よう稚ち園えん児じの俺おれを呼んでもどうにもならないだろうが、それほど必死になっておばあちゃんは叫さけんだ。

　だけど俺おれは、泣き喚わめく大好きなおばあちゃんを見ても、押し入れから出られない。怖こわくて出られない。

「まーくん！　助けてぇ！　助けてえ！」

　俺おれの名前を叫ぶおばあちゃんを見ながら、『僕はかくれんぼ中だから、見つかるまで出られないんだ』と、言い聞かせていた。

　刃は物ものは突き入れられた。

　断だん末まつ魔まの声。

　うめき声。

　自じ嘲ちようするような低い笑い声。

　涙。

　血ち溜だまり。

　すべてが終わるまでずっと、『まだかくれんぼ中』だと、俺おれは動かなかった。

　それからずっと、俺おれはかくれんぼを続けていて、まともな世界に戻れない。







「谷や原はら雅まさ人と君だよね？」

　上うわ履ばきを古びた下げ駄た箱ばこに入れたところで、女に声を掛けられた。その声に聞き覚えがあった俺おれは、悪い予感がして、大きな溜ため息いきを吐つく。

「……声を掛ける奴やつを間違えてないか？　コウはまだ教室にいるぜ？」

「はぐらかさないで」

　拳こぶしを強く握った香こう月づき美み紀きは、俺おれを真まっ直すぐに睨にらみ付けていた。

　香こう月づきが何が言いたいのかは察しが付いていた。視線を合わせるでもなく、口にする。

「コウと付き合うのをやめろってか？」

　発言を先回りされた香こう月づきは眉まゆを寄せる。

「あいつは魔ま法ほう耐たい性せいがない。悪あく影えい響きようを及ぼす無自覚の魔ま法ほう使つかいである俺おれが側そばにいると、あいつは俺おれの属ぞく性せいに染まる。それはあいつのためにならない、そんなところか？」

　香こう月づきは目を見開いて驚いた。

　なんだ。おもしろい価か値ち観かんじゃないかと思っていたが、俺おれ程度が予想できる範囲のものだったのか。

　興きようざめして、取り出したローファーを床に置く。

「俺おれが魔ま法ほう使つかいね。過大評ひよう価かだな。なんせ俺おれが魔ま法ほうを掛ける前にみんな逃げ出すからな」

「……あ、あなた、魔ま法ほうを理解しているの？」

「さあな。俺おれはただ、あんたっぽい言葉に翻ほん訳やくしただけだ」

「そ、そこまで分かっているなら、もう耕こう太た君に近づかないで。みんな逃げ出す、あなたはそう言ったけれど、例外がいる」

　誰だれのことを指しているのかは言うまでもない。

「あなたが離れるのが耕こう太た君のためなの。あたしの魔ま法ほうを耕こう太た君が浴び続ければ、あたしの属ぞく性せいになる。あなたや松まつ見み先せん輩ぱいみたいな悪い属ぞく性せいに染まらないで済む」

「死ねよ、お前」

　知らず知らずのうちに、香こう月づきを睨にらみ付けていた。この程度の奴やつだと分かったことが、俺おれの怒りを増ぞう幅ふくしている。

「傲ごう慢まんなんだよ。なんでもコウを護まもるだか言っているらしいが、そんなお前は何様だ？　それをコウが望んだのか？　違うよなあ」

「……でも、それが一番いいに──」

「一番いい？　変人扱いされている分ぶん際ざいでよく言うな。自己満足も大たい概がいにしろよ。お前が護まもりたいのは本当にコウか。……はっ、違うって断言できるな。お前がコウを無む理り矢や理り染めて、護まもろうとしているのは」

　吐き捨てるように言う。

「お前の薄っぺらくて脆もろい、閉じた世界だろ」

　どうやらそこまでの自覚はなかったようだ。香こう月づきはその言葉に、顔を青ざめさせた。

　俺おれは香こう月づきに詰め寄り、後ずさった香こう月づきのセーラー服の胸むな元もとを摑つかみ上げた。

「だけどこうやって話して、心配する価か値ちもないことが分かった。お前にはそれだけの器うつわもない」

　香こう月づきの表情から初めて恐きよう怖ふが現れる。……いや違うか。香こう月づきは俺おれに声を掛けてきたときから、拳こぶしを握って必死に恐きよう怖ふを押し隠かくしていた。その程度の小物だ。

「お前は軽けい蔑べつされて終わりだよ。じゃあな」

　もう顔を見る気すらしない。胸むな元もとから手を離すと、振り向かずに下げ駄た箱ばこから出た。

　あれだけ噂うわさが上がるのだから、もう少し骨のある奴やつだと思っていた。だが、結局、自分の世界に自信が持てない程度の人間だった。自分の世界を補強するために、コウを欲しているだけだった。

　他と同じように、鎖くさりの音がする女だ。

　普通の人間よりは鎖くさりは小さいが、それだけだ。俺おれが憧あこがれる人間からはほど遠い凡ぼん人じんだ。

　俺おれと同じ程度の凡ぼん人じんだ。




　鎖くさり。

　鎖くさりが見えるようになったのは、中三の時だった。

　周りが高校受験やら恋愛だかで懊おう悩のうしている間、俺おれは対たい照しよう的に自分が冷めていくのを感じていた。

　中にはリストカットまで作って悩なやんでいるその中身は、俺おれにとっては砂場で作った城が崩くずれた崩くずれない程度の話に過ぎなかった。どうせ傷を作っても死ぬつもりがない。俺おれには──死を知っている俺おれには、その程度の傷はただ自分の悩なやみの尺しやく度どをアピールするだけのものだと看かん破ぱできた。

　完全に傍ぼう観かん者しやと化し、すべてが客観的であった俺おれは、あることに気付いた。

　奴やつらが抱えているものは、作り物だ。

　世界という濁だく流りゆうに流れている様々な情報で、張りぼてでしかない見てくれを形成し、それが誰だれしも正解であると信じ込んでいる。

　支配されている。

　奴やつらは完かん璧ぺきに調和された、しかし凶きよう悪あくで凶きよう暴ぼうな鎖くさりに支配されている。

　次第にその鎖くさりが見えるようになった。実体化した鎖くさりからは、音さえも聞こえる。がちゃがちゃ音を立ててうるさい。うるさすぎる音は、すべての気力を奪うばう。ごっそりと、あるべきものが失われていく。カラーだかモノクロだかリアルだか画面の中だかそんなことはどうでもよくなって、ただ薄っぺらい快楽を味わうことがすべてになった。そのために非倫りん理り的な行為も色々した。快楽だけはリアルで、しかし刹せつ那な的でしかなく、瞬しゆん間かんが通り過ぎれば、結局何も変わらない。俺おれの世界は鎖くさりによって剝はがされていく。それはもう簡単に、見事なまでに、剝はく落らくしていく。

　ペリペリと音を立てて剝はがれ落ちそうな世界をなんとか手元に取り戻そうとしたとき、その思し考こうはごく自然に、それが最も適切であるかのように、ぽっと頭に浮かんだ。

　──人を殺したい。

　すべての事実を縮小させ、俺おれの世界の色を奪うばった根本にある殺人。皮肉にもそれは、その大きさ故ゆえに、手を伸ばした先に引っかかった。どこに手を伸ばしても殺人願望にブチ当たる。蜘く蛛もの巣から逃のがれられない蝶ちようのように、もがいてももがいても動けない。それ以外のものは此こ処こから見えない。

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　その音、鎖くさりから逃げ出したくて、俺おれは手を伸ばす。その度たびに殺人願望がその手に引っかかる。殺人願望に支配されていく。

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。




　しかしそれでも想そう像ぞうしたことがなかった。

　鎖くさりが巻き付いていない人間がいることを。







「くすくす……あなたたちおもしろいねえ」

　話しかけてきた幼い顔をしたアンバランスな女は、一目見たときから『違う』と察した。

　浮かべている笑えみは、まるでこの世界の流れに、一いつ切さい影えい響きようを受けていない笑えみ。

「何か用か？」

　何者だ？　この女も、香こう月づきのようにコウの鎖くさりの脆もろさにつけ込む人間か？

「えーと、柊ひいらぎ君と仲良くなりたいなあって思って」

　女は向けた敵意に一いつ切さい反応しない。意い識しき的にとぼけている感じでもない。人は恐きよう怖ふには逆らえない生き物だ。暴ぼう力りよくの気け配はいを出して反応しない人間はいない。

　それなのに、この女はなんだ？

　おそらく『違う』だけではない。こいつには何かが決定的に足りない。

「二人がおもしろいのは、二人が放っている『識しき別べつ信号』だよ」

　独自の言語をさも当然のように話す。それは俺おれや香こう月づきにないものだ。この女は救いを求めていないし、自分の世界を疑ってもいない。それは事実上、他の人間との交流を断っているのと同じものだ。

　密室のように閉じた世界の中にいるこいつは、成長する必要がないのだ。

　そういえば噂うわさで聞いたことがある。入学して精神科の病院を行き来しているという、上級生の噂うわさだ。

「あんた、もしかして松まつ見み璃り々り子こって奴やつか？」

「あ、うん。リリコは璃り々り子こだよ」

　噂うわさによると、松まつ見み璃り々り子こは自分の境さかい目めが希き薄はくらしい。どこまでが自分なのかが分からず、体外にあるものも自分の一部だと思ってしまうらしい。自分の体だけでなく、ほぼ自じ在ざいに操あやつれるものも自分の一部なのだと錯さつ覚かくしてしまう。俺おれも、あくまで比ひ喩ゆとしてだが、肌はだ身み離さず持っているスマホが、自分の身体からだの一部みたいなものだと感じることはある。だが彼女にとって電気機き器きとの一体化は比ひ喩ゆではない。彼女にとって脳のうの電気信号によって手足を動かすことも、リモコンの赤せき外がい線せんでテレビのチャンネルを変えることも同じ一動作であり、それ故ゆえにリモコンもテレビも彼女の体と同意い義ぎになる。

　想そう像ぞうができない世界だ。だがとにかく、彼女はそういう世界にいる。

　俺おれたちとは違う世界にいる。

「おもしろいなあ。白と群ぐん青じようかあ。みんな、大体オレンジ色だったりするじゃない？　でも二人とも違うんだなあ。でもリリコは白が好きだなあ。どうにかしたいなあ」

　松まつ見みの言語コードの中で、その色が何を指しているか分からない。かろうじてコードが違うことが分かるだけだ。

　コウを見ると、戸と惑まどいこそ見せるものの、相手が松まつ見みであっても、拒きよ絶ぜつ反応は見せていない。コウといえど、さすがに松まつ見みの世界は摑つかめないだろう。

　……いや、本当にそうか？　俺おれをわずか一ヶ月で理解してしまったコウだぞ？

「ねえねえ、読み取っていい？」

「読み取る？」

「あ、そっか。普通はスキャニングできないのかも。でもでも、リリコはね、スキャニングできるんだよ」

　もしかして、電気機き器きと自分の身体からだの境きよう界かいが曖あい昧まいな松まつ見みは、自分が電気機き器きのような役割も果たせると錯さつ覚かくしているのか？

　しかし、俺おれはすぐに、その認にん識しきが生ぬるかったことを突き付けられる。

「ピーガガガ、ピーピーガガガ」

『錯さつ覚かく』なんてものじゃない。もっと、やばい。この瞬しゆん間かん、松まつ見みは電気機き器きそのものになっている。

　そうだ。なぜ今まで気付かなかった？

　──こいつには、鎖くさりそのものがない。

　理解した途と端たん、偽にせ物ものの機き械かい音によって、ぐらりと世界が傾くのを感じた。立っていられない。世界の傾斜は、俺おれが変わったと認にん識しきしただけで変わる。その場に留とどまることができずに、俺おれは転がる。転がり落ちていく。ころころと。ころころころころころころころころと。

　どうしてこんなことに？

　……ああ、信じていなかったからだ。本当に鎖くさりがない人間がいるだなんて信じていなかった。

　だから、俺の世界が一変してしまった。

「ピーガガガ、ガーガーガピー」

　太陽が消えた。代わりに世界を照らしているのは、松まつ見みの眼球だ。死んだ魚のような目から、一いち眼がんレフのレンズさながらに瞳どう孔こうが正確に動き、フォーカシングしている。瞳ひとみは熱を帯び、俺おれの体を焼く。熱い！　熱い！　熱い！

　──ピーガガガ、ガガガピー。

　襲おそいかかるその音が、宙ちゆうを転がり続けている俺おれの体に入り込んでいく。近くから、遠くから、音が鳴り続けている。もうそれがどこから鳴っているか分からない。自分もその音を創つくる一要因になっている。

　ただ、レンズが宙ちゆうに浮いている。

　その瞳ひとみが自分へ向けられている。

「あ──」

　俺おれの、何を見る気だ？

　こうやって転がり、焼かれている程度の俺おれを。お願いだから暴あばくな、俺おれの陳ちん腐ぷな末まつ路ろを。つまらない限界を。凡ぼん庸ような思し想そうを。

「……やめろ」

　知りたくない。

「ピーガ──」

　知りたくない。知りたくない。知りたくない。

「やめろ!!」

　叫ぶと、宙ちゆうに浮かぶ眼球レンズは消えた。一いつ瞬しゆんの目眩めまいと共に視し界かいがブラックアウトする。視し界かいが戻ると、俺おれを奇き異いな目で見つめているコウと、すねた顔の松まつ見みがいる。

「そんな叫ばなくてもいいじゃん……」

「あのさ、松まつ見み先せん輩ぱい、今何を……？」

「ちょっと待ってねえ。これから言語化するよ」

　また松まつ見みは人間を辞やめる。

　何らかの手段で得たコウの情報を、俺おれたちにも分かる言語へ変換する。二進法の数字を文字や画が像ぞうに変換するコンピューターそのものだ。

「柊ひいらぎ耕こう太た、15歳さい。両親と妹との四人暮らし。広くも狭くもない中古一戸建ての二階、天てん窓まどが付いた部屋に住んでいる。友達は多いが親友はいない。距きよ離り感を大切にする。最近異性に言い寄られている。童どう貞てい。人と話すと疲れる。とにかく自分に無関心。母親のヒステリックな気質を無む意い識しきで拒きよ絶ぜつ。父親のダブルバインドを受容。両親共に子育てへの一いつ貫かん性がない。妹は猫ねこを殺す悪あく趣しゆ味みがある。猫ねこの死体を片付けることを家族から命令されている。言うことはなんでも聞く。洗せん脳のうされやすい。多面的。他人の価か値ち観かんを把は握あくする能力が異常。自分がないため、自分以外の──」

「も、もういい！　やめて松まつ見み先せん輩ぱい！」

　人間に戻る。

「ねえねえ、どうだった？　あたしのスキャニングどうだった？　当たってた？」

「先せん輩ぱい、もう行っていいか？」

「ええ！　もうちょっと話したいなあ。だって白だよ！　他にいないよ！」

「悪いな、用事があるんだ」

「そっかあ……それじゃあしょうがないね。それじゃあね、タニハラ君」

　俺おれは思わず動きを止める。

『谷原』。よく読み方を間違われる苗みよう字じだ。だから間違われること自体はなんとも思わない。

「あれ？　タニハラじゃなかった？」

「ヤハラって読むんだぜ、先せん輩ぱい」

　それはつまり、こういうことを意味する。

　松まつ見みはスキャニングにおいて、漢字で情報を取り入れたのだ。




　大型ショッピングモールの影えい響きようで、シャッター街となった商店街を歩く。

　俺おれは無む言ごんでコウを眺ながめ、驚きよう愕がくする。

　こいつは相手があの松まつ見み璃り々り子こであっても、理解することを放ほう棄きしていない。コウの才能は下へ手たすると松まつ見みをも取り込む。

　香こう月づきに侵おかされるのはまだいい。変人扱いされても、生きてはいける。だが松まつ見みはダメだ。壊こわれた物を取り込んでしまえば壊こわれてしまう。ウイルス入りのアプリを取り込むのと同じだ。

「お前のために言っとく。あの痴ち愚ぐとは今後二度と話すな。あいつはお前に悪あく影えい響きようを及ぼす。分かったか？」

　コウは頷うなずいた。しかし納なつ得とくしたわけではなく、状じよう況きよう的にそう頷うなずくのが正しいから頷うなずいただけだ。

　コウの真意は分からない。……いや、そもそもコウに真意なるものがあるのか分からない。

「あのスキャニングの仕組み、雅まさ人となら分かる？」

　スキャニング。

　漢字で情報を取り入れられていたことで、少しだけ種たねが分かってきた。だが、その仕組みは単純には言語化できない。

　例えば名前を言い当てたのは、意い識しきせず記き憶おくをしていたからだと俺おれは考えていた。松まつ見みは入退院を繰り返していて、あまり学校には来ていないようだが、それでも同じ学校の生徒だ。俺おれたちの名前に触れる機き会かいはある。

　常じよう識しき外の部分は、その記き憶おくの探り方にある。

　俺おれたちは必要な情報以外はすぐ忘れてしまう。例えば道で行き違う人々の顔をいちいち憶おぼえたりしない。

　しかしスキャニングにより、忘ぼう却きやくすべきはずの情報を、脳のうの奥底から引き出すことができるのだとしたら？　どこかの廊ろう下かで見かけたかもしれない、俺おれたちの名前を口にできるのではないだろうか？

　そして顔と名前を結びつけたり、コウの様々な情報を引き出したりしたのは、その記き憶おく力、観察力、分ぶん析せき力によって生み出された驚きよう異い的な洞どう察さつ力だ。もちろんそれは普通の状態では生まれず、スキャニングという一種の自己催さい眠みんによって、トランス状態になったときのみ発はつ揮きできる能力だろう。

　人間の外見には、優ゆう秀しゆうな占うらない師しならば、その人間が歩んできた人生が分かるほどの情報を含んでいる。俺おれだって垢あか抜ぬけてない奴やつを見て、童どう貞ていや処しよ女じよをある程度直感で当てることはできる。しかし松まつ見みのそれはレベルが違う。コウの性質も、家族構こう成せいも、それどころか住んでいる場所まで分かってしまう。もはや超ちよう能力でしかない。

　異常だ。

　こんな内容をコウの耳に入れても、マイナスにしかならない。松まつ見みを取り込むだけの、材料の一つになってしまう。

「……ちっとも」

　だからそうはぐらかした。

　コウは俺おれの言葉を信じていなくても、追つい及きゆうすることもなく、不満もなさそうだ。ああ、こいつも本当におかしい奴やつだ。

　目の前の信号が赤に変わり、俺おれたちは反はん射しや的に止まる。

「なんで止まるんだ、俺おれたちは」

「だって赤信号じゃないか」

「車は通っていない」

　──ああ、聞こえてくる。あの音が聞こえてくる。

　俺おれの視線の先、そこには鎖くさりがあった。俺おれたちに身動きをさせないための、我が物顔の美しい鎖くさり。

　この鎖くさりが憎にくたらしくて仕方がない。この鎖くさりが俺おれを縛しばり付け、世界の色しき彩さいを薄めているすべての元げん凶きようだ。

　……そう思っていた。

　思っていたから、鎖くさりのない人間に憧あこがれていた。鎖くさりから解き放たれたいと、本気で思っていた。

　だけど、実際に鎖くさりのない人間に出会ってしまった。

　どうだ？　その人間を目にしてどう感じた？

　──恐きよう怖ふ。

　鎖くさりのない人間が俺おれは怖こわい。畏い怖ふ。その感情は絶望的な距きよ離りを意味する。

　俺おれが鎖くさりのない人間になれることはない。

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　これ見よがしに鎖くさりの音が響ひびき渡る。

『決してお前は解き放たれない』

　うるさい。

『死ぬまで縛しばり付けられる』

　うるさい！

『でも分かっているだろう？　この鎖くさりを引きちぎれないのは、お前に引きちぎる気がないからだ』

　うるさいって言っているだろう！

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　音は響ひびき続けている。

　鎖くさりの音。常じよう識しきの音。倫りん理りの音。

　そして──殺人欲求の音。

　──がちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃ──

「ああ……人を殺したい」







　コウと別れた後、どうしても家に戻る気になれず、電車に乗り込み、地方都市に向かった。駅前がシャッター街となった地元に比べれば栄えているが、それでもゆったりと確実に寂さびれつつある埃ほこりっぽい街だ。

　当てもなく散策する。あと数年すれば潰つぶれそうなデパート。デートに向かない古くさい映画館。そのままではやっていけず、オタク専門店に変わった本屋。電線で繫つながれ、縛しばられ、囲まれた下水臭くさい街は、泥どろもヘドロもコールタールもまるごと煮に詰つめれば、うまい濃のう厚こうなラーメンのスープにでもなりそうだ。

　俺おれは駅前のベンチに座り、流れる人間を観察していた。

　駅前で誰だれかを待っている人間は、操あやつり人形のごとく画かく一いつ的にみんなスマホを触っている。ＳＮＳは常時遠回しに上うわっ面つらのマナーを押し付ける。まとめサイトは正解も不正解もない倫りん理りを押し付ける。ブログで炎えん上じようしているのは個人ではなく魂たましいだ。それらはすべて、鎖くさりを強化する絶望的な仕掛けだ。罠わなだ。

　死んでもいい人間の定義。

　例えばその定義を、社会にとってマイナスをもたらすものだとする。すると、罪つみのないものを殺した人殺しは、死んでもいい人間になる。本人の社会貢こう献けんの能力よりも、他の人間に危き害がいを加え損失を与える人間も死んでもいい。死んでも誰だれも泣かないどころか喜ぶ人が多い人間、反社会的思し想そうを植え付ける人間、それらも当然死んでもいい。そいつらを剪せん定ていし、良質な人間だけを残したら、この世は良くなるだろうか？

　……なるだろう。劣れつ性せい遺い伝でん子しが減れば、当然人間は賢かしこくなる。例えばこの先、地球に危き機きが訪れ人減らしをしなければいけないとしたら、現在の弱者に優しい倫りん理り観は崩ほう壊かいし、大だい規き模ぼな削さく減げんが始まるだろう。……まあ、そんな大層なことはいい。要は俺おれが言いたいのは、殺しても構わない人間は、いくらでもいるということだ。

「よう」

　俺おれはきちんとアイロンを掛け、清せい潔けつなスーツを着込んだ、おそらく会社帰りのＯＬだろう女に声を掛け、立ち上がる。

　労働をし、社会貢こう献けんをしているが、人間関係では多くの人間を傷付けているイメージが一いつ瞬しゆんで浮かんだ。ああ、松まつ見みに当てられて、妙みような直感力が芽め生ばえてしまったのか？　それともこれはただの妄もう想そうか？　どちらでもいい。俺おれにとってこいつは、社会にマイナスの死んでもいい人間。

「私に話しかけてるんですか？」

「そうだよ、誰だれでもいいんだ。いくらでもいるんだ。さてなぞなぞです。パンはパンでも食べられないパンはなんでしょうか？」

「フライパンだけど……何、あなた？」

「誰だれに命じられたんだ？」

「は？」

「誰だれにフライパンと答えるように命じられた？」

　女に戸と惑まどいと、恐きよう怖ふが浮かぶ。

「命令なんか受けてませんけど……なんなの……」

「そうだよなあ！　命令なんかされてないよなあ？　だったらどうして誰だれも彼もフライパンって答えるんだ？　語ご尾びにパンが付けば成立するだろ？　だったら答えはフライパンじゃなくて、Ａ級戦せん犯ぱんでもいいだろ？」

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　ああ、うるさい。こいつの鎖くさりは特にうるさい。得てして男より女の方が鎖くさりは厳いかつくて頑がん丈じようだ。

「いらつくなあ。あんた、俺おれに殺されたいのか？」

「な、何を言っているの？　あんたおかしいんじゃない？」

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

「早く俺おれの前から消えろよ。そうしないと、俺おれはお前を殺すぜ？」

　女は嫌けん悪おした顔を隠かくさず、早足で俺おれの前から去る。

　ふと、今の行動を客観的に考え、苦く笑しようする。

　どうやら俺おれは決定的にバグった。

　もう歩くのもめんどうだ。歯を食いしばって、近くの公園までなんとか移動すると、ベンチに横になる。熱暴ぼう走そうしていた脳のうが、耐えられなくなって強制的にシャットダウンした。まどろみもなく、俺おれの意い識しきはなくなった。







　目を開く。

　青空が目に入る。

　思し考こうができない。太陽のまばゆい光が目を攻こう撃げきし、刺し激げきによる痛みと共に、だんだんと意い識しきが目覚める。

　背中の痛みで、公園で眠っていたことを思い出す。タバコを吸おうとしたが、箱には中身が入っていなかった。なんともマヌケだ。

　昨日きのうの行動を思い出し、頭を抱える。

　──さすがにどうかしていた。

　自じ暴ぼう自じ棄きになっていたと自覚できる程度には、今は冷静だ。

　だが、完全に元に戻ることもできそうもなかった。鎖くさりのない人間の存在を知ってしまった俺おれは、グツグツと湧わき上がる殺人欲求を押しのけることができない。いつでも狂える。またあの状態になれば、殺人行為に及ぶことができるかもしれないと、狂うのを望む気持ちさえある。

　このちっぽけな理性では、殺人欲求を抑えることはもうできそうもない。この欲は、性せい欲よくどころではない、喉のどを焼くような飢き餓が感だ。欲望が今後消しよう滅めつすることもないだろう。

　誰だれかを殺すか、俺おれが狂うか。

　未来はもうどちらかだ。




　一度家に帰ることにした。今さら親が何かを言うとは思えないが、痕こん跡せきを残しておかなければ義ぎ務む感から捜そう索さく願いでも出されかねない。金もない。俺おれはその二つを同時に解決できる方法を知っている。中学の頃ころからよく利用した手段だ。

　玄げん関かんに転がっている空あき缶かんを蹴け飛とばし入ると、やはり親はいなかった。俺おれはおばあちゃんが最後に封ふう筒とうを取り出したタンスの棚たなを漁あさり、一万円札さつを二枚、自分の財さい布ふに入れる。

　しかしどこに行こうか？　目的地はない。ただこの状態では家にいることも、学校に行くこともできそうもない。

　一いつ瞬しゆん、やはり学校に行こうか考える。作り上げたイメージのおかげで、寄って欲しくない連れん中ちゆうが寄ってこない分だけマシだ。

　それに、コウもいる。

　柊ひいらぎ耕こう太た。あいつは確かつ固ことした自分を持っていない。本来人間は、自分がどういう人間かを自己分ぶん析せきし、その形に自分を当てはめ『自分』を形成する。ある種しゆ、自分で自分をラベリングしているのだ。

　しかしコウはそれをまったくしない。そのせいでコウの形は一向に定まらない。なぜコウがそうなったのかは知らないが、松まつ見みのスキャニングによると、家庭環かん境きように原因があるようだ。

　確かな自分が存在しないから、コウは常に相手に望まれる態度を取る。他人と接せつ触しよくする度たびにいちいちその人格を変容させる。常時そんなことをやっているコウは、他人を表面上だけでなく内面まで理解できるようになっている。香こう月づきの魔ま法ほうにもすぐに馴な染じめるようになるだろうし、俺おれの狂きよう気きも理解してしまった。抵てい抗こうもしない。だから下へ手たすると松まつ見みすら、コウは理解し、取り込んでしまうかもしれないのだ。

　そういえば松まつ見みは、コウの色を『白』と喩たとえた。なるほど、なんとなく理解できる。コウは何色にでも染まれる。それ故ゆえに危険だ。だから香こう月づきはコウを自分の色に染め、俺おれのような悪意ある色に染まらないようにおせっかいをしているのだ。

　受け入れられるのは気持ちがいい。俺おれはコウと接して、初めてそのことを実感した。

　香こう月づきも同じなのだろう。だからコウを独どく占せんしたいのだろう。

　──やっぱり学校にはいけないな。

　他でもないコウがいることが、俺おれにとって危険だ。

　コウは究きゆう極きよくの理解者だ。殺人欲求に取り込まれている俺おれをも、コウは受け入れてしまうだろう。受け入れられた俺おれは、自分が異常であるという感覚も失い、わずかに残っている殺人への忌き避ひ感がなくなり、行為に及んでしまう。容易にそんな自分を想そう像ぞうできる。

　部屋にあるタバコを手に取り、震えた手で火を付ける。ニコチンは頭をほんのわずかだけ落ち着かせたが、欲求を減らすことはない。

　精神安定剤ざい代わりにバタフライナイフをポケットに入れる。常に殺せる。決定権はこちらにある。これまでは、そう実感することで、なんとか理性を保てた。しかし今はなんの意味もなさない。気持ちは高ぶるばかりだ。

　今までは紙かみ一ひと重えのところでこのナイフを使えなかった。だがその紙かみ一ひと重えは、一ひと重えでありながら分厚い隔へだたりでもあった。

　でも自覚している。

　今の俺おれは、その紙かみ一ひと重えを超えてしまうかもしれない。




　気が付けば──本当に気が付いたときには、夜になっていた。

　今日きようも俺おれは、寂さびれつつある地方都市を歩いている。

　時間というものを生かすことは知らなかったが、殺すことはよく知っていた。適当に快楽を貪むさぼればいい。脳のうの快楽物質の赴おもむくままに動き、物事の意味を考えない。つまりは、人間を堕だ落らくする。知性のある、だがその知性が障しよう害がいにしかならない動物になる。そういった種類の人間は驚くほど存在していて、仲間を見つけるのは簡単だった。ウエーイウエーイウエーイ。快楽を貪むさぼるのには他人が必要だ。できるだけ瞬しゆん間かん瞬しゆん間かんの関係がいい。できるだけクズがいい。それが男だと、すぐに性的な犯罪に走るから望ましくない。泣き叫ぶ女を抱くのは趣しゆ味みじゃないし、趣しゆ味みじゃないことにリスクを払うのももうお断りだ。

　だから女を捜さがした。ギブアンドテイクの関係を持てる女だ。快楽を貪むさぼり合うだけの動物だ。たまに依い存ぞんしようとする女もいるが、同時にそいつらは拒きよ絶ぜつの言葉も恐れていて、あしらえばそれ以上迫る奴やつもいなかった。薬を使って快楽物質まみれにしてやると、どんな女も下げ品ひんで従順になる。行こう為いが終わると彼女たちは一様に自分がいかに寂さびしいかと言うことをあらゆる言葉と行為で訴えてきたが、そんな陳ちん腐ぷな感情は俺おれにはどうでもよかった。

「うまいね」

　総合アミューズメント施し設せつでダーツをしていた俺おれに、そういった種類の女が言った。名前はなんて言ったか？　聞いたはずだが忘れた。

「ダーツはよくやるの？」

「まあな」

　まったく意味のない会話を続けることで、踏み込んでもいいだけの許可を得る。退たい屈くつだが必要な儀ぎ式しきだ。

　女はいわゆるギャルではない。美人ではないが、常に口くちの端はが上がっているような、愛あい嬌きようのある顔をしている。高校生ぐらいだろうが肌はだが荒れていて、茶に染めたロングヘアーはかなりムラがある。似に合あわないショッキングピンクのフリルが付いた黒のワンピースは、いかにも安い生き地じを使っている。この女に隙すきがあることは　経けい験けん上すぐに分かった。

　もう十分に、次に進むだけの儀ぎ式しきは済んだだろう。

「この後行きたいところあるか？」

「うーん、別にないかな」

「じゃ、付いてきて」

　女は、これからどういうことをするか分かっているだろうが、特に抵てい抗こうなく付いてくる。

　どこにしようか？　公園？　いや、背中も痛いし、安いホテルにしよう……などと考えながら、エレベーターに乗り込む。

　店を出て、高こう架か線せん下のトンネルに差し掛かる。せめてものサービスにと女の腰に手を回そうとしたそのとき、思いがけない声が聞こえてきた。

「君は、谷や原はら君？」

　クリアケースを持った、いかにも予よ備び校こう帰りという風ふう体ていの学級委員長──秋あき山やま秀しゆう一いちがいた。

　通った電車の音で聞こえないという体ていにしようとしたが、思わず振り向いたときに、しっかりと目が合ってしまっていた。

「学校に来ないで何をやっているんだ？　友達も心配しているよ」

　なんて模も範はん的で、誠せい意いのない言葉だ。誰だれかに言わされているとしか思えないような中身のなさ。第一こいつは、俺おれに友達がいるとでも思っているのだろうか？

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　ああ、うるさい。

　なんだかんだで即そく物ぶつ的な快楽を前にして、鎖くさりの音は息を潜ひそめていた。だがこいつを前にすれば無む理りだ。

　この男の鎖くさりは、誰だれよりも強固で厳いかつく、グロテスクだ。

　目眩めまいさえしてきて、俺おれはポケットに手を突っ込み、精神安定剤ざい代わりのナイフに手を触れる。

「学校をサボってそれが何になる？　無む為いな時間の過ごし方だよ。今努力しなければ、後々選せん択たく肢しが少なくなって、後こう悔かいすることになる。君もその程度のことは分かっているだろうに」

「なんだそれは？　お前の物差しですべてを計ろうとするなよ」

「私の物差しはごく一いつ般ぱん的な物差しだよ」

「知ってるよ」

　そしてそれが、俺おれの最も嫌けん悪おするものだということも。

「分かっているのに反はん抗こうする。あまりに子供じみていると思わないか？」

　秋あき山やまは掛けている眼鏡めがねのブリッジに触れる。

　こいつが眼鏡で矯きよう正せいしているのは視力じゃなく、自分自身なんじゃないか？　そんな妄もう想そうをするほどこいつは極きよく端たんだ。矯きよう正せいされた美しい世界しか見えていない。余よ計けいな物は目に入らない。眼鏡めがねを外せば、ぼやけて捉とらえどころのない世界が広がっていて、それこそが正しい世界だと忘れてしまっている。

　秋あき山やまの視線が、俺おれから女へと動く。いかにも優ゆう等とう生せいである秋あき山やまの、咎とがめるような視線に、女はばつが悪そうに片かた頰ほおだけ上げる。

「君のガールフレンドかい？　こんな時間に引きずり回されて、迷めい惑わくそうじゃないか？」

　適当なことを言う。こいつの中では、望んで俺おれに付き合う人間なんていないことになっているのだろう。

「彼女じゃねえけどな」

「彼女じゃない？」

「ただの行きずりの女。これからセックスしようと考えていたんだ。なあ？」

「え？」

　女は戸と惑まどいに、困ったような笑顔を見せる。当然そんな質問に、頷うなずけるわけがない。

　俺おれは横目で秋あき山やまを見て、ほくそ笑えむ。

　ああ、ほら、隠かくせてやしない。嫌けん悪おした表情の中に、女を抱ける俺おれへの嫉しつ妬とが浮かんでいる。潔けつ癖ぺきなこいつは、そんな自分の欲望を指し摘てきしても認めやしないだろうが。

「君は……よくもまあぬけぬけと、そんな倫りん理り観かんのないことを言えたものだね」

「羨うらやましいのか？」

「……君の露ろ悪あく的な性格は分かっているよ。だけど一つだけ聞いていいかな？　君はいつもそんなことをしているのか？」

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　ああ、やばい。うるさい。こいつの鎖くさりはうるさすぎる。

「しょっちゅうだな。それどころか同意がなくたってしたりもするぜ？　なんならお前にもやり方を教えてやろうか？　出会いアプリで年ねん齢れいをごまかして登とう録ろくすれば簡単だ。クソみたいなお勉強なんてどうでもよくなるぜ？　脳のうの快楽物質に従って生きれば、動物はみんな幸せになれる」

　秋あき山やまは押し黙だまり、俺おれを睨にらみ上げた。

「…………あの、私、ちょっと用事を思い出したから帰るね」

「ああ」

　もう女から興きよう味みは失っている。名前も知らない女は走って逃げ去った。

　女の背中を、俺おれよりも秋あき山やまの方が見つめ続けていた。

「谷や原はら君」

　視線を遠くに向けたまま、秋あき山やまは口にする。

「なんだ？」

「私はむやみに他人の思し想そうに口を出すのは憚はばかるべきだと思っている。だけど、君はそういうわけにはいかないようだ」

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ、がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　その音は俺おれにささやいている。

　殺せ。

　殺せ。殺せ。殺せ。

　もう殺人の向こう側の世界に行ってもいい時期だ。もうそれしか道は残されていない。

　俺おれが忌いみ嫌きらった鎖くさりに誰だれよりも強く巻き付けられているのに、苦痛どころか心地ここちよさを感じている変へん態たい、秋あき山やま秀しゆう一いち。こんなにも鎖くさりを象しよう徴ちようしている人間は他にいない。なんとまあ、生いけ贄にえに適切な人材だろうか？

「説せつ教きようか？　いいぜ。どうせなら人がいないところに行こう」

「ふむ、いいだろう。今回ばかりは誰だれかに口を挟んで欲しくないからね」

「そうだな。誰だれにも、邪じや魔まされたくない」

　邪じや魔まされたくない。

　すべてが終わるまで。




　東京なんかと違いこの地方都市は、少し歩けば高いビルはなくなり、田んぼや手入れされていない空あき地が広がっている。だだっ広い駐ちゆう車しや場じようを備えていても潰つぶれたコンビニの奥へと行くと、これまた潰つぶれた工場があった。元々何の工場だったかは知らないし興きよう味みもないが、まだこびり付いた油の臭においと鉄さびの臭においが、アンダーグラウンドな雰ふん囲い気きを醸かもし出していて好ましい。元々何に使うのかは分からない鉄のプレスに手を置くと、皮ひ膚ふが貼はり付いてしまうような冷たさがした。

「よくこんな場所を知っているね」

「無む理り矢や理り犯おかしたりするって言ったろ？　こういう場所を知っておく必要があんだよ」

　秋あき山やまは嫌けん悪おに顔をしかめる。

　それにしても、よくもこんな場所にノコノコ付いてこられるものだ。自分が危険な目に遭あう想そう像ぞうはできないのだろうか？　……できないのだろうな。そういう被ひ害がい者しやを俺おれは実際に見てきた。自分だけはニュースになるような事件に巻き込まれないと、何の根こん拠きよもなく信じ込んでいる奴やつら。

　こいつもその一員だ。それどころかこいつは同級生がタバコを吸っているところを見るだけで、ショックを受けるに違いない。

「それで？　お前の説せつ教きようを聞いてやるよ」

「その前に灯あかりを付けてくれないか？　暗すぎて君の顔も見られない。それではあまり話をしても意味がないと思うのでね」

　顔を見て話せば、陳ちん腐ぷな説せつ教きように心を打たれると、本気で思っているのだろうか？

「誰だれかがランタンを持ち込んでいたと思ったが……」

　目を細めて電でん池ち式のランタンを探すと、タバコの吸い殻がらの横に見つけられた。スイッチを入れると、秋あき山やまの姿すがたがぼんやりと浮かび上がる。

「こんなところまで案内するのだから、少しは私の話を聞くつもりがあるのかな？」

　失しつ笑しようするのを堪こらえる。秋あき山やまは殺されることは疎おろか、暴ぼう行こうを受ける可能性さえ微み塵じんも考えていない。

　きっとこいつの頭には、夕方四時くらいに再放送でもしている、ぬるい青春ドラマのようなイメージが思い浮かんでいるのだろう。家庭環かん境きように事情があるかわいそうな不ふ良りようは、理解者の真しん摯しある行動に胸を打たれ、改心し、更こう生せいする。

　素す晴ばらしい物語だ。俺おれもそういうドラマみたいな話が溢あふれていればいいと、皮肉ではなく思う。だが、そこそこ多くの不ふ良りようを見てきた俺おれからすれば、クズは根っこからクズだ。遺い伝でん子しから欠けつ陥かん品だ。知能と共感能力と恐きよう怖ふ心と想そう像ぞう力が足りない奴やつらばかりだった。

　とはいえ、こいつもそれなりに説せつ得とくできる自信があるから、ここまで付いてきたはずだ。そのとっておきの説せつ得とくの言葉を聞いてみたくはある。なんなら俺おれを改心させて欲しいくらいだ。

「まず聞きたい。君は今の生活のままでいいと思っているのか？」

「まさか。いつだって変わりたいと思ってるぜ？」

　そう、今のこの瞬しゆん間かんだって。

　どうにしろ俺おれはもうすぐ変われる。どんな方向に変わるのかはまるで分からないが。

「だったらなぜ素直にならない？　私から見て、君は決して頭の悪い人間ではないと思う。これは本心だ。目もく標ひようを見つけ、適切な正しい努力をすれば、それだけで変われる人間だ。今でこそ目先の快楽に振り回されているが、視線が遠くに向けば、くだらない誘ゆう惑わくには負けないはずだ」

　誰だれよりも近視なこいつに言われ、失しつ笑しようする。

「お前と同じように成せい績せき優ゆう秀しゆうになれば、人生が明るく切り開かれるとでも？」

「勉学でなくてもいい。一いつ生しよう懸けん命めいになれることを見つけられれば、それでいいんだ。それだけで人生は切り開けるのだよ。君だって夢む中ちゆうになれることを見つけられるはずだ」

「そんなものはないね」

「本当かい？　例えばラグビーや、ボクシングなんかのスポーツはどうだい？」

　吐き気がしそうだ。本当に昔のドラマを参考に、不ふ良りよう生徒を全部一いつ緒しよくたにカテゴライズしているんじゃないだろうか？　ここまで想そう像ぞう力がないと、成せい績せき優ゆう秀しゆうだという点さえ疑いたくなってきた。

「もし、やりたいものができたとき、たくさんの選せん択たく肢しから選び取れる状じよう況きようにあればあるだけ有利だ。今の君はその選せん択たく肢しを減らしている」

「バカが。未来の可能性だけで努力できる人間なら、端はなからこんな風ふうにならない」

「自分を見限ってはいけない。未来を想そう像ぞうし、歩まなければ！」

　まさか、ここまで心に何も響ひびかないとは思わなかった。こいつの言っていることは、間違ってはいないだろう。言う人が言えば、響ひびくものもあるかもしれない。

　しかしまるでその言葉には重みがない。本人の実感がない。不ふ良りよう更こう生せいマニュアル本でも読み上げられている気分だ。これは純じゆん度ど百パーセント他人の言葉だ。

　まさに鎖くさりの音だ。

　こいつの思し想そうと俺おれの思し想そうは平へい行こうであり、交わることがないと確信した。

「その鎖くさり。俺おれはそれに縛しばり付けられるのは、まっぴらごめんなんだよ！」

　──がちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃ。

　ああ、もう我が慢まんできない。

　殺そう。これ以上は聞くに堪たえない。殺そう。殺そう。こいつの肉を開いたときに、俺おれの明あし日たも開ける。殺そう。殺そう。殺そう。もうこんな場所はごめんだ。二度と此こ処こに戻ってくるものか。殺そう。殺そう。殺そう。殺そう。人ひと気けのないこの場所では悲鳴も聞こえない。こいつの断だん末まつ魔まの叫びは俺おれだけに届く甘い賛さん美び歌かになり、鎖くさりの音をかき消す。殺そう。殺そう。殺そう。殺そう。血が飛び散る。どう世界が変わるかは知らない。だがモノクロの世界は少なくとも赤に染まってくれる。殺そう。殺そう。殺そう。殺そう。殺そう。

「鎖くさり？　鎖くさりなんて見当たらないが……。谷や原はら君、君は何を言っている？」

　辺りを見渡し、顔をしかめる。

「答えようか、冥めい土どの土産みやげに」

「……谷や原はら君？」

「鎖くさり。俺おれたちを縛しばる既き成せい概がい念ねん。くだらない定義。本来は秩ちつ序じよのない法ほう則そく。押し付けられた倫りん理り観かん。その音は煩わずらわしい。逃げたいといつも思っていた。逃げるための手段は殺人。つまりその音は、俺おれの殺人欲求の音と同意い義ぎ」

　ポケットからバタフライナイフを取り出す。手首のスナップで刃はを飛び立たせる。

「もう俺おれは此こ処こにいなくてもいい！」

　殺人への抵てい抗こう心しんはなかった。

　すぐ手に肉の感かん触しよくが伝わってきた。思いの外柔やわらかく、刺さした手て応ごたえが足りない。実感が足りない。

「此こ処こにいなくてもいい……か」

　ポタポタと赤い液体が垂たれる。

　そういえば不ふ思し議ぎだ。血は常に人間の体に流れているが、こういうときにしか意い識しきしない。灯とう台だいもと暗し。俺おれたちが意い識しきできるものは限られているのではなく、限られていると思い込むことでなくなっていく。

「──それだけは、私も同感だよ」

　その笑えみにはなんの感かん傷しようが含まれているのだろう？　たぶん、子供が蟻ありの巣すをほじくり返し、そこから出てくる蟻ありをひたすらに潰つぶしたときと、同じような達成感だと思う。

「君は生きる価か値ちのない人間……いや、死ぬべき害虫だ」

　抑よく揚ようのない声で秋あき山やまは言い放つ。

　ナイフが抜かれる。

　抜けていく──血が──命が──俺の胸から。

　秋あき山やまは俺おれの手首を返して突き刺さしたナイフを胸から抜くと、放り投げる。栓せんをされていた液体が、外に吹き出される。口から赤い液体が漏もれ出した。何を逆流するにしても、気持ちのいいものはないな、そう思う。

「私を見くびりすぎだよ。ここに連れてこられた意味を、私が分からないとでも思っていたのかい？」

　知っていた。秋あき山やまが異常者であることは知っていた。

「ランタンのスイッチを入れるときに気付くべきだったのだ。私が、君の行動を見み極きわめるためにつけさせたことに」

　誰だれだって、大なり小なり、自分が何かに縛しばられていることに気付いている。鎖くさりが見えなくても、息苦しさを感じている部分は絶対にある。

　だが秋あき山やまにはそれがない。決して自分の世界を疑わない。自分にとって正しいことが、他の誰だれにとっても正しいことだと疑わない。

　完かん璧ぺきすぎる優ゆう等とう生せいである秋あき山やまは、周りの大人おとなに自分の行動を咎とがめられることがなかった。そしてそれ故に、自分の行動がすべて正しいと錯覚している。

　その異常。

「私は君が殺人を憧しよう憬けいしていることを熟じゆく知ちしていたのだよ。そして、そこから抜け出せないことがこの対話で分かってしまった。だから排はい除じよせねばならないと判断したのだ」

　秋あき山やまは社会で正しいと言われる思し想そうを持っている。しかし誰だれにでも歯車のズレがある。それは初めは小さいズレかもしれない。本来ならそのズレを誰だれかが気付いて教えてくれるものだ。

　だが秋あき山やまはあまりにも優ゆう等とう生せいであったために、指し摘てきする人がいなかった。歯車は次第に秋あき山やまが望む方向に狂っていった。そのズレが今のように致ち命めい的なまでになったときに、他の誰だれかが気付いて指し摘てきしても、もう秋あき山やまはそれを聞き入れるような人間ではなくなっている。

　唯ゆい我が独どく尊そん。秋あき山やまほどその言葉が似に合あう人間はいない。そのことを俺おれは理解していたはずなのに。

「冥めい土どの土産みやげと君は言ったね？　どうやらそれをあげるのは、私の方のようだ」

　秋あき山やまは倒れた俺おれを見下ろし、顔を踏み付ける。

「冥めい土どの土産みやげに教えよう。殺人をすることで世界は変わるのか？　君がずっと求めていた答えだよ」

　視し界かいが黒ずみ、失われていく。痛覚は飛んで、ナイフでの痛みは感じないのに、空からっぽになった寒さだけは感じる。

「答え。変わらない。いや違うかな？　悪いけれど、参考にならなかったからね。だって君は害虫だから。ゴキブリを殺すときに持つ感情は？　君も同じだろう。ただ、気持ちが悪い、それだけだ」

　世界の音が消え始める。ちょうどいい、秋あき山やまの戯ざれ言ごとをもう聞かずに済む。

　無に落ちた。

　すべてが消え失うせた。

　最後に残っているのは思し考こうすることだけだった。

　仮に、だ。

　仮に予定通り、秋あき山やまを殺すことができたら、俺おれの世界は変わったか？

　ああ、殺す直前までこぎ着けたからもう分かる。リアルに想そう像ぞうできる。もし俺おれが秋あき山やまを殺すことができたとしても、

　世界は変わらなかった。

　全然、変わらなかった。

　ただ目の前に屍しかばねが転がるだけだった。俺おれは最後の救いも失い、狂うのだ。

　そう考えれば、この結末も悪くはないかもしれない。

　だが、俺おれは思う。

　もし俺おれが何かの弾はずみで生き延びたとしよう。そうしたら俺おれは、間違いなく秋あき山やまを殺しに行く。絶対に殺す。

　それはもう、世界を変えるためではない。

　鎖くさりの音をかき消すためではない。

　むかつくから殺す。憎にくしみの感情にまかせて殺す。

　最も陳ちん腐ぷでくだらない殺人。

　そう。

　俺おれは自分自身が失望するほど、ありきたりな人間なのだ。




　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　聞こえる。もう何も聞こえないはずの耳から聞こえる。

　知っていたよ。本当はとっくに知っていたよ。耳みみ障ざわりに鳴っていたこの音は、他人の鎖くさりの音ではない。その音は──

　──いつだって、俺おれに巻き付いている鎖くさりの音だった。













　　　香月美紀の閉じた世界　［Ⅰ］







　騒さわがしい朝の教室で、あたしは時とき折おり何もないところに目を向ける耕こう太た君と話していた。

　今日きようは６月19日。谷や原はら雅まさ人との死体が発見されてから二週間経たった。

　殺人というこれ以上ない大きな事件は、学校に大きな波は紋もんを起こした。けれど、意い外がいとその波は紋もんは長く続かず、一週間ほどで終しゆう息そくした。なぜなら谷や原はら君は元々手の付けようのない不ふ良りようであり、同じ学校内の生徒とはいえ、自分たちとは関わりのない『特別な人間』だった。『特別な人間』が『特別な事件』に巻き込まれたという認にん識しきは、事件を遠い存在にさせ、関心を薄れさせるには十分だった。例えば暴ぼう力りよく団だん員いんが殺されても、大たい抵ていの人は興きよう味みがないように。

　学校はすでに日常を取り戻し、正常に動いている。

　だけど例外はいる。

　言うまでもない、耕こう太た君だ。

　ただ一人、谷や原はら君の友達だった耕こう太た君は、まだその死を引きずっていた。

「犯人、見つからないみたいね」

　せめてあたしだけでも、谷や原はらくんの死に感かん傷しようを抱いていると思わせないと、耕こう太た君がかわいそうだ。

「うん。見つからない」

　でも、耕こう太た君の能力なら、あたしの感かん傷しようが『見せかけ』だと気付いてしまっているだろう。だけど耕こう太た君は、頷うなずいてくれる。

　……正直なところ、あたしは谷や原はら君が死んでも悲しくはない。かわいそうだとはさすがに思うが、それだけだ。そしてあたし以外の人間も同程度の感情だったように思う。谷や原はら君の両親さえも、見る限り悲しそうではなかった。厄やつ介かい者ものが消えて助かったという気持ちを隠かくせずにいた。誰だれも彼も、あたしより数十倍下へ手たな、建たて前まえ上の悲しさを表情に出しているだけだった。

　耕こう太た君はそのことがショックだったようだ。態度には表さないようにしているが……いや、耕こう太た君のことだから自覚はないのかもしれない。

「耕こう太た君……」

「……ん？」

　反応までに時間が掛かる。最近はずっとこんな感じだ。

「あのね、できればなんだけど……もう耕こう太た君に谷や原はら君のことを考えて欲しくない」

「どうして？」

「危険、かもしれない」

　耕こう太た君はきょとんと目を丸くしていた。

　あたしも確信はない。だけど、耕こう太た君の様よう子すは、実際刻々と変わってきている。その原因はどう考えたって谷や原はら君にある。

　死者は魔ま法ほうを使えない。

　だけど死ぬ直前、人間は最も魔ま力りよくを帯びる。その命を誰だれかの中に残そうと『融ゆう合ごう』の魔ま法ほうを使う。死にゆく人間の前で人は無防備になる。それがどんな罪ざい人にんでも、何もかもを赦ゆるしてしまい、抵てい抗こう力をなくし、必ず影えい響きようを残す。相手次第では、死者の意い志しを無条件に受け入れ、『融ゆう合ごう』する。それは故こ人じんの遺い志しを継つぐ感覚に近いかもしれない。

　谷や原はら君は間違いなく、耕こう太た君に何かを遺のこした。普通の人だったなら、『融ゆう合ごう』してしまったにしても、自分に都つ合ごうのいい部分だけを抽ちゆう出しゆつするから、その人が変わるわけではない。だけど、なんといっても耕こう太た君だ。無む頓とん着ちやくの究きゆう極きよくである耕こう太た君は、自分への変化に気付かない上に、善悪すら考こう慮りよしない。

　だから谷や原はら君の危険な思し想そうを、そのまま『融ゆう合ごう』してしまう可能性がある。

　実際、その兆ちよう候こうがある。

「最近、あたしの魔ま法ほうの効力が弱まってるよ」

　無む属ぞく性せいであるはずの耕こう太た君が、他の属ぞく性せいへと変わりつつある。あたしの属ぞく性せいから離れてしまっている。他の属ぞく性せいとは──言うまでもない、谷や原はら雅まさ人との属ぞく性せいだ。このままでは最悪、耕こう太た君は谷や原はら君のような、強力で邪じや悪あくな魔ま法ほう使つかいになってしまう。

「皆さん、チャイムが鳴りました。席についてください」

　チャイムの音と同時に、このクラスの委員長が呼びかける。このクラス独自の慣かん習しゆうだ。

　疎うとましく思いつつ委員長を見ると、なぜか彼は不ふ愉ゆ快かいそうにあたしに視線を向けていた。早く教室を出ろ、と言いたいのだろうか？

「……あの、それじゃあ今度の日曜よろしくね」

「うん」

　今度の日曜には、谷や原はら君の事件があって延期していた、あたしのうちへの家庭訪問がある。そのときまでに解決方法を考えよう。焦あせらなくてもいいはずだ。相手は強力とは言え、死者だ。これ以上続けて魔ま力りよくを浴びさせることはない。

「じゃあね、バイバイ」

　なるべくかわいく笑って、手を振る。笑顔には強制的に相手をほだす力がある。だからあたしは常に笑顔を忘れない。

　あたしの部屋。そこは自分の領りよう域いきであり、結けつ界かい内だ。最もあたしの魔ま力りよくが増ぞう幅ふくする場所だ。そこなら谷や原はら君の魔ま法ほうを取り除く手段が、いくつかあるはずだ。




　自分の教室に戻ったあたしは、黒板を睨にらみ付ける振りをして、耕こう太た君のことを考える。

　改めて、柊ひいらぎ耕こう太たという人間を分ぶん析せきしよう。

　耕こう太た君は魔ま法ほう耐たい性せいが弱い。魔ま法ほうを抵てい抗こうなく受け入れてしまう。その原因は、耕こう太た君が自らの属ぞく性せいを持とうとしないことにある。耕こう太た君は本当にその場しのぎで生きている。瞬しゆん間かん瞬しゆん間かんで属ぞく性せいを変え、適当にやりすごしている。そういった人間は決して少なくはない。かくいうあたしも、かつてそうだった。

　しかし、それでも大たい抵ていは、自分の属ぞく性せいを忘れたりしない。表面上は相手に合わせていても、自分の属ぞく性せい内で受け入れられないことは拒きよ絶ぜつする。

　だけど耕こう太た君にはそれがない。表面上だけでなく、その瞬しゆん間かん奥おく底そこでも相手を受け入れてしまう。

　あたしが最も恐れていることは、その容よう認にんした属ぞく性せいを定てい着ちやくさせてしまうことだ。

　今まで耕こう太た君の属ぞく性せいが定てい着ちやくしなかったことは奇き蹟せき的だと思っている。その証しよう拠こに、耕こう太た君はあたしの属ぞく性せいに染まり始めている。

　属ぞく性せいは、家庭環かん境きようによるところが大きい。幼い頃ころに、家族の間で基き盤ばんとなる属ぞく性せいが作られる。親に迎げい合ごうするにしても、反発するにしても、属ぞく性せいはそこで形成されるものなのだ。

　けれど、耕こう太た君は何らかの理由で基き盤ばんとなる人格が作られなかった。家族からの影えい響きようを受けなかった。

　他の属ぞく性せいが定てい着ちやくしなかった理由に、家族以外とも深い付き合いがなかったことも考えられる。実際、耕こう太た君の性格では、友人はできても親友も彼女もできないだろう。人間、深い関係になるには、内面をさらけ出す必要がある。しかし耕こう太た君にはさらけ出す中身がない。空からっぽだ。深い関係になりようがない。耕こう太た君も無自覚ではあるが、自分に深い人間関係は築けないと、他人と距きよ離りが近くなりすぎないようにしていた節ふしがある。

　これが前ぜん提てい。

　それを踏まえて、谷や原はら君の魔まの手から救う方法を考える。

　耕こう太た君が以前と比べてどう変わったか、きちんと見み極きわめる必要がある。そこを理解し、生せい来らい持っていなかった性質をあぶり出し、矯きよう正せいし、元に戻す。それができればいい。

　違い和わ感かんは確実にある。

　でも、具ぐ体たい的にどこだろう？

　あたしは思し考こうに集中するために、シャープペンのペン先をじっと見つめる。よくマンガなんかでは集中するために目を閉じるシーンがあったりするが、あたしのアプローチは逆だ。目をしっかり開け、とにかく一点を見つめる。自分の魔ま力りよくを帯びたものなら尚なお良しだ。毎日のように握り続けているシャープペンなら間違いない。見つめ続けていると、ペン先が目の下に焼き付く。それが合あい図ずとなり、思し考こうが研とぎ澄すまされる。

　けれど、その最中に背中を何度も小こ突づかれては、当然集中などできない。

「もー、何早さ由ゆ利り？」

　あたしは先生に聞こえない程度の音量で呟つぶやき、背中を小こ突づいてくる早さ由ゆ利りに振り返り、睨にらみ付ける。

　ストレートパーマを掛け、茶ちや髪ぱつに染めた髪かみ。敢あえて手が隠かくれるだぼだぼのセーター。短いスカートから自他共に認める美び脚きやくを覗のぞかせているのは、クラスメイトの種たね岡おか早さ由ゆ利りだ。気の強そうな吊つり目からも、意い志しの強さと自信がうかがえる。入学初日に、クラスの中心になることが分かったので、すぐに取り入った。

　幸い、早さ由ゆ利りは好ましい性格だった。イジメをするようなタイプでもない。おかげで魔ま法ほう使つかいだと自じ称しようしていても、楽しく過ごせている。

「さっきからノートを取ってないけど、考えごとでしょ？」

　言って、なぜかニヤニヤしている。

「で、男のことでしょ？」

　……まあ、当たってはいるけど。

「図ず星ぼしっぽい。さては牧まき野の君に告こく白はくされたかぁ？」

「……牧まき野の君？」

　頭の片かた隅すみにもなかった名前だ。

「あれ違った？　美み紀きに惚ほれてんのバレバレだし、とうとう告こくられたのかと思った」

　言われて牧まき野の君の席を見る。ちょうどあたしを見ていたのか目が合ってしまい、お互いなんとなく微ほほ笑えみ合う。

　確かに牧まき野の君は馴なれ馴なれしいところはあるけど……そうなの？

「そもそもあたしが耕こう太た君と付き合ってるって、みんな知ってるんじゃないの？」

「それはあれでしょ？　仮か面めんカップルでしょ？　男を遠ざけるために、適当な男と付き合っていることにしたんでしょ？　どう見ても美み紀きに似に合あわない陰キャラだし」

　違うけれど、普通のカップルではないのは事実だ。でもそこら辺をツッコまれると面めん倒どうなので、曖あい昧まいに笑って逃げる。

　まだ絡からんでこようと背中を小こ突づいてくるけれど、無視しよう。

　まったく早さ由ゆ利りは……というか女子高生は、すぐ恋愛の話をしようとする。ほんと安易な魔ま法ほうに掛かっていると思う。

　耕こう太た君。

　耕こう太た君。耕こう太た君。

　救ってあげたい。どうしても。







　待ちに待った昼休みになった。

　中庭でいつも通り、それぞれのパンを食べ始める。手作り弁べん当とうは、初日の失敗もあって、修しゆ業ぎようしてからリベンジすることにした。まあその、練習はあれから一回したきりだけど……そのうちだ！

　睨にらみを利かせていた谷や原はら君がいなくなったことで、またあの山やま崎ざきとかいう人に絡からまれるのではないかと心配もあったが、事件発覚から二週間しても姿すがたを見せることはなかった。

　この昼食の時間は、朝とは態度を変えることを決めていた。違い和わ感かんを見つけ出すために、できるだけフラットな状態の耕こう太た君が見たい。そのためには心配している様よう子すを見せず、普段通り明るく接するのがいい。耕こう太た君の性質上、いくら谷や原はら君の死を引きずって落ち込んでいても、あたしの態度に合わせていつも通りに接してくれるだろう。

　思おも惑わく通り、耕こう太た君は普通に話してくれた。あたしたちは笑い合い、時に一方的にあたしが背中や肩を叩たたいてボディタッチをしながら、会話をする。

「そういえばさ、美み紀きさんはやっぱりトカゲの尻尾しつぽを集めたり、黒くろ猫ねこを従えたりしてるの？」

　話の流れ上じよう出た会話で、耕こう太た君に深い意味はないだろう。

「しないかな。あんまり形式にこだわらないようにしてるの。儀ぎ式しきをすると、魔ま力りよくが増ぞう幅ふくすることはあるんだけどね」

「魔ま法ほうのためになんでもするわけじゃないんだ？」

　言葉を詰まらせた。

　あたしの態度の変化に、耕こう太た君が心配そうな顔を見せる。

「うん。あんまりやりすぎると、戻って来られなくなることがあるから」

　……そうだ。あたしは『あの失敗』から、魔ま法ほうの力をセーブしている。あのときと比べればあたしは常じよう識しき人じんだし、魔ま力りよくが衰おとろえている。

『お前が護まもりたいのは本当にコウか。……はっ、違うって断言できるな。お前がコウを無む理り矢や理り染めて、護まもろうとしているのは、お前の薄っぺらくて脆もろい、閉じた世界だろ』

　谷や原はら雅まさ人とに吐き捨てられた言葉を思い出す。

　あたしは言い返せなかった。だって、胸を張って違うと言えなかった。

　今だって、自分の魔ま法ほうで耕こう太た君を染めるのが正しいのか、自信が持てない。

「戻って来られなくなるってどういうこと？」

　押し黙だまるあたしをフォローするように、耕こう太た君は尋たずねる。

　だからあたしは、一いつ生しよう懸けん命めい笑顔を作った。

「……えーと、一いつ般ぱん社会に溶とけ込むって、結けつ構こう大変だって分かるよね？　実は誰だれにでもできることじゃないって知ってるよね？」

「そうだね。妹も登校拒きよ否ひしてるし、引きこもりの親しん戚せきもいるし、実感できるよ」

「そうなんだ」耕こう太た君がこんなんだから妹さんも心配だが、それは置いておこう。「魔ま法ほうって、閉じた世界に引きこもればこもるほど、力を発はつ揮きできるものなんだよ。だから完かん璧ぺきに社会に適合してしまえば、使えない。魔ま法ほうにすべての重点を置けば、自分の閉じた世界がすべてになっちゃう。それって周りから見れば、奇き人じん、変人だよね」

「松まつ見み先せん輩ぱいみたいな？」

「……ああ、そうかも」

　耕こう太た君から松まつ見み璃り々り子こについて、話は聞いていた。彼女の使うスキャニングは、あたしの扱う魔ま法ほうを超えているが、少しぐらいは説明できるところもある。

　瞳ひとみが動かないよう固定し、機き械かい音のような奇き声せいを出す。そのトリップは、自己催さい眠みんによる究きゆう極きよくの集中だ。魔ま術じゆつ回かい路ろを開くための儀ぎ式しきだ。本来ならそこまでの状態に持って行くには、魔ま方ほう陣じんを書いたり、自じ傷しよう行為をしたりなどと、大がかりな準備が必要なものだけど、彼女にはそれがいらない。その魔ま法ほうを、普段から信じ込んでいるからだろう。

　松まつ見み璃り々り子こは、一いつ般ぱん社会から隔かく離りしている。

　一いつ般ぱん的な世界観かんなんて、割と曖あい昧まいで弱い魔ま法ほうだ。しかも大した魅み力りよくもない。ほとんどの人間が何者にもなれず、誰だれの記き憶おくにも残らず死ぬことを知ってしまっている。魅み力りよくがないから積極的に捨てたくもなる。他の結けつ構こういい加か減げんな、カルト宗しゆう教きようなどのいかがわしい魔ま法ほうにも、平然と一いつ般ぱん的な世界観かんは追いやられる。

　松まつ見み璃り々り子こは、一いつ般ぱん的世界観かんを捨てている人間だ。

「美み紀きさんは、戻って来られなくなった人を知っているの？」

　知っている。

　松まつ見み璃り々り子こ以外にも、知っている。

　そして、その状じよう況きように追い込んだのは、他でもないあたしだ。

「ううん。知ち識しきとして知ってるだけ」

　噓うそを吐ついた。

　今はまだ、説明する自信がなかった。

「そっか」

　耕こう太た君は噓うそを簡単に見抜く。きっとこの噓うそも見抜かれている。でも、噓うそを吐ついていることを追つい及きゆうしないのが耕こう太た君だ。

　けれど──

　違い和わ感かん。

　見つけている違い和わ感かんが、今まさにあった。

「美み紀きさん、どうかしたの？」

　耕こう太た君は心配そうにあたしを見つめている。あたしを見据えている。あたしを覗き込むようにして見ている。

　これだ。この瞳ひとみだ。これは以前の耕こう太た君にはなかった瞳ひとみだ。耕太君はあたしの反応を分析している。

　耕こう太た君は他人を理解する能力に長たけている。でも、理由までは考えない。ただそこにあるそのままを理解するだけだ。考えないからこそ、属ぞく性せいを持たなかった。

「美み紀きさん？　本当にどうしたの？　俺がどうかした？」

　あたしは知っている。こんな目をよくしていた人物。

　自らの一いち人にん称しように『俺おれ』と使う人物。

　──谷や原はら雅まさ人と。




　自分の髪かみを結わえている、見た目はなんの変へん哲てつもない赤いゴムを触る。これ自体は高いものでもなんでもない市し販はん品ひんだ。しかし体の中で最も魔ま力りよくを帯びている髪かみの毛を、ほぼ毎日縛しばり付けていたそれは、特別なものに変化している。きっと見る人が見れば、オレンジ色に発光しているようにも見えるだろう。

　呪じゆ縛ばくから解き放つ方法はある。あたしは耕こう太た君のために、この赤のゴムバンドを最も有効的な手段で使用する決けつ意いをした。

　でも、なぜだろう？

　それは耕こう太た君のためにやっていることなのに、裏切りのように思えてしまう。













　　　柊耕太の閉じた世界　［Ⅱ］







　鞄かばんの中に教科書を押し込めながら、昼のことを考える。

　あのときの美み紀きさんの様よう子すはどこかおかしかった。噓うそを吐つくのは構わない。誰だれにだって言いたくないことはあるだろう。

　けれど、どうして俺おれに対して、怯おびえたような態度を取ったのだろう？

　俺おれに何か問題が起きているのだろうか？　……それも無きにしも非あらず、か。美み紀きさんは魔ま法ほうの効力が弱まっていると言った。変化が起きているのは間違いないのだ。

　でも、どう変わったのかは分からない。そもそも俺おれは、俺おれという人間がどういう人間か知らない。

　それに──俺おれという人間がどうであろうと構わない。

　帰き宅たくするために立ち上がると、一度は殺されたのだと勘違いをしていたあの人が、話しかけてきた。

「柊ひいらぎ君。聞きたいことがあるのだけど、いいかい？」

　結局、あのとき秋あき山やま君は、ただの体調不ふ良りようだったようだ。しかし、何の用だろう？　これまで秋あき山やま君とはまともに話したことはない。

　それに秋あき山やま君は、どうも最近顔つきが変わった気がする。あまり眠っていないのか、目の下に隈くまがあり、肌はだも荒れている。どこか目がギラギラと鈍にぶく光っていて、これまでの優ゆう等とう生せいの印いん象しようとは少しずれてきている。

「生前、谷や原はら君と一番仲良かったのは君だと思っていいかな？」

「え？　……まあ」

「君にとっては気の毒どくだったね」

　悪意はないのだろうが、わざわざ限定された。実際、雅まさ人とが死んで悲しんでいる人は、たぶん俺おれしかいない。

　その状じよう況きようを知り、改めて悟さとった。

　雅まさ人との殺人願望は本物だったし、本当に実行する気があった。

　雅まさ人とが死んでからずっと、殺人を行う上で最も障しよう害がいとなるのはなんだろうと考えていた。それは良心？　倫りん理り観かん？　抵てい抗こう感？　恐きよう怖ふ心？　将来への悪あく影えい響きよう？　考えた結果、どれも違う、そう思った。自分の内で処しよ理りできるものは、自じ暴ぼう自じ棄きになってしまえば、障しよう害がいではなくなる。

　殺人を行う上で最も障しよう害がいとなるのは、自分の心だけではどうにもならない部分だ。つまり、環かん境きようだ。

　凶きよう悪あく犯罪は自分だけでなく、身内にも社会的制せい裁さいを加えられる。未成年であろうと名前は拡散するし、自宅の住所は特定されネットに晒さらされる。加か害がい者しや家族は同情されるどころか連れん帯たい責任扱いされる。そういうことを容易に想そう像ぞうできる。

　雅まさ人とは家族のことを顧かえりみないほど想そう像ぞう力のない人間ではないし、共感能力もあった。生きつ粋すいのシリアルキラーではなかった。

　だから雅まさ人とは作り上げたのだ。殺人を犯おかしてもさほど心苦しくない環かん境きようを。すべてが敵か他人かの世界を。

　そんな環境では、誰もその死を悲しまなくて当然だ。

「それで、聞きたいことって？」

「ああ、やはり谷や原はら君の事件のことが気になって仕方ないのだよ」

「それは好こう奇き心しんで？」

「いや、それよりは正義感だ。私にも何かできないかと考えていてね」

　秋あき山やま君の発言は、どこか準備してきたもののように思える。

「谷や原はら君が危ない遊びをしていたというのは本当かな？　ええと……遊びというのは広い意味でだ。事件に巻き込まれてもおかしくないだけの理由になるものだ。ほら、写真週刊誌に色々載のっていただろう？」

　真しん偽ぎは不明だがいくつかの雑ざつ誌しに、雅まさ人とが覚かく醒せい剤ざいを利用していたこと、未成年の売ばい春しゆんの斡あつ旋せんをしていたこと、反社会組そ織しきとの付き合いがあることなどが掲けい載さいされていた。

　なんて答えていいのか分からず黙だまっていると、秋あき山やま君は体を近づける。

「君はまったく知らなかったのかい？」

「覚かく醒せい剤ざいについては知ってはいたよ。でも、暴ぼう力りよく団だんとの付き合いだとか、売ばい春しゆん組そ織しきだとかは知らない。そういう気け配はいもなかった。デマじゃないかと俺は思う」

　殺人の環かん境きようを整えるために、雅まさ人とはそういう疑ぎ惑わくを、敢あえて匂におわせていたところがある。

「君は谷や原はら君と一いつ緒しよに遊んだりする仲ではなかったのかな？　不ふ良りよう仲間に引き込まれるようなことはなかったかな？」

「そうだね。遊びに誘さそうこともないし、タバコを勧すすめたりもしないし、昼食さえ一いつ緒しよに食べなかった。近くにいたら喋しやべるし、タイミングが合えば一いつ緒しよに帰る。でも、絶対に強要はしないし、自分からは誘さそわない。そういう感じだったよ」

　一度呼び出された深夜の公園のことは、紛まぎらわしいからわざわざ話さなくてもいいだろう。

「きっと俺おれが付き合いたくないと避けるようになったら、話しかけもしなくなったと思うよ」

「ふむ……」

　どこかその表情は不満げだ。期待していた言葉ではなかったのだろうか？

　……この人は、何を期待しているのだろうか？

「あのさ、どうしてそんなことを？」

　俺おれには秋あき山やま君が、事件のことを聞きたいわけではない気がした。何か引っかかる、妙みような感じだ。

　秋あき山やま君は顎あごに手を当てて、答える。

「私は谷や原はら君が殺された原因が、危ないことに手を出していたせいだと考えている。そうなると友達である君も、同じような目に遭あうこともあり得るのではないかと、そう考えてしまったのだ。的まと外はずれだろうか？」

　なるほど。この違い和わ感かんは、雅まさ人とのことより、俺おれのことを聞いてきた気がしたからか。

「そう、私はね──」




「──君が殺されても、おかしくない状じよう況きようもあり得るのではないかと思っている」




　なんだ？

　今とてつもなく、奇き妙みような感覚がした。

　それまでの違い和わ感かんどころじゃない、不快な感覚。

「……ぼうっとして、どうしたんだい？」

「い、いや──」

　秋あき山やま君は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「友達があんなことになれば、まいってしまうのも無む理りはない。目の下に隈くまがある」

　自分も隈くまがある自覚は無さそうだ。秋あき山やま君も、何か雅まさ人との死に思うところがあるのだろうか？　だからこんなことを聞いてくるのだろうか？　でも、なぜ犬けん猿えんの仲だった秋あき山やま君が、雅まさ人との死に気に病やむことがある？

　違い和わ感かんだらけだ。何かがおかしい。

　思い悩なやんでいると、無ぶ遠えん慮りよな大声が聞こえた。

「おい、秋あき山やまはいるか？」

　前の扉とびらから顔を覗のぞかせているのはなんと、俺おれと美み紀きさんに絡からんできた、あの山やま崎ざきという人だった。

　秋あき山やま君が好きこのんで山やま崎ざきのようなタイプの人間と付き合うとは思えない。実際、顔をこれ以上ないほど歪ゆがめている。

「では柊ひいらぎ君。くれぐれも気を付けて」

　秋あき山やま君はばつが悪そうに手を上げて、背を向ける。

「あの、大だい丈じよう夫ぶ？　あの先せん輩ぱいに無む理り矢や理り付き合わされてるんじゃ？」

「ん、いや……。まあこうやって教室に来ることに迷めい惑わくはしているが……心配には及ばないよ」

　足早に山やま崎ざきの元へと向かう。一ひと言こと二ふた言こと会話をすると、秋あき山やま君が先導し、教室を去って行く。

　どうにもきな臭くさい。でも、秋あき山やま君が助けを求めているわけでもないので、関わりようがない。それに、できれば関わりたくないし、助けたくもない。







　雅まさ人との死体は山中に捨てられていた。司し法ほう解かい剖ぼうの結果によると、死因は刃は物ものによる心臓部への刺し傷しようだそうだ。発見されたときには死後一週間前後経たっていると推すい測そくされていて、犯行時刻は５月25日から28日の間とされている。６月２日に松まつ見み先せん輩ぱいが雅まさ人との情報を『受信』できなかったのも頷うなずける。そのときすでに雅まさ人とは、『受信』の範はん囲い内であるこの街どころか、この世界からいなかったのだ。

　捜そう査さは難なん航こうしているとのことだ。まず殺人現場が分かっていない。雅まさ人との交友関係もほとんど分からず、動どう機きのある人物が絞しぼれない。雅まさ人とと遊んだことがあるというグループは、雅まさ人との名前さえ知らなかった。

　雅まさ人とと最後に接せつ触しよくしたとされる会社員の女性は、雅まさ人とに駅前で一方的に話しかけられたと、カメラの前でモザイク越しに語っていた。「殺すぞ」などと、異常な言げん動どうが雅まさ人とには見られたという。その言げん動どうから、覚かく醒せい剤ざいを使っていたのではないかと推すい測そくがされることになった。

　でもそれは違う。雅まさ人とがその日、松まつ見み先せん輩ぱいにスキャニングされたときから、おかしくなったのを直接見ている。

　自分から危険なことに身を突っ込んでいったのではないかとも、マスコミでは言われている。でも雅まさ人とは、自殺に近い行動をするぐらい自じ暴ぼう自じ棄きになっていたのだったら、殺人をしただろう。雅まさ人とを掌しよう握あくしている俺おれはそう確信している。

　雅まさ人との殺意は自分へとは向かない。殺意が自分にも他人にも向く人間は、命を軽く見ているだけだ。雅まさ人とは命を尊とうとく思っているからこそ、殺人に憧しよう憬けいにも似た感情を抱いていた。

　殺されたのは、雅まさ人とにとって予想外のことだったはずだ。例えば犯人は、顔見知りの、意い外がいな人物だった、とか？

　少なくとも犯人は、その道のプロではないだろう。雅まさ人との死体は山中におざなりに捨てられており、こうやって見つかってしまった。自殺や事故に見せかける工作さえなかったために、殺人事件だと断定され、司し法ほう解かい剖ぼうされることとなってしまった。




　考えごとをしながらだったので、掃そう除じ当番の仕事が遅くなってしまった。美み紀きさんも友達に誘さそわれたらしく、もう帰き宅たくしていた。

　一人、校門に差し掛かる。事件当初は溢あふれかえっていた取しゆ材ざい陣じんも、事件発覚当初に比べるとだいぶ減っていた。

　どちらかというと、世せ間けんは雅まさ人とがなぜ殺されたか、誰だれに殺されたかよりも、雅まさ人と自身の生前の悪あく評ひように興きよう味みを持ち始めていた。が、雅まさ人とが被ひ害がい者しやであるのは間違いないので、大手マスコミは直接事件に関係があるか分からない、雅まさ人と側の事情は大きく取り上げられないようだ。おかげで今門前に集まっているのは、どこか怪あやしげなゴシップ雑ざつ誌しの記者ばかりだ。

「……あの」

　背後から声を掛けられた。その手のマスコミかと思い、無視して通り過ぎようとしたが、明らかにそんなトーンではなかったことに時間差で気付き、振り返る。

　他校の女子生徒がいた。あまり印いん象しように残らない地じ味みな顔立ちだ。表情が暗く、瞳ひとみが小刻みに動いて落ち着きがない。でも、癖くせなのか口元だけは上がっている。

「ここって……谷や原はら雅まさ人とが通っていた学校ですよね？」

「そうだけど」

「ですよね……」

　女子生徒はそれきり口をつぐむ。明らかに続きがある様よう子すだが、逡しゆん巡じゆんしている。

　以前に会ったことのある人だろうかと顔を観察したが、やはり見覚えがない。

「すみません。それだけです」

　結局女子生徒は続きを言わなかった。顔をうつむかせたまま、急いで立ち去っていく。

　なんだろう？　もしかして雅まさ人との知り合いだったりするのだろうか？　それにしては挙きよ動どう不ふ審しんだけれど……。

　腑ふに落ちない行動に首を傾かしげながら、女子生徒を眺ながめていた。ふと、その隣となりに、見覚えのある小さな背中が見えた。

　松まつ見み璃り々り子こ。

　──そうだ！　松まつ見み先せん輩ぱいなら、事件のことが何か分かるかもしれない！

　ひらめいた俺おれは、急いで小さい背中へと駆かけ寄る。

「松まつ見み先せん輩ぱい！」

　なぜか松まつ見み先せん輩ぱいは俺おれのことを気に入っているので、また笑顔を向けてくれるだろう。そう想そう像ぞうしていた。

「…………」

　しかし松まつ見み先せん輩ぱいは、笑顔を向けてくれるどころか、振り返りさえしない。近くまで行き、顔を覗のぞいても、俺おれを無視してのろのろと歩き続けている。

「……先せん輩ぱい？」

　気付いていないのかもしれないと思い、肩に触れる。それでようやく松まつ見み先せん輩ぱいは、俺おれの顔を見た。しかし松まつ見み先せん輩ぱいの能のう面めんのような無表情は変わらない。

　松まつ見み先せん輩ぱいが雅まさ人とのスキャニング状じよう況きようを話した後、ゲロを吐いてその場に倒れたのを思い出した。まだ回復していないのだろうか？　それともあのとき、介かい抱ほうするより先に引いてしまった俺おれのことを、実は怒っているのだろうか？

　松まつ見み先せん輩ぱいは、本当に機き械かいになってしまったかのように、命の匂においがしない。

「先せん輩ぱい、俺おれだよ。柊ひいらぎ耕こう太ただよ」

「…………ん」

　俺おれの名前に、ようやくわずかに反応して、わずかに眉まゆを動かす。

「ひい……らぎ、くん？」

「そうだよ！　柊ひいらぎ耕こう太ただよ！　聞きたいことがあるんだ！」

「柊ひいらぎ君……白の柊ひいらぎ君……」

　松まつ見み先せん輩ぱいは俺おれをじっと見つめるが、焦しよう点てんが合っているように見えない。

「違う」

「え？」

「違う。柊ひいらぎ君じゃない」

「何を言っているんだよ先せん輩ぱい？　俺おれは柊ひいらぎ耕こう太ただよ」

　しかし松まつ見み先せん輩ぱいは俺おれの反論を聞いてさえいないようだった。俺おれから視線を外すと、またのろのろと歩き出す。

　引き留めたかったが、どうにも松まつ見み先せん輩ぱいの様よう子すがおかしいのでやめた。どっちみち今日きようの状態では、まともな交流ができるとは思えない。

　嘆たん息そくする。

　──所しよ詮せん、『道具』か。

　失しつ笑しようし、顔を上げる。

　顔を上げてすぐ、驚かされた。なぜならすぐ側そばで、秋あき山やま君が目を大きく見開いて立っていたからだ。

「え？　何……？」

「君は松まつ見み璃り々り子ことも親しいのか？」

　食い入るように聞いてくる。

「親しい、かどうかは分からないけど、何度か話したことはあるよ」

　秋あき山やま君はのそのそと歩く松まつ見み先せん輩ぱいの背中を眺ながめていた。秋あき山やま君の表情は、明らかに嫌けん悪おに歪ゆがんでいる。松まつ見み先せん輩ぱいのことが嫌きらいなのは明らかだった。

「あの……金きん髪ぱつの先せん輩ぱいの用事はもういいの？」

　しかしそれには答えず、嫌けん悪お感を見せたまま質問で返してくる。

「君はそういう人間に関わる癖くせがあるのかな？」

「そういう人間？」

「言い方は悪いが、問題のある人間だよ。松まつ見み璃り々り子こ、谷や原はら雅まさ人と、それから香こう月づき美み紀きも含まれるか」

「意い識しき的に変な人と付き合っているつもりはないけど……」

「けれど、そういう人間とやけに親しい。そして彼ら以外に、親しい人間もいない」

　失しつ礼れいなことを平然と言ってくる。

「あまり親しい友達がいないのは確かだけど……」

「敢あえて問題のある人たちと付き合っているわけではないと？　それとも君には、そういう人たちからすると、魅み力りよくがあるのかな？」

　苛いら立だち？　それとも焦あせりだろうか？　まくし立ててくる秋あき山やま君の様よう子すは、普段とは明らかに違う。

　自分でも自覚したのか、小さく「ふう」と息を吐き、表情を柔にゆう和わなものにさせる。

「失しつ礼れい。どうも妙みようなことを口にしてしまったようだ。忘れてくれ。どうもあんな事件があったせいで神経質になってしまっているようだ」

　秋あき山やま君は、言う。




「柊ひいらぎ君のことが心配なんだ」




　また。

　まただ。

　この奇き妙みような感覚。

「心配ってどういう意味？」

「うん？　君が事件に巻き込まれないか心配だという意味だよ。それ以外にあるかい？」

　考えてみればそれ以外ない。

　けれど、分かるのだ。

　この人は俺おれの安あん否ぴを心配していない。

　俺おれを嫌きらっていて、警けい戒かいしている。

　欺ぎ瞞まんだ。この露ろ骨こつなまでに心配そうに表情を歪ゆがめているのは、そういう仮か面めんを貼はり付けているに過ぎない。

　秋あき山やま君は本質を隠かくしている。あるいは本質への自覚がない。

　だけど俺おれにはもう、不法に捨てた油が浮いている沼ぬまのように、汚きたなく濁にごった本質が見えてしまう。

　ああ、雅まさ人とが秋あき山やま君を嫌きらっていた理由が分かった。

　秋あき山やま君は雅まさ人とと逆の人間だ。雅まさ人とは世せ間けんに背を向けていた。秋あき山やま君は、世せ間けんを上う手まく渡るためならば、他人を踏み台にすることを平気でできる。

「どうしたんだい？」

　秋あき山やま君の微笑は歪ゆがんでいる。いや、さっきまでと同じ表情だ。しかしたとえ同じでも、本質が分かれば意味合いが変わる。その顔の一枚薄うす皮かわを剝はがせば、邪じや悪あくな中身が露ろ出しゆつする。それまで理り知ち的としか思っていなかった眼鏡めがねの奥にある切れ長の目からは、もう冷れい徹てつな邪じや悪あくさしか感じない。きっと自らのためならこの人は、悪事を悪事と思わず行える。

　まるでだまし絵だ。一度見えていた優ゆう等とう生せいの仮か面めんが剝はく落らくすると、もうその見方を忘れる。独どく善ぜん的で、残ざん酷こくな人間という見方しかできなくなる。

　笑えみは嘲ちよう笑しよう。同情は媚こび。優しさは陰いん険けん。

「……じゃあ、もう帰るから」

　俺おれは逃げるように、秋あき山やま君の前から去った。

　なんだろう、この感情は？

　初めての感情だ。自分にも他人にもこんな感情を抱いたことはない。しかも頭に鈍どん痛つうが走るほど、強きよう烈れつなものだ。

　戸と惑まどう。他でもない俺おれが、こんな感情を持つことが信じられない。

　しかし、確実にその感情はある。

　俺おれは秋あき山やま秀しゆう一いちを──

　──嫌けん悪おしている。







「──でね、温おん泉せんの上空がね、キラキラ光ってるわけ。あたしたちは近くに蛍ほたるがいるって聞いてたから、これ蛍ほたるに違いないよーってすごい盛り上がったんだけど、なんか不自然ですぐに違うって気付いたんだよね。で、その光ってなんだったと思う？」

　日曜日、俺おれは約束通り美み紀きさんの家に来ていた。

　美み紀きさんの部屋は、魔ま法ほう関連のものに埋うめ尽くされた、禍まが々まがしい部屋ではないかとも思っていたが、そんなことはなかった。本ほん棚だなにいくつか魔ま法ほう関連の本がある程度で、ナチュラルホワイトで統一された部屋は、年とし頃ごろの女の子としては簡かん素そで、しゃれっ気がなく、むしろ健全な印いん象しようだ。

　そういえば美み紀きさんは、華はなやかな顔立ちはしているがいつもスッピンだし、私服も自然なカジュアル系けいで、目立つような格かつ好こうはしない。

「なんと！　その光ってスマホのカメラのフラッシュだったんだよ！　露ろ天てん風ぶ呂ろの上に男子の部屋があってね、男子が集まって撮さつ影えい会かいが始まっていたんだよ！　最悪でしょ！　だから残念ながら、あたしの柔やわ肌はだはもうアホ男子に見られているの！　耕こう太た君だけのものじゃないの！　ああもう耕こう太た君ってばかわいそう！　いつかあたしの裸はだかを一番初めに見られると思って期待で胸とか色々膨ふくらませていたのにかわいそう！　……と、ここで安心の情報！　あたしはそのとき、タオルを胸までびっしり覆おおっていたのでした！　めでたしめでたし！」

　美み紀きさんの底抜けに明るい性格と、部屋や格かつ好こうは、あまり嚙かみ合っていない気がする。

　美み紀きさんは少なからず無む理りをして、意い識しき的にこの性格を作り出しているのだ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いに騙だまされていたが、美み紀きさんは実は人見知りだ。相手のことをある程度把は握あくできないと、思い切って動けない。入学してすぐ俺おれに話しかけなかったのも、様よう子すを窺うかがっていたからかもしれない。

　どうして無む理りをしてまで、明るい性格を作るのか？

　実際のところ、美み紀きさんは愛あい嬌きようのおかげで、変人扱いはされても、嫌きらわれずに済んでいる。そのメリットを享きよう受じゆするために、意い図と的に笑顔を活用しているように思う。

　それもまた、美み紀きさんが魔ま法ほう使つかいであることに関係があるのだろうか？

「……耕こう太た君、話、聞いてないでしょ？」

　美み紀きさんはかわいらしく頰ほおを膨ふくらませる。

「……ごめん。ちょっと考えごとをしてた」

　普段はそれで終わる話なのだが、美み紀きさんは口を真ま一いち文もん字じに結んだ。機き嫌げんを悪くしたのかと思い「ごめんって」とまた俺おれは謝る。

　しばらくして、美み紀きさんは低い声で言った。

「その目、イヤだ」

「え？」

「その、分ぶん析せきしてるような目、イヤだよ」

　美み紀きさんは深しん刻こくな顔立ちで続ける。

「前にも言ったけど、耕こう太た君、あたしの魔ま法ほうを受けにくくなってる。それがどうしてだか分かる？」

「ええと……。美み紀きさんの魔ま法ほうに慣れたからっていうのもあるのかな？」

　美み紀きさんは首を振る。

「違うよ。魔ま法ほうを受けにくくなっているのは、耕こう太た君の属ぞく性せいがこれまでと変わっているからだよ。耕こう太た君はあたし以外の人の属ぞく性せいに染まり始めてる。だからあたしの魔ま法ほうが届かない。……その人が誰だれかは分かるよね？」

「いや……」

「自覚ないの？　……そうだよね。自覚なんてものは、耕こう太た君にはないんだ。自分のことがどういう人間か分かってないんだから、変化に気付くわけない。じゃあはっきり言うよ。耕こう太た君は、谷や原はら雅まさ人との属ぞく性せいに染まってる」

「雅まさ人との……？」

「度合いは深しん刻こくで、思し考こうの仕方まで似てきてる。その分ぶん析せきするような目に、現れてるよ」

「でも、雅まさ人とはもう死んでるよ。影えい響きようを受けようがないよ。どうして今さら……」

「むしろ死んじゃったからなんだけど……そこら辺は今度説明する。あのね、今耕こう太た君は谷や原はら君を『召しよう喚かん』してるんだ」

　また新しい用語が出てくる。

「分かってないって顔をしてるね。でも、谷や原はら君のことを忘れたくないって、そうは思っているよね？」

「それは、もちろんそうだよ」

　雅まさ人とは、近いうちに、誰だれからも忘れられる。誰だれも彼も、雅まさ人との家族でさえも、忘れる努力さえせず、雅まさ人とは忘れられる。雅まさ人とは誰だれとも繫つながっていなかった。そういう環かん境きようを、雅まさ人と自ら作っていた。

　だからもし俺おれが雅まさ人とを忘れてしまえばそのとき、雅まさ人とは本当にこの世から消えてしまう。痕こん跡せきさえも残さず、元から存在しなかったかのように消えてしまう。

　だから俺おれは雅まさ人とのことばかり考えている。まだ雅人と向かい合っている。

「忘れたくないあまりに、側そばに呼んでいるんだよ。それが召しよう喚かんの魔ま法ほう」

「ちょっと待ってよ。俺おれが魔ま法ほうを使えるってことは、ある意味美み紀きさんの属ぞく性せいになっているってことじゃないの？」

「違うよ。魔ま法ほうは誰だれでも使えるって言ったよね？　耕こう太た君は魔ま法ほうの素質があるとも、あたしは言ってたよね？」

　確かにそれは言っていた。

「あたしの属ぞく性せいになれば魔ま法ほうを理解して、使いこなせる。それは魔ま法ほうが使えることそのものとは違うんだ。例えば谷や原はら君は強力な魔ま法ほう使つかいだった。でも操あやつれない。怪かい獣じゆうのように強力な魔ま法ほうは、いつ暴あばれてもおかしくないものだった。谷や原はら君は自分の影えい響きよう力りよくが強いって自覚があったのか、他人と関わらないようにして力を抑えていたみたいだけど……」

　殺人のための環かん境きようを整えることは、ある意味、自分の影えい響きよう力りよくを最小限にすることとも繫つながっていたのだろう。

「耕こう太た君はね、ものまねが得意なんだ。しかも、あたしが今まで見たことがないくらい、超ちよう精せい密みつにものまねができる。属ぞく性せいだけでなく、キャパシティまでコピーできるの。バッティングフォームを真ま似ねることで、成せい績せきまで真ま似ねられるって感じかな？　すごいことだって、なんとなく伝わるよね？　そして、やばいってことも伝わってるよね？　……だからあたしは、その怪かい物ぶつのような魔ま法ほうを使えないように、耕こう太た君と谷や原はら君を引き剝はがそうとした」

　魔ま法ほうという価か値ち観かんを通さなくても、雅まさ人とと付き合い続けるのが危険であることくらい分かる。だから美み紀きさんの心配は分かる。

「耕こう太た君は、召しよう喚かんする一段階目として、人工的アストラル体を作ってしまった。……ええと、分かりやすく言うと、頭の中に谷や原はら君そのものの『像ぞう』を持ってしまった。それは否定できる？」

　否定は……できない。

　頭の中の雅まさ人とと会話できるほどに、俺おれは雅まさ人とをイメージしている。

「本来『像ぞう』は何もしない。小説家が脳のう内ないに登場人物を飼っていても、ちょっと変な人ってだけでしょ？　でも、耕こう太た君の中の谷や原はら君の『像ぞう』は、耕こう太た君の意い志しに関係なく勝かつ手てに動き出してる。体の外に漏もれてる。それが見て取れる」

　思わず自分の手をじっと見つめるが、もちろん今までと変わったということはない。

「動き出している谷や原はら君の『像ぞう』は、耕こう太た君に定てい着ちやくして、存在しようとする。耕こう太た君は召しよう喚かんした後、『像ぞう』に憑ひよう依いされる。蛮ばん名めい──呪じゆ文もんのようなものだけど、それを理解し、口にしたら、もう耕こう太た君は耕こう太た君でいられない」

　それは霊れい感かんのある人から見れば『取り憑つかれている』という状じよう況きようだろうか？

「……どうすればいい？」

　俺おれ自身は、元々あったのかさえ分からない、自分の像ぞうがどうなろうと困らない。

　でも、美み紀きさんにとっては大問題で、止めたいであろうことを分かっている。できれば協力してあげたい。

「耕こう太た君は何もしなくていい」

　美み紀きさんは口を真ま一いち文もん字じに結び、決けつ意いをにじませる。

　全身から、光の渦うずのようなエネルギーが溢あふれている。

「あたしが止めてあげる」

　美み紀きさんは頭の後ろに手を回した。美み紀きさんの髪かみがふわりと舞い、シャンプーの香かおりが広がる。「髪かみをほどくと意い外がいと長いんだな」なんて場違いなことを思う。美み紀きさんはいつも髪かみを結わえている赤いゴムを外していた。

　なぜだろう？　瞳ひとみに杭くいを打たれたように視点が固定される。見とれている？　魅み了りようされている？　おかげで思し考こうができない。ぼうっとしてしまい、酩めい酊ていしている。

　何もできずにいると、美み紀きさんは顔を近づける。それも、ものすごく近くに。

　──え？

　戸と惑まどいの声を漏もらすこともできない。

　だって。




　美み紀きさんの唇くちびるが、俺おれの唇くちびるを塞ふさいだからだ。




　思し考こうはますます働かず、頭の動きはスイッチを押されたかのように強制的に止められた。

　目の前の映えい像ぞうが、酷ひどく遠くの関係ないもののように感じられる。まるでテレビの向こうに行ってしまったかのように、現実感を喪そう失しつさせられた。

　でも、感覚はある。美み紀きさんの唇くちびるが柔やわらかい。気持ちいい。

　美み紀きさんが顔を離す。

　好ましい感覚が消えて、ようやく、今の行為の意味を理解する。

　──キス。

　──美み紀きさんが俺おれにキスをした。

　認にん識しきした途と端たん、頭が膨ふくれあがって爆ばく発はつしそうになる。首の据すわらない赤ちゃんのように頭がぐらぐらして落ち着かない。近くにいる美み紀きさんに、焦しよう点てんがどうしても合わない。
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「耕こう太た君はまだ揺ゆれてる。あたしが揺ゆらした。だから固定する」

　さっきキスをした唇くちびるが動くだけで、艶なまめかしく感じて、目眩めまいがする。

　美み紀きさんは、髪かみを束たばねていた赤いゴムバンドを、俺おれの左の手首へ巻き付ける。大きな音を立てて弾はじく。

　──パチン。

　頭の中でその音は、巨きよ大だいホールにいるかのように反はん響きようし、鳴り続ける。ゴムを弾はじいた痛みが、手首だけでなく全身に、ある種しゆの心地ここちよさを持って蔓まん延えんしていく。痛みが行き渡ると、途と端たんに膨ぼう張ちようしていた頭が収しゆう縮しゆくする。沸ふつ騰とうするほど熱かった頭は、北ほつ極きよくの海に押し付けられたみたいに一気に冷える。

　元に戻った？

「美み紀きさん……？」

「ごめんね」

　名前を呟つぶやいたことを抗こう議ぎだと思ったのか、そう言った。

「卑ひ怯きようだと分かっているけど、この手段しかあたしには思い付かなかった。耕こう太た君を救う方法は魔ま法ほうしかないと思った。耕こう太た君が望んでいなくても、無む理り矢や理りするしかなかった……」

「魔ま法ほう……？　今のは魔ま法ほうだったの？」

「うん。本当にごめんね」

　そうか。今の行為はキスではなかったのだ。

　ただ唇くちびるを重ねただけだったのだ。

　呆ぼう然ぜんとしている。どういう風ふうに考えていいか分からない。魔ま法ほうを使われることは別に構わない。

　なのに、頭の中に、得え体たいの知れない感情がある。

　俺おれは『それ』を知らない。怒りとも悲しみとも落らく胆たんとも呆あきれとも失望とも似ているようで違う。けれど、『それ』は決して気持ちのいい感情ではない。

「耕こう太た君、そのゴム、外さないでね」

　収まりの付かない感情を抱えたまま、左手首を見る。

「それは渾こん身しんの魔ま法ほうを込めたお守り。耕こう太た君の意い志しが関わる余よ地ちがある運うん命めいだったら、絶対いい方向に変えてくれる」

　見た目はそこら辺で売ってそうなただのゴムだ。だけど、それは俺おれの手首だけでなく、もっと内側の、奥の奥まで締しめ付けてくる。

「感じてる？　だったら忠ちゆう告こくもいらなかったかもね。耕こう太た君は自分の力だけではゴムを外せない」

　そんなことがあるはずがない。いっそ試しに外してみようか？

「…………え？」

　……ダメだ。できない。……というよりも、したくない。

　物理的に外せることぐらい分かっている。でも、異い様ような抵てい抗こう感がある。ゴムを外すことなんて、労力らしい労力さえ必要ないと理り屈くつで分かっていても、まるで今から戦場へ向かえと言われているかのように、気が進まない。強制されている感覚はなく、ただただ外すことがしんどい。めんどくさい。

　これが美み紀きさんの魔ま法ほうなのか。ここまでのことができるのか。

「誰だれにでも通用するわけじゃないよ。これまで一いつ緒しよに過ごしてきた耕こう太た君だから、できる」

　魔ま法ほうが成功してうれしいはずの美み紀きさんは、しかし浮かない表情だ。

「……言い訳わけだけさせて。イヤだったらしないから。耕こう太た君以外にだったら、こんなことしようとしないから」

　噓うそじゃない。それは美み紀きさんの表情から分かる。美み紀きさんは俺おれに好意を持ってくれているし、俺おれも美み紀きさんに好意を持っている。

　でも、あくまでキスは魔ま法ほうのためだった。

　魔ま法ほうという理由がなければ、できないものだった。

「美み紀きさん、ごめんね。今日きようはもう帰るよ」

　顔をさっと青ざめた美み紀きさんが、立ち上がった俺おれの手を摑つかんで止める。

「ごめん。……ごめん！」

「勘かん違ちがいしないで。俺おれは怒っているわけじゃないし、美み紀きさんを軽けい蔑べつしたわけじゃない。なんていうか、美み紀きさんらしいな、ってそう思ってるよ。だけど今一いつ緒しよにいても、気まずくなるだけだよね。だから今日きようは帰る。それだけだよ」

　それを聞いた美み紀きさんは、そっと手を離す。でも安あん堵どした様よう子すはなく、顔をうつむかせたままだ。

　分かっているのだろう。俺おれたちの関係が、今まで通りではあり得ないことを。

　安心させる言葉も言えず、ドアへと向かう。

「一つだけ、聞いていい？」

　美み紀きさんは──かわいそうに、唇くちびるが震えている。

「あたしのこと、嫌きらいになってないよね……？」

　だけどそれを聞いて、同情の気持ちが少しだけ消えてしまう。

「心配はいらないよ。だけど──」

　続ける言葉は、意い地じ悪わるな言葉かも知れなかった。だけど俺おれの感情が、この言葉を口にしなければどうしても治まらなかった。

「どうして美み紀きさんは、俺おれの気持ちを確かめるばかりで、自分の感情を一度も口にしないんだろうね」

　美み紀きさんははっと目を見開いて、口元を押さえる。

　俺おれは人の気持ちを測り間違えることがない。普通の人は価か値ち観かんというフィルター越しに推おし量ってしまうために気持ちをねじ曲げてしまうものだが、自分のフィルターなんてない俺おれは、正確に感情を受け止められる。

　でも、どうしてだか、美み紀きさんに関しては、そのセンサーが狂っていたようだ。

　美み紀きさんは俺おれに恋愛感情を抱いていない。

　近いものがあるように錯さつ覚かくしてしまっていた。でも、そうじゃないとはっきり言われた。

　きっと勘かん違ちがいしたのは、俺への愛情自体はあるからだ。でもそれはたぶん、捨て犬に向けるような感情と同じだ。美み紀きさんは優しくて、ついつい捨て犬を見かけたら拾ってしまう。そうやって捨て犬に懐なつかれて、愛情を向けることで返ってくる愛情が好きなのだ。

　でも、捨て犬なら、そこら辺を見渡せばいくらでもいる。

　俺おれの代わりは、いくらでもいる。

　気付かなかった。俺おれはいつの間にか、美み紀きさんに期待していたんだ。どこにもない俺おれの中身を、美み紀きさんなら見つけ出してくれるような、そんな気がしていたんだ。

「美み紀きさんのことを避けたりしない。話しかけられれば話すよ。会いに来てくれればうれしいよ。美み紀きさんのことを嫌きらいになったりしない。美み紀きさんがどれだけ優しい人か分かってる」

　だけどこれだけは言わなければならない。

「でも、もう恋人のふりはしないで。だって俺おれたちは、他人だよ」

　美み紀きさんのことだけを言っているわけじゃない。家族だって他人だ。雅まさ人とだって他人だ。どんなに親しくなろうと他人だ。他人は自分自身の価か値ち観かんで作り上げた、狭い世界の中にいる。その中には決して入れない。

「だけど、それじゃあ谷や原はら君に──」

「美み紀きさんのせいじゃない。俺おれのせいだ。当たり前だよね」

　遮さえぎるように言った。少し声が大きくなってしまった。

「じゃあね」

　部屋を出た。

　美み紀きさんはきっと泣きそうな顔をしているだろう。それまでの経けい験けん上では、そう思う。

　だけどそれも間違いかもしれない。だって俺おれは、美み紀きさんのことを全然分かっていなかった。

　確かく認にんするのが怖こわくて、振り向かない。

　もし美み紀きさんが泣きそうではなく、笑っていたとしたら、俺おれはもう何も信じられなくなる。

　でも、これだけの勘かん違ちがいをしていたのだ。今後美み紀きさんと付き合い続けていれば、決定的な齟そ齬ごが生まれ、取り返しが付かなくなる。

　そうなる前に、恋愛ごっこはおしまいだ。







　結局、美み紀きさんがした行為は、失敗だったのかもしれない。

　だって自覚させてしまった。俺おれが雅まさ人との影えい響きよう下かにいることを自覚させてしまった。

　負の連れん鎖さが始まる。ドミノ倒しだ。一つ倒れると、今まで奇き蹟せき的に築いていた楽園は、簡単にバタバタと倒れて全ぜん壊かいする。

　また学校内で死人が出た。

　どこまでこの連れん鎖さが続くかは分からない。でもなんとなく分かっていることがある。




「……コウ、聞こえるか？」

　その負は、確実に『僕』にも及ぶ。













　　　秋山秀一の閉じた世界　［Ⅰ］







　人がゴミのようだ。

　有名なアニメ映画のこのセリフを聞いたときから、人混みを見る度たびにそのフレーズが浮かぶようになった。おそらく私と同じような人間も多いだろう。

　人間は、個々としてはともかく、群むれとしての人間を嫌きらうようできている。人間を可燃ゴミだと認にん識しきし、焼しよう却きやく炉ろで焼けない代わりに、爆ばく弾だんを落とす。とにかくゴミを焼きたくてしょうがないのだ。

　神というものが仮にいるとする。神は人間を超ちよう越えつした存在であり、この世界を見渡せるとする。だとするとこの世界の混こん沌とんは納なつ得とくできる。神は決して平へい穏おんなど望まない。自分より下等な生物がのぼせ上がって勘かん違ちがいしている様さまは、さぞかし不ふ愉ゆ快かいであるに違いないからだ。神は見えざる手で人間を殺さつ戮りくしている。それは道どう楽らくでもなく、退たい屈くつしのぎでもなく、私たちが大量発生した虫を眺ながめたときに抱くような、生理的不快感故ゆえにだ。

　そんなことを考えていたせいで、黒板の文字を写す作業が滞とどこおっていることに気付き、慌あわてて板ばん書しよする。

　今の排はい他た的思し考こうを反省した。この思し考こうは決して望ましいものではない。こんな思し考こうが生まれてしまったのは、優ゆう秀しゆうなものが他を淘とう汰たする図式を、歴史で散々学んでいるせいだろうか？

　私の理り想そうは違う。強きよう者しやと弱者は確かに存在する。だから私は強きよう者しやになり、弱者から奪うばうのではなく、手を差し伸べて救きゆう済さいする。正しく導く。そのやり方でのみ、平和が存在し得る。

　そこで邪じや魔まになるのは、不ふ条じよう理りに人間を食いものにする悪だろう。それは排はい除じよせねばならない。……そうか、悪への怒りを人間全体へのものと混合させてしまったから、先ほどのような思し想そうになったのだ。

　──悪か。

　私は後ろの席を眺ながめた。今日は欠席しているようで、空席になっている。そこは悪の化け身しんとも言うべき男の席だ。

　今まで生きてきた16年間で、谷や原はら雅まさ人とほど腐くさっている人間は見たことがない。その理由は彼の自じ堕だ落らくさでも、愚ぐ昧まいさでもない。彼よりも反社会的かつ、頭が悪い人間は山ほどいるだろう。

　だが、谷や原はらに罵ば声せいを浴びせられたことをきっかけに、邪じや悪あくなその正体が分かってきた。谷や原はら雅まさ人とは掛け値ねなしの化ばけ物ものなのだ。最も直接的なやり方で人を喰くらう。彼の触しよく手しゆは他者の魂たましいへと伸ばされている。他者の破は壊かいでしか、自分の存在を実感できない、逸いつ脱だつした価か値ち観かんの持ち主なのだ。

　谷や原はらという暴ぼう走そう列車は、すでに線路を脱だつ線せんしている。彼自身は人間を轢ひき殺せば、元の線路に戻れると思っている。だが、そんなわけはないのだ。脱だつ線せんした列車が元の線路に戻ることはない。あらゆるものを破は壊かいし、人間を潰つぶし、どこかにぶつかり自身が破は壊かいするまで、止まることができない。

　放ほう置ちすれば彼は人を喰くらっていくだろう。貴き重ちようで無む二にの魂たましいを、食べ飽あきたキャンディのようにガジガジと囓かじって捨てるだろう。

　現在の法ほう律りつはどうしてあんなに加か害がい者しやに優しいのか？　誰だれもがそう感じ、不満を抱いているのに、社会は変わることさえない。腐くさった人間は更こう生せいなどせず腐くさり続けるしかなく、それどころか某ぼう学園ドラマの腐くさったミカンのセリフよろしく周りまでも腐くさらせる。

　でもこの世は有う象ぞう無む象ぞうのクズ共が平気な顔して生き延び、蠢うごめき続けている。ひどく穢けがらわしい。

　悪は、強きよう者しやによって、淘とう汰たされなければならない。それこそが、強きよう者しやが弱者を救う、美しい構こう図ずだ。

　ああ、ここまで正義を愛する私は、恥はずかしくもヒーロー願望があるようだ。




　その夜、予備校の帰りに、谷や原はら雅まさ人とに出会った。

　最後にテストを与えた。生きている価か値ちがあるかどうかを調べるテストだ。見事に彼は赤点、いや０点だった。

　だから私は、正義に基づき、谷や原はら雅まさ人とを殺していた。




　まず考えるべきことは死体の処しよ理りだった。いくら道どう理りが正しく、誰だれもが認めてくれる殺人であろうと、今の法ほう律りつでは人を殺して無罪になることはあり得ない。よって隠いん蔽ぺいしなければならない。

　谷や原はらが私を殺そうとしたこともあり、すぐには死体が見つからない場所で死んでくれた。私にとって最も理り想そう的な形は、彼が死んだことさえ判明せず、行方ゆくえ不明扱いになり、事件の存在さえ知られないことだ。

　だが、いつまでも死体が見つからないとも考えにくい。この工場跡あとには、ランタンや毛布等、人が出入りしている痕こん跡せきがあった。おそらく谷や原はらのようなクズ人間が、出入りしているのだろう。

　より見つからない場所に死体を捨てることが望ましい。この状態で発見されれば、犯罪死体の扱いになり、司し法ほう解かい剖ぼうされ、殺人事件として捜そう査さされてしまう。

　死体が発見されず、事件にさえならないことが理想だ。誰だれかに目もく撃げきされることなく、山中に捨てられれば、捕つかまらずに済む。

　しかし私はまだ16歳さいで、自動車の免めん許きよを持っていない。このおぞましい荷物を目もく撃げきされることなく運ぶ手段が思い浮かばない。

　協力者が必要だ。しかしそれは誰だれだ？　両親は……私の正義を認めてくれはしても、死体を見ることで引け目を感じ、自首を勧すすめてくるだろう。高こう尚しような信念を持っていても、気の弱い人間ではダメなのだ。

　尊そん敬けいできる大人おとなを何人か思い浮かべるが、死体を目もく撃げきした時点で怖おじ気けづき、大局を見られずに自首を勧すすめてきそうだった。誰だれも私ほどの正義感は持ち合わせていないし、私を手伝うメリットもない。

　困った。白しら羽はの矢を立てることができない。

　結局対策が思い浮かばず、不安はあったが、一いつ旦たんこの場を離れることにした。もし今この場に誰だれかが来たら、それだけで一巻の終わりだ。

　私はナイフの血を拭ふき取り隠かくし、自分が触れた箇か所しよをハンカチで拭ふき取り、指し紋もんを消す。幸いにも返り血は、黒の制せい服ふくに付いているようには見えなかった。工場跡あとを抜け出し、駅に向かう数分間、人とすれ違うこともなく済んだ。

　さすがに精神的な負ふ担たんがあったのだろう。家に帰って部屋のベッドに横になると、泥どろのように眠ってしまった。







　覚かく醒せい。それと同時に、頭は瞬しゆん時じに回転を始めた。まずはスマホを確かく認にんし、谷や原はらの死体が発見されていないか確かく認にんする。いくつかニュースサイトを回ったが、記事になっている様よう子すはなかった。リアルタイム検けん索さくにも痕こん跡せきはない。

　階段を下りて家族との挨あい拶さつもそこそこに、シャワーを浴びる。シャンプーで頭を泡あわ立だてながら、し損なった死体の処しよ理り方法について考える。

　解体。死体を運ぶときの常じよう套とう手段だが、さすがに気が進まない。元が谷や原はらという怪かい物ぶつであっても、人間の体には違いない。解体による心理的負ふ担たんは相当なものになるだろう。万が一発見をされたときに、事件性があると明確なのもマイナスだ。

　やはりそのまま運び、人目のつかないところに廃はい棄きしたい。結論は変わらない。

　土曜で学校はないので、リビングでニュースを追いながら、スマホで事件に関係のある単たん語ごを検けん索さくし続けることにした。珍めずらしく勉強せずに、スマホをいじり続ける私を家族は不ふ審しんがったが、まさか殺人を疑いはしないだろう。気にする必要はない。

　自動車で死体を運うん搬ぱんしたいが、協力者は相変わらず思い浮かばなかった。今さらながら、半なかば成り行きで谷や原はらを殺したことを後こう悔かいした。もっと計画的に殺害していれば、こんな苦労もせずに済んだだろうに。

　次に排はい除じよすべき人間は、計画的に殺害しよう。

　谷や原はら雅まさ人と並みに、排はい除じよすべきクズ人間か。例えばそれは誰だれだ？

「────」

　それを考えたことで、私はパートナーを思い付く。部屋に戻り、彼を説せつ得とくする手段を考える。現状、私と彼は接点がほとんどない。

　しかし私は、あまりに簡単に、その方法を思い付いた。







　土曜は下準備に費ついやし、日曜。15時きっちりに向かったのは近所のコンビニだ。店内に入り、ＡＴＭを数回にわたり操作し百万円を下ろす。日々の小こ遣づかいを無む駄だ遣づかいせず、お年玉も使わずに貯ため込んだ全ぜん財ざい産さんだ。

　店内に彼の姿すがたが発見できなかったので店の外に出ると、店の制せい服ふくを着て、かったるそうにゴミ出しをしている彼がいた。休きゆう憩けい時間ではないだろうがタバコを吸っている。彼が日曜のこの時間にアルバイトをしていることを、近所に住んでいる私は知っていた。

「山やま崎ざき先せん輩ぱい」

　山やま崎ざき龍りゆう介すけは、タバコをくわえたまま私の顔を見て、不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめる。それにしても知ち能のう指数が下がりそうな下げ品ひんな金きん髪ぱつだ。

「誰だれだテメエは？」

「一年二組で学級委員長をしている秋あき山やま秀しゆう一いちです」

「いや誰だれだよ？　その委員長様が俺おれみたいなのになんか用か？　まさか、タバコを学校にチクるつもりじゃねえだろうな？」

　頭の悪そうな質問には答えず、私は必要なことを尋たずねる。

「山やま崎ざき先せん輩ぱいは車の運転ができると聞きました。自分の車も持っているのですか？」

　コンビニまで黒いワゴン車に乗っているのを見たことがあるので、一応の確かく認にんだ。

　山やま崎ざきは自分の車のことを話すのがうれしいのか、顔をほころばせる。

「ああ、その金を返すためのバイトだ。……なんだお前、俺おれの車が気になってんのか？　助手席に乗ってドライブでもしてえのか？　悪いが俺おれの助手席は股またを開く女子専用だ。ホモはお断りだ」

　私は下げ品ひんな軽口に付き合わず、先ほど下ろしたばかりの百万円を、そのままの状態で渡す。大量の現金に山やま崎ざきは目を白黒させる。

「ちょ、おまっ！　なんだこの金！」

　予想通りすぎる反応に、苦く笑しようを堪こらえるのが大変だった。

　口をあんぐり開けて、アホ丸出しの面つらを晒さらしている山やま崎ざきは、まだ説明らしい説明もしていないのに紙し幣へいを数え出している。目をギラギラと輝かせ、鼻息荒く興こう奮ふんしている様さまは、餌えさを我が慢まんできない豚ぶたそのものだ。このまま脳のう内ない麻ま薬やくに逆らえず、私の思い通りの行動に出るだろう。

「頼み事があるんです。引き受けてくれますかね？」




　工場跡あと地ちの近くにあった、潰つぶれたコンビニの駐ちゆう車しや場じように山やま崎ざきは車を止める。車を目もく撃げきされる心配はあるが、不法駐ちゆう車しやしている車もあるので悪目立ちはしていない。長時間止めてさえいなければ問題はないだろう。

「秋あき山やま、本当に今日きよう一日の作業をすれば、百万くれるんだろうな？　で、なんだよここは？」

　車を止めた山やま崎ざきが、さすがに警けい戒かいしつつ、辺りを見渡す。

「噓うそは吐つきません。それより言った物は、ちゃんと用意できましたか？」

　山やま崎ざきと繫つながりを持つのを避けたい私は、スマホの番号もＬＩＮＥのＩＤも教えていない。いい加か減げんそうな男なので、メモ通りに買い物をしたか不安だった。

「ああ、トランクに積んである。あんなものどうするんだ？」

　トランクを確かく認にんする。大きな黒のビニールシートと、布テープに縄なわ。死体を運うん搬ぱんするための道具だ。

「問題ないようですね。これをあの工場跡あとへと持ち込みます」

「……まあいいが」

　不ふ審しんがってはいるが、百万を前に反論する気はないようで、建物内へと足を踏み入れる。

「うわ、くっせ！」

　山やま崎ざきが言うように、入った途と端たん、魚が大量に腐くさったような臭においがした。谷や原はらめ、さすがゴミのような人間だ。当然のように腐くさると臭におう──などと考えたが反省もした。死体をこの日まで置いてきたが、臭においのせいで、想そう定ていしていたより発見される可能性が高かったことになる。

「おい、あれは！」

　毛布にくるんだ物体が置いてある。毛布には赤い血がこびり付いている。

「死体ですね」

　最初は顔をしかめていた山やま崎ざきだったが、すぐに下げ卑びた笑えみを浮かべる。

「なるほど。俺おれに何をさせたいか分かってきたわ」

　万が一だが、死体を前に怖おじ気けづき、依頼を拒きよ否ひする可能性も考えていた。先に現金を渡したのは、断りにくくするための対策だ。人は、まだ手に入れていないものが得られないことには耐えられるが、一度手に入ったと思ったものを手放すのには、大きな抵てい抗こう感を持つ。

　だがやはり杞き憂ゆうだった。

「そりゃ百万を出すわけだ。安いぐらいだな」

　自首を勧すすめるとは思っていなかったが、こういう反応か。私の顔色を窺うかがうのではなく、死体となった人間を気に掛けるわけでもなく──さらに私からお金を絞しぼり出すことを考えている。

　ここまで欲望に忠ちゆう実じつで、ありがたい限りだ。

「お前が殺したのか？」

「結果的にそうなりますね。正当防ぼう衛えいですが、証しよう明めいする人は居ません」

「なるほどなるほど。なら隠かくすしかないな」

　ニヤニヤと口くちの端はを上げる山やま崎ざきは、大して躊躇ためらいもなく死体に近づいていく。驚くことに自分から毛布をめくった。この抵てい抗こう心しんのなさ、サイコパスではないかと疑念を抱く。

「あ？　……おい秋あき山やま！　こいつ谷や原はら雅まさ人とじゃねえか！」

「ええ、クラスメイトの谷や原はら雅まさ人とです。私がどうして、こんな場所にまでノコノコ来てしまったか分かってもらえましたか？」

「こいつに襲おそわれて、抵てい抗こうしたら運悪く死んだってところか？　しかし、死んでも死なないような奴やつだと思っていたが、意い外がいとあっさり死んじまうもんだな」

「谷や原はら雅まさ人ととあなたは知り合いだったのですか？」

「いや、やべー奴やつって噂うわさを聞いてただけで、絡からんではねえな。何しろ、暴ぼう力りよく団だんが嚙かんでる売ばい春しゆん組そ織しきのリーダーだったって噂うわさもある。俺おれのセンパイの友達も、生なま意い気きだって締しめようとしたら、マジにナイフで刺さされそうになったらしいからな」

　激しい嫌けん悪お感だ。やはり死ぬべき人間だったということだ。

「で、これからどうすりゃいいんだ？」

「死体を毛布ごとビニールシートで覆おおい隠かくして運び出します。凶きよう器きも持ち出します。血けつ痕こんは拭ふき取ったはずですが、一応確かく認にんをして、万が一痕こん跡せきがあったら拭ふき取ります。そうなれば、事件現場がここだと特定できる人間はいなくなるでしょう」

「俺おれ以外は、な」

　それは遠回しな脅きよう迫はくだろう。

「ふふ……」

　思わず聞こえないように含み笑いをしてしまう。

　あまりにも想そう像ぞう通りの反応だ。一ミクロンの狂いもない。

　──ああ、よかった。

　山やま崎ざき龍りゆう介すけをパートナーに選んだのは、本当に正解だった。




　二人で死体をトランクへと詰め込むと、運うん搬ぱんと廃はい棄きを山やま崎ざきに頼み、私は家に帰った。前日に電車、バス、徒歩で移動し、山中に廃はい棄き場所として適切な場所は見つけてきた。指し示じ通りにそこに捨て、穴を掘り埋めてくれれば、谷や原はらの死体は見つかることはまずないだろう。山やま崎ざきにそれだけのことを一人で任せることは大きな懸け念ねん材料だが、私が山やま崎ざきの自動車に乗っている姿すがたを見られる方が危険なので仕方がない。私と山やま崎ざきとの接点はないと思われていた方がいいし、それが最優先だ。

　その判はん断だんが間違っていたとは思えない。私はできる限り最善の策を取った。

　ただ、計算違いが一つだけあった。

　それは山やま崎ざきが想そう定てい以上に無む能のうだったことだ。







　山やま崎ざきが死体を山中に運び込んでから一週間が経たった。週明けの月曜の朝、すっかり習慣になってしまったスマホでのリアルタイム検けん索さくをしていて、私は眠気が吹き飛んだ。例の山中で死体が見つかったという書き込みがあったのだ。ベッドから飛び起き、リビングのテレビに齧かじり付く。ニュースに谷や原はら雅まさ人との死体が、ハイキング客によって発見されたことが報ほう道どうされていた。愕がく然ぜんとして聞いていると、身元はポケットに入っていた学生証しようから分かったとアナウンサーが語った。

　山やま崎ざき龍りゆう介すけ。無む能のうのあいつは、死体を埋めることすらしないばかりか、全ぜん裸らにしろという命令さえ無視した。その上学生証しようを残す？　どれだけ無む能のうだ。少し考えればそれがまずいことだと分かるだろうが！　死体遺い棄きだって大きな犯罪だというのにどんな危き機き意い識しきだ！

「秀しゆうちゃん！　顔色が悪いわよ、どうしたの！」

　母がキンキンとした高音で叫ぶ。相変わらず頭に響ひびく声だ。

　私は必死に息を整え、冷静を装よそおって言う。

「なんでもないよ、母かあさん。……学校に行ってくる」

　しかしその声は震えていた。母の指し摘てき通り、顔色も真まっ青さおなのだろう。

「無む茶ちやしないの！　そんな様よう子すでなんでもないわけないじゃない！」

　実際私は、冷静になれず、激情と戦っていた。恐きよう怖ふや不安は二の次だ。侮ぶ蔑べつ。憎ぞう悪お。憤ふん怒ぬ。私を震わせているのはそういう感情だった。

　クズは本当に優ゆう秀しゆうな人間の足を引っ張ることしかしない。役に立たないどころか邪じや魔まだ。ただ世界を汚よごしている。

「秀しゆうちゃん……今日きようは休みなさい」

　尋じん常じようではない私の様よう子すに、多少の熱でも学校を休ませてくれない母がそう口にする。あり得ないことではあるが、今日きよう欠席することで、怪あやしまれてしまうのではないかという不安がよぎる。

　落ち着こうと、息を吐く。

　あの工場跡あとの景色けしきが頭の中に入り込む。谷や原はら雅まさ人とを刺さしてから、頭の中はあの場所から離れない。まるで魂たましいを縛しばり付けられているようで、不本意だ。なぜ正しいことをしたのにこんな目に遭あわなければならない。

　突とつ如じよ、目の奥の痛みと共に、白と黒が脳のう裏りに飛び込んでくる。白と黒の粒りゆう子しは、皮ひ膚ふを這はって毛穴から入り込み、痒かゆみと共に私を侵おかしていく。

　ああ、あの工場には何に使うのか知らないプレスがあった。何を潰つぶせるのだろう？　何を潰つぶせるのだろう？

　何を潰つぶしたいのだろう？




　巨きよ大だいなプレス。奴やつらを押し潰つぶすプレス。眼球も骨も爪つめも内ない臓ぞうも生せい殖しよく器きも血でぐちゃぐちゃにして押し潰つぶすプレス。形のなくなったその肉片をブルドーザーでかき集める。ぐちゃりぐちゃり。わざと音を立てる。卑ひ猥わいで心地ここちいい音だからだ。ぐちゃりぐちゃり。聞こえるはずのない悲鳴をイメージし、楽しみ、肉片を肉にく団だん子ごに。赤だか黒だかピンクだか分からない色をしている肉にく団だん子ご。共食いだ。それを無む理り矢や理り奴やつらに食わしてやろう。泣きながら、しかしそのうまさに狂きよう喜き乱らん舞ぶしろ。そうだ、うまいだろう？　ぐちゃりねちょりぐちゃり。奴やつらは下げ品ひんに音を立ててそれを食う。発はつ狂きようしながらそれを食う。肉にく団だん子ごの正体に気付いた奴やつらは、まだプレスする前の仲間も食い始める。おいしいから我が慢まんできない。奴やつらは欲望の前に我が慢まんができない。生きながらにして喰くわれる。痛みで叫ぶ。誰だれも助けない。奴やつらには共感能力がないので人の痛みが理解できない。私はそれを見て笑っている。肉にく団だん子ご。お前らは所しよ詮せん肉にく団だん子ごでしかない。そこにある巨きよ大だいな肉片も、お前らも差さ異いのない肉の塊かたまり。魂たましいのない塊かたまり。共食いの末に生き残った最後の一人が言う。このおいしい肉にく団だん子ごはどこですか？　私に尋たずねる。出してください！　また肉にく団だん子ごを出してください！　私に懇こん願がんする。私は肉にく団だん子ごの場所を指さす。そいつは私が示した肉にく団だん子ごを食べる。おいしそうに食べる。歓かん喜きして発はつ狂きようして食べる。自分の肉を。自分自身を。私は腹を抱えて笑う。そうだ。お前らはいつもお前ら自身を食い物にしている。それを親切心で示してやった。私はお前らがそういう存在であることを示してやった。




「秀しゆうちゃん！」

　母親の叫び声で妄もう想そうの世界から舞い戻った。

「母かあさんの言うように、休んだ方がいいみたいだ……」

　呟つぶやくと、よろよろと自分の部屋に向かった。真まっ直すぐに歩けない。先ほどのイメージで、エネルギーを放出しすぎているようで、まともに思し考こうもできない。

　ベッドに横たわり、深しん呼吸をして心を落ち着けようとする。しかし脳のうの電気信号がすっかり暴あばれて、やけに痒かゆくて、頭を搔かきむしる。

　落ち着かない。グロテスクなイメージが止まらない。

　白と黒。点てん滅めつ。高層ビルの屋おく上じようから下げ界かいを見るように、私は引き寄せられ、吸い込まれていく。奴やつらを淘とう汰たすることの魅み力りよくに絡からめ取られる。

　千のナイフ。血のシャワー。歪ゆがんだ肉粘ねん土ど。

　頭を振る。妄もう想そうを追い払おうとする。頭を空からっぽにしてしまえば入り込んでしまう！

　──入り込む？

　それではまるで、自分の思し考こうでないような言い方ではないか？

　私自身感じている。この思し想そうは危険で異常であると。望んではいないと。それなのにどうして止められない？

　分からない。自分が分からない。

「くっくっく……」

　突とつ然ぜん笑い声が聞こえる。人を小こ馬ば鹿かにするような笑い方だ。

「なんて不完全だ。分からないだと？」

　ベッドから起き上がり、辺りを見渡す。

　絶ぜつ句くした。

　どこだここは？　なんだここは？

　まるで巨きよ大だいな怪かい物ぶつの心しん臓ぞうの上に立っているようだ。そこかしこで赤黒いものが脈みやく打うっている。血の臭においがするマグマが噴ふき上がっている。何かが腐ふ敗はいしたような臭においもする。塵ちり芥あくたで空気が淀よどんでいて、はっきりと前が見えない。何か世界にとって重要な物が停てい滞たいしている。

　ああ醜みにくくて吐き気がする。

　それなのに酷ひどく興こう奮ふんする。鼻息が荒くなり、その場で跳び上がりたくなる。

　そうだここは、先ほどの工場ではないか。現実？　妄もう想そう？　分からない。境きよう界かいが曖あい昧まいになっている。

「よくも俺おれたちを潰つぶしてくれたな」

　谷や原はら雅まさ人とが目の前にいた。その登場は唐とう突とつであるのに、私はそれをごく自然に受け入れた。

「潰つぶした。確かに潰つぶした。でも、それがなんだ。アレもコレも妄もう想そうだ」

「妄もう想そうねえ。ずいぶんとタチの悪い妄もう想そうをするもんだな。お前は清せい廉れん潔けつ白ぱくな優ゆう等とう生せいじゃなかったのか？」

　谷や原はらは嘲ちよう笑しように顔を歪ゆがめる。

「……うるさい肉め。ここが私の妄もう想そうの世界なら、私の思い通りになる。君なんて簡単に潰つぶしておいしい肉にく団だん子ごだ」

「くく……やってみろよ」

　抵てい抗こう感などない。私は谷や原はらへと巨きよ大だいなプレスを落とした。ぐちゃり！　柔やわらかいものが潰つぶれる音がして、辺りに赤いものが散らばる。あっけない。

　ひどくあっけなく、私が潰つぶれていた。

「なぜ？」

　映えい像ぞうに整合性も何もない。だが現に私は潰つぶれている。声せい帯たいもクソもないが、私はもう一度「なぜ？」と呟つぶやく。

「タチの悪い妄もう想そうだろ？」

　なぜ妄もう想そうにしても、こんな始し末まつの悪いグロテスクなものなのか？　なぜ谷や原はら雅まさ人とが当然のようにいるのか？

「まさか……！」

　私は谷や原はらの言葉の意味をようやく理解した。

「侵おかされているという自覚はあったんだろ？　簡単なんだよ。なまじ俺おれには肉体がないから、簡単に入り込める」

　谷や原はらは不ふ愉ゆ快かいな嘲ちよう笑しようをやめない。

「コレはお前の妄もう想そうじゃない。お前の思し考こうはお前のものじゃない。もうお前はお前じゃない」

　肉片になった私を踏み潰つぶす。

「この世界は俺おれの支配下だ」




　目を覚ました。ひどく気分が悪い。嫌いやな夢を見ていたがもう思い出せない。

　だけどなぜだろうか？　嫌いやな夢だったことは間違いないのに、妙みようにすっきりしている。高熱から解放されたときの爽そう快かい感に似ている。しかしその爽そう快かい感と引き替えに、明らかに何かを失っている。ごっそりと。取り返しが付かないほどに。

　しかしそれで構わない。必要のない執しゆう着ちやくから解放された。人間は変化を恐れる動物であり、その性質が拒きよ絶ぜつ反応を引き起こしているに過ぎない。

　倫りん理りへの固こ執しつは消え去った。

　ああ……歓かん迎げいする。

　私の前に開かれた──

　──アタラシイセカイ。







　不ふ思し議ぎな夢は神の恩おん寵ちようだったのだろうか？　それからの私は、何をするにも絶好調だった。問題集を解くのにも、読書の際の理解力も、例の計画の進行も、何もかもが好調だ。明らかに以前より集中力が増している。ノイズが混じらず、迷いなく、一つのことに没ぼつ入にゆうできる。

　優先順位をしっかりと持てている感じだ。意い識しきはしていない。しかし無む意い識しき下でしっかりとした法ほう則そくが作られているようだ。

　放ほう課か後ご。教室には西日が差し込み、クラスメイトたちの影を浮かび上がらせている。しかし私は、クラスメイトたちの個別の顔がもう判別できない。どうでもいいことだと、脳のうが処しよ理りを怠おこたっている。

　その中で、まだ顔が残っている人物がいる。

　その人物に確かく認にんせねばならない。

「柊ひいらぎ君。聞きたいことがあるのだけど、いいかい？」

　柊ひいらぎ耕こう太た。知る限り、谷や原はら雅まさ人との唯ゆい一いつの友人。

　見たところぼうっとした凡ぼん人じんで、排はい除じよすべきような人間ではない。しかし、あの谷や原はらと仲が良かった事実は、それだけで注意に値あたいする。

「生前、谷や原はら君と一番仲良かったのは君だと思っていいかな？」

　私は彼に探りを入れてみた。谷や原はらと同種であるなら、当然淘とう汰たせねばならない。




「谷や原はら君が危ない遊びをしていたというのは本当かな？　ええと……遊びというのは広い意味でだ。事件に巻き込まれてもおかしくないだけの理由になるものだ。ほら、写真週刊誌に色々載のっていただろう？　君はまったく知らなかったのかい？」

「覚かく醒せい剤ざいについては知ってはいたよ。でも、暴ぼう力りよく団だんとの付き合いだとか、売ばい春しゆん組そ織しきだとかは知らない。そういう気け配はいもなかった。デマじゃないかと俺は思う」

「君は谷や原はら君と一いつ緒しよに遊んだりする仲ではなかったのかな？　不ふ良りよう仲間に引き込まれるようなことはなかったかな？」

「そうだね。遊びに誘さそうこともないし、タバコを勧すすめたりもしないし、昼食さえ一いつ緒しよに食べなかった。近くにいたら喋しやべるし、タイミングが合えば一いつ緒しよに帰る。でも、絶対に強要はしないし、自分からは誘さそわない。そういう感じだったよ。きっと俺おれが付き合いたくないと避けるようになったら、話しかけもしなくなったと思うよ」




　言葉を吟ぎん味みしてみたが、覚かく醒せい剤ざいのことを知っていて黙だまっていたこと以外は、特に問題のある発言はない。とはいえ、やましいことを疑われないがために、とぼけている可能性はある。

　それに谷や原はらを慕したっていたのは間違いないようだ。

　現状の判はん断だんとしては、最優先でマークする必要はない。そういったところか。

「あのさ、どうしてそんなことを？」

　私の脳のう裏りにセリフが浮かぶ。

『君が殺されても、おかしくない状じよう況きようもあり得るのではないかと思っている』

　こいつは排除するほどの悪かもしれない。

　そう、私は排はい除じよするべき人間を知っておかねばならない。それが谷や原はら雅まさ人とを殺して、凡ぼん庸ようの人間から進化した私の使し命めいだ。

　だが、それを口に出してしまってはまずい。自らの正義を疑ってはいないが、すぐに世せ間けんが理解してくれるものだとも思っていない。遙はるか昔に地ち動どう説せつを唱となえたガリレイが裁さい判ばんに掛けられたように。

「私は谷や原はら君が殺された原因が、危ないことに手を出していたからだと考えている。そうなると友達である君も、同じような目に遭あうこともあり得るのではないかと、そう考えてしまったのだ。的まと外はずれだろうか？」

　この言い回しなら、別の意味に捉とらえられることが分かっていて、本ほん音ねを言う。

「そう、私はね──君が殺されても、おかしくない状じよう況きようもあり得るのではないかと思っている」

　決して頭がいいとは思えない柊ひいらぎ耕こう太たが、私の本意を分かるわけがない。

　だが、思いの外、柊ひいらぎ君はその言葉に反応していた。

「……ぼうっとして、どうしたんだい？」

「い、いや──」

　意い外がいと聡さとい人間なのか？　凡ぼん庸ようなふりをしているのか？　実は隠かくしているだけで、谷や原はらと同種の排はい除じよすべき人間なのか？

　どうやら先ほど考えたよりは、警けい戒かい度どを上げた方が良さそうだ。

　とりあえず適当に会話をし、その場を取り繕つくろった。だが、退散しようとしたとき、あり得ないことが起こった。

「おい、秋あき山やまはいるか？」

　あの役立たずが、大声で私を呼んでいる。

　ふざけている。できる限り接点があることを隠かくそうと説明したはずなのに、こんな堂々と現れるとは……。本当に役立たずは役立たずでしかない。

　しかし拒きよ否ひするわけにもいかない。私は柊ひいらぎ君になんでもないことのように話して、山やま崎ざきの元へと向かった。




　山やま崎ざきは人が来ないという理由で、私を視し聴ちよう覚かく室しつにまで連れ出した。本来鍵かぎが掛かっているのだが、山やま崎ざきが鍵かぎ穴あなに適当に針はり金がねを通しただけで扉とびらは開いた。長なが机づくえには空あいたスナック菓が子しの袋ふくろや飲みかけのペットボトルが置いてあり、普段から山やま崎ざきやその仲間たちが利用しているであろうことが推すい測そくできた。

　大きなプロジェクターの前に立った山やま崎ざきは、政治家が演えん説ぜつするように手を広げた。

「俺おれの境きよう遇ぐうを話そう。うちは母ぼ子し家庭なんだ。母親は悪い男に騙だまされ逃げられ、17のときに未み婚こんのまま俺おれを産んだ。母親は両親とも、つまり俺おれのじいちゃんばあちゃんとも、その時の諸もろ々もろで縁えんを切られてな、女手一つで俺おれを育ててきた。昼はスーパーのレジ打ち、夜は水商売をしていて体ももうボロボロだ。たまには贅ぜい沢たくをさせてあげてえ。焼肉を一いつ緒しよに食えたら最高だな。そんな風ふうに思うわけだ」

　この世にいるすべての人間が興きよう味みのない話だ。

「早く結論を言ってもらっていいですか？　つまり追加でお金が欲しいという話ですよね？」

「おお、理解が早い！　さっすが学級委員長様！」

　山やま崎ざきがさらに金をせびることなど、死体を見たときの反応で分かっていた。今さらだ。

　だが、もちろん金などない。山やま崎ざきに渡した百万は、これまで無む駄だ遣づかいをせずに貯ため込んできた全財ざい産さんだ。

「山やま崎ざき先せん輩ぱい。私にはもうお金はありませんよ」

「ほう？」

「失敗を指し摘てきするようで恐きよう縮しゆくですが、私の指し示じ通りに埋めなかったせいで、死体が見つかってしまったのですよ。お互い不満はあるでしょうが、それで手打ちにしませんか？」

「はあ？　俺おれがちゃんと埋めなかったって証しよう拠こがあるのかよ？　獣けものにでも掘り起こされたんじゃねえの？　そもそも心配しすぎなんだよ。犯行現場さえ特定されなきゃ、絶対お前が殺したなんて分かんねえよ」

　この男には危き機き管理意い識しきというものがないのだろうか？

「ま、俺おれが車で運ばなきゃ、お前が犯人だってすぐ分かっただろうけどな。おかげで俺おれは罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれる日々だ。昼しか眠れねえ。はあ……かわいいまーくんを山に捨てさせてお前はマジ外げ道どうだよ。あーマジ自首しちゃおっかなあ」

「先せん輩ぱい。犯行が発覚して困るのはお互い様ではないですか？　死体遺い棄きは大たい罪ざいですよ」

　山やま崎ざきはせせら笑う。

「笑わせるなよ。確かに困る。だがそんなのは関係ない。お前は絶対に事実を知られるわけにはいかない。重要なのはその点だけだろ。わずかな可能性だって無視できないだろ？」

　悪わる知ぢ恵えだけははたらく男だ。確かにさきほどの言葉は脅おどしになってなどいない。銃じゆうを突き付けている相手に、「私を殺したら刑けい務む所しよに入れられるぞ」と言っているようなものだ。どっちが主導権を握っているかは言うまでもない。

「……いくら欲しいのですか？」

「とりあえず百万だ」

　とりあえず。

　頭に付けたその言葉は、これから先も要求し続けることを意味している。

「学生の私が、すぐにそんなお金を用意できると思いますか？」

「おもしろいことを言うな。その事情は、何か俺おれに関係あるのか？」

　チャイムが鳴る。山やま崎ざきはにやついて私の肩を叩たたく。

「頼むぜ殺人鬼き」

　そう言って、片手を上げて視し聴ちよう覚かく室しつを出る。

　扉とびらを閉める音が部屋に響ひびき渡ると、静せい寂じやくで満たされる。その静せい寂じやくは、まるで私が沈ちん黙もくしていることを咎とがめているようで、だから私は無理に口を開いた。

「はは……」

　愉ゆ悦えつが漏もれた。

　すると、

「あはははははははははは！」

　あまりに滑こつ稽けいだ。

「関係ない？　なるほど確かに関係ない！」

　山やま崎ざきは微み塵じんも疑っていない。自分が奪うばう側であると疑いもしていない。百万？　払うわけないだろう。奇くしくも山やま崎ざきは口にした。絶対に事実を知られるわけにはいかない。重要なのはそれだけだと。

　その通りだ。

　──これから死ぬ人間に、金も他のことも何も関係ない。

　元より決めていたのだ。死体の運うん搬ぱんを崇すう高こうな人間に頼めず、協力者が用意できないと分かったときに考えついた。

　運うん搬ぱん者も処しよ理りできる人間ならば何の問題もない。

　模も範はん的クズである山やま崎ざきを殺し、証しよう拠こを隠いん滅めつする。真実を知るものは誰だれもいなくなる。

　それなのに自分の立場が上であると勘かん違ちがいしている様は、ああ、愛いとおしくて笑える。

　山やま崎ざき龍りゆう介すけ。

　お前は私の用意した穴に落ちて死ね。







　工場。ここはあの工場跡あと。

　私はあのときのようにそいつと対たい峙じしていた。そいつを殺そうとナイフを持っている。

　そいつはナイフにたじろぎもせずに、心しん臓ぞうを指して挑ちよう発はつする。しかしその程度で引くわけがない。元より殺人を覚かく悟ごしていたのだ。

　私はそのまま突っ込み、谷や原はらの胸を刺さした。

　手て応ごたえはあまりない。だがそれが本物の感かん触しよくらしかった。人の肉というのは思ったよりも柔やわらかくて、意い外がいと手て応ごたえはないのだ。

　ナイフを谷や原はらの体から静かに抜いた。血しぶき。返り血は私の顔を真まっ赤かに染め、視し界かいを埋める。ベタベタする温かい液体は単純に不快だ。

　谷や原はらの体はずるずると崩くずれ落ちる。

「君は淘とう汰たされるべき人間だ。取り返しの付かない罪を犯おかす前に、死ぬのが世せ間けんのためだ」

「そうかい」

「なに……？」

　即そく死しすべき傷を負ったはずなのに、何もなかったように立ち上がる。

「分からないのか？　お前にそんなことはできない」

　谷や原はらは血をダラダラと流しているのに、私を見下ろしている。

「虫の息のくせに強ごう情じようを張るな！」

　もう一度刺さした。いや、その肉の柔やわらかい感かん触しよくに満足できず、何度も刺さした。

　だけど谷や原はらはへらへら笑いながら、おどけて立ち上がる。その外傷とは裏腹に、平然としている。

「ふざけるな……なんで死なない！　死ね！　死ね！　死ねよ！」

　刺さす。刺さす。刺さす。

　起き上がる。起き上がる。起き上がる。

「なんで……なんでだ！」

　どんなに刺さしても、谷や原はらは死なない。血ち反へ吐どを吐きながら、大だい腸ちようをはみ出させながら、飛び出てしまった眼球で私を見て嘲ちよう笑しようする。

「俺おれを殺せるわけがない。お前が生きている限り。そういうシステムだ」

　舌したを垂たらして言いながら、谷や原はらは私を指した。

　怪け訝げんに思いながらも、自分を見る。

「な！」

　私の体はずたずたにされていた。谷や原はらと似たように──違う。まったく同じように。

「なぜ？　なぜこんなことになっている！　谷や原はら、君は何をした！」

「俺おれが何をしたか？　くく……俺おれは何もしてやしない」

「じゃ、じゃあ……これはなんだ？　なんで私はこんなに傷だらけになっている！」

「おやおや。まだ分からないのか？　ナイフを持っているのは誰だれだ？　攻こう撃げきできたのは誰だれだ？　残念なキチガイは誰だれだ？」

　言うまでもなくそれは──

「そう、お前だ。お前自身が傷付けたんだ」

　谷や原はらは血に濡ぬれた手で、私の頰ほおを撫なでる。

「なあ兄弟。俺おれを殺したかったら、自分自身を抱えて崖がけから地じ獄ごくに飛び降りろ」

　私がその意味を理解し、呆ぼう然ぜんとした顔がよほどおもしろかったのだろう。谷や原はらは堪こらえ切れなくなり、内ない臓ぞうをはみ出させた腹を抱えて大笑いする。

「あはははははははははははははははは！」

　笑い続ける。

「あはははははははははははははははは！」

　気付くと私も笑っている。

　おかしくてしょうがなくて笑っている。

　同意い義ぎだからだ。

　谷や原はらが笑うことは私が笑うことと同意い義ぎだからだ。

　声は重なり、一体化する。元よりそれは一つだった。すでに肉体のない谷や原はらからは声など出るわけもなく、私がただ一人笑っているだけだった。

　鏡かがみ合わせの私たちは左右に反転している。私たちはまるで逆だ。しかし逆とは、ある意味では同じだ。愛を反転させたものである憎にくしみが、同一と言えるほど近きん似じしたものであるように。

　黒と白は同化する。

　その認にん識しきにより、私はより強化される。

　私は、私を確立できたのだ──。







　私はちょうどいい『踏み台』を見つけ、計画を始し動どうすることにした。これは予想していたことではなく、僥ぎよう倖こうだった。頭は冴さえ渡っていて、その集中はチャンスを逃のがさない。あとは天てん井じように縄なわをくくりつけ、『踏み台』の上に山やま崎ざきを乗せるだけだ。

　順調であることに高こう揚ようし、早足に下校を始めた私は、そこで予想を超えたものを目もく撃げきする。

　思わず息を吞のんだ。

　──柊ひいらぎ耕こう太たと松まつ見み璃り々り子こが会話をしている、だと？

　松まつ見み璃り々り子こ。私が注意を払っている人物の一人だ。害こそないが、生きている意味もない無む機き物ぶつ。無む機き物ぶつであるから人間との接点を持てない。

　その無む機き物ぶつに対して柊ひいらぎ君は、親しげに松まつ見み璃り々り子こに話しかけている。

　なんだこの構こう図ずは？

　これは見み逃のがしていいことではない。私は急いで柊ひいらぎ君に駆かけ寄り、松まつ見み璃り々り子こと親しいのか尋たずねた。

「親しい、かどうかは分からないけど、何度か話したことはあるよ」

　無む機き物ぶつと何度も話した、だと？　それはどういうことだ？

　得え体たいの知れない違い和わ感かんがある。柊ひいらぎ君がそこら辺にいる凡ぼん庸ような人間でないことが、理り屈くつではなく本能で感じ取れる。

「君はそういう人間に関わる癖くせがあるのかな？」

　感情を隠かくし、尋たずねる。

「そういう人間？」

「言い方は悪いが、問題のある人間だよ。松まつ見み璃り々り子こ、谷や原はら雅まさ人と、それから香こう月づき美み紀きも含まれるか」

「意い識しき的に変な人と付き合っているつもりはないけど……」

「けれど、そういう人間とやけに親しい。そして彼ら以外に、親しい人間もいない」

「あまり親しい友達がいないのは確かだけど……」

「敢あえて問題のある人たちと付き合っているわけではないと？　それとも君には、そういう人たちからすると、魅み力りよくがあるのかな？」

　柊ひいらぎ耕こう太たは一見無害そうな人間だ。谷や原はら雅まさ人とと交流があったことで警けい戒かいしているが、そうでなければチェックさえしなかっただろう。

　だからこそ、ゆゆしき問題だ。

　もし柊ひいらぎ君が谷や原はらや山やま崎ざきのように、淘とう汰たされるべき人間なのだとしたら、私が現在見み極きわめられていない人間の中にも、問題のある人間が紛まぎれ込んでいることになる。だとすると、私が殺すべき奴やつらの範囲は、相当に伸びる。切りがなさ過ぎる。

　私は、どこまで粛しゆく清せいすればいい？

　ふと、柊ひいらぎ君が目を丸くして自分を見ていることに気付いた。いけない。感情が表おもてに出ていたか。

　息を吐き、表情を柔にゆう和わなものにさせる。

「失しつ礼れい。どうも妙みようなことを口にしてしまったようだ。忘れてくれ。どうもあんな事件があったせいで神経質になってしまっているようだ」

　神経質になりすぎているだけなら、どれだけいいか。

　そもそもどうして、柊ひいらぎ君が谷や原はらと親しくしていたか、それから考えなければならない。谷や原はらと親しくすることでのデメリットはいくらでもある。実際柊ひいらぎ君は、クラスメイトに警けい戒かいされ、友達らしい友達ができずにいる。不ふ良りよう生徒と付き合いがあるということで、教きよう師しにも受けが悪い。

　しかしそれでも親しくした。相当のメリットがなければそうはしないはずだ。

　単純に考えれば、利用価か値ちがあったから付き合っていた、ということになるだろう。

　──利用価か値ち。例えば覚かく醒せい剤ざいに興きよう味みがあった？　谷や原はらが提てい供きようする女とセックスしたかった？　いや……そんな分かりやすい欲望があれば、柊ひいらぎ君が害のある人間だと見抜ける。そうでないから問題なのだ。

　ならば他のメリットはなんだ？　せいぜい谷や原はら雅まさ人との殺人欲求を煽あおって、誰だれかを殺す程度にしか使えないのではないか？　そんなのは悪あく魔までもなければ望まな──

　──誰だれかを殺すだって？

　無視できる暴ぼう論ろんか？　何せ私は実際殺されかけたのだ。揺ゆるぎようのない事実があるのだ。

　……もしもだが、谷や原はらの行動を操そう作さすることができたとしたら？

　さっきの光こう景けいを思い出せ。柊ひいらぎ耕こう太たは機き械かい少女、松まつ見み璃り々り子こと親しそうに話していた。自じ称しよう魔ま法ほう使つかい、香こう月づき美み紀きとは、付き合っている様よう子すさえある。まさか二人から人間の操そう作さ方法を学んでいる？　それは発はつ想そうが飛ひ躍やくしすぎか？　……だが、そこまでいかなくとも、柊ひいらぎ君に特とく殊しゆな事情があることはもはや疑いようがない。

　そう、柊ひいらぎ耕こう太たには明らかな違い和わ感かんがある。普通の人とは何かが違う。

「柊ひいらぎ君のことが心配なんだ」

　私はその言葉で柊ひいらぎ君を試した。もし懸け念ねんするような人間なら、この言葉の本意を理解するかもしれない。

　柊ひいらぎ君が通常の受け止め方をすることを願った。この世界に瞬しゆん時じに把は握あくできないような、狡こう猾かつな悪がいることを信じたくはなかった。

　だが非常に残念なことに、言葉の不快さに柊ひいらぎ君は顔を歪ゆがめた。明らかに言げん外がいの意味を感じ取っていた。

「心配ってどういう意味？」

　ごまかそうとしているのか、とぼけた質問をしてくる。

「うん？　君が事件に巻き込まれないか心配だという意味だよ。それ以外にあるかい？」

　これまでの柊ひいらぎ君の様よう子すから考こう察さつする。おそらく柊ひいらぎ君は卓たく越えつした読どく心しん術じゆつを持っている。そうでないと説明できないことが多すぎる。

　さて、もう一度検けん討とうしよう。

　谷や原はらを柊ひいらぎ君が操そう作さすることは可能だったか？

　答え、可能。彼ほどの読どく心しん術じゆつがあれば、相手が自分の言げん動どうに、どういった反応を返すか予想できる。それを応用すれば、相手に影えい響きようを及ぼす言げん動どうを、意い識しき的に取ることが可能だ。

　どの程度までその能力が及ぶのかはまだ分からない。だが、これだけは確実だ。

　谷原雅人の殺人に干渉することが、柊耕太はできた。

　動どう機きだが、それは難しくない。それだけの能力があれば、その力を試したくなるのが人間というものだ。そして、普通の人間を操そう作さするより、谷や原はらのような異常者を操そう作さする方が楽しいに決まっている。

　未いまだに私への嫌けん悪おを見せている柊ひいらぎ君に尋たずねる。

「どうしたんだい？」

「……じゃあ、もう帰るから」

　柊ひいらぎ君は答えず、逃げるように私の前から去った。私の考えていることの一いつ端たんが分かったのかもしれない。

　柊ひいらぎ君が、谷や原はらの行動にどの程度影えい響きようを及ぼしたかは分からない。しかし、結果だけははっきりとしている。

　──柊ひいらぎ耕こう太たのせいで、私は殺されかけた。

　許しがたい悪あく行ぎよう。

　排はい除じよするべき悪人。

「……次だ」

　山やま崎ざき龍りゆう介すけの次に排はい除じよするのは、柊ひいらぎ耕こう太ただ。




　さて、決定していたことが実行されただけなので、これは余談だ。

　この日の夜、山やま崎ざき龍りゆう介すけは学校の屋おく上じようから落下し、死亡した。

　死ぬべき人間は死ぬ。

　それだけの話。

　私は山やま崎ざきが落下していく様よう子すを、学校の駐ちゆう車しや場じようから特別な感かん慨がいもなく眺ながめながら、これから柊ひいらぎ耕こう太たをどうやって追いつめていくか考える。













　　　柊耕太の閉じた世界　［Ⅲ］







　学校には、美み紀きさん曰いわく、結けつ界かいがある。

　なんでも、学校に無関係な人間は、自然と避けてしまう作りに学校はなっているらしい。それは生徒がいる昼でも、いない夜でも同じとのことだ。すでに結けつ界かいへの耐たい性せいがあるＯＢが、夏に花火をしに潜もぐり込むことぐらいはできるようだが、基本的に常じよう識しき的な人間であればあるほど、学校にはなかなかに入ってこられない。

　だから深夜の学校で、山やま崎ざき龍りゆう介すけの転落死を目もく撃げきした者も、当然現れなかった。

　警察は遺い書しよなどが見つからないことから、自殺の可能性は低いとしている。事件性も低いと判はん断だんし、事故死の線で基本的には捜そう査さしているとのことだ。その根こん拠きよとして、屋おく上じようの柵さくを取り替えるために、古い柵を取り払っていて現在は何もなく、事故が起こりやすい状じよう況きようだったことがあげられている。

　まったくいい加か減げんだ。一号棟とうの屋おく上じように、何の用事があって夜中に訪れ、何をするつもりで転落したか、まともな理由を教えて欲しい。山やま崎ざきが不ふ良りようだったからあり得る、という思し考こう停止はして欲しくない。

　警察がどう言おうと、これは殺人事件だ。しかも雅まさ人とと山やま崎ざきを殺した奴やつは同一犯だ。

　根こん拠きよがなくても確信している。それ以外の可能性は考えられない。

　妄もう想そう？　妄もう想そうだとして、何か問題あるだろうか？




　一週間の休校の後、学校は再開された。再開した初日こそ、山やま崎ざきの死について誰だれもが根も葉もない噂うわさをしていたが、翌日の今日きようにはもう大して話題にも上がらなかった。芸げい能のう人じんの不ふ倫りんよりもよっぽど興きよう味みを持たれていなかった。

　雅まさ人との時と同じだ。山やま崎ざきは自分たちと関わりがない不ふ良りよう生徒と認にん識しきされていて、死のうが関係ないと思われているのだ。

　スマホのスイッチを入れれば、ＳＮＳで自分との距きよ離りが近い人間がたくさんいる。毎日メッセージを送り合っている顔の知らない人間と、同じ学校にいる会話もしたことのない不ふ良りよう生徒、どちらが近しい存在なのか？　こんなに人の情報が溢あふれている社会で健全に生きるには、無関心になる技術が求められる。雅まさ人とや山やま崎ざきを自分の外に追いやることなんて、比較的簡単な技術だ。うざかったら現実だろうと、ＳＮＳだろうと即そくブロック。

　放ほう課か後ごになり、教室は騒さわがしくなる。俺おれが無言で教室の床を拭ふいていると、美み紀きさんが廊ろう下かの窓から顔を向けてきた。美み紀きさんはあの日から、髪かみを束たばねずにほどいたままでいる。

「じゃあね、耕こう太た君」

　それだけ言って、前みたいに俺おれを待つこともなく去って行く。

　美み紀きさんに口づけをされたあの日から、俺おれたちの関係は変わってしまった。前のように美み紀きさんと一いつ緒しよに帰ることも、昼食を食べることもなくなった。

　別れ話をしたわけではない。今までは美み紀きさんによって作られた、不自然な関係だった。きっとこれが適切な距きよ離りなのだ。

　掃そう除じを終え、下校する。

　これからどうしたらいいだろう？　もちろん雅まさ人とを殺した犯人について知りたいが、俺おれみたいな素人しろうとに何ができるのだろう？

　校門までたどり着くと、なぜかちょっとした人だかりができていた。またマスコミ取しゆ材ざいでも受けているのだろうか？　人の輪に加わらない人たちも、通り過ぎる前にちらりとその中心を一いち瞥べつしている。俺おれも多分に漏もれず、一いち瞥べつだけして立ち去ろうとした。

　そこにいたのはマスコミではなかった。他校の女生徒が苦しそうにうずくまっていた。どうやらその人を介かい抱ほうしようか、どうしようかと、そんな様よう子すで人が集まっているようだ。

「……あ」

　女子生徒は、前にここで雅まさ人とのことを聞いてきた人じゃないか。

　思わず声を出したせいで、真まっ青さおな顔をした彼女と目が合った。女生徒は俺おれを見ると、驚くように目を大きく見開いた。おかげで俺おれは人だかりに注ちゆう目もくされてしまう。

「柊ひいらぎ……こうた、君？」

　名前を知っていることを怪け訝げんに思いながらも頷うなずく。

「谷や原はら雅まさ人とと親しかった、柊ひいらぎ耕こう太た君だよね？」




　椅い子すが垂すい直ちよくの、昔ながらの喫きつ茶さ店てんには、他にタバコを吸っているおじいちゃん一人しか客がいない。場違いなことに気き後おくれしつつ、出された水を飲んで彼女を観察する。

　彼女がしゃがみ込んでいたのは、気分が悪くなり目眩めまいがしていたからのようだ。その気分の悪さは治まったようだが、彼女は怯おびえているようにずっとビクビクしている。

「あの、私、須す藤どう志し帆ほって言います」

　聞き覚えのない名前だった。

「初しよ対たい面めんだよね。どうして俺おれの名前を知っているの？」

「それは──」なぜか後ろめたそうに顔を逸そらしてから続ける。「私、谷や原はら雅まさ人とのことについて聞き込みをしていたんですけど、それで名前を知ることができました」

　何か不自然な態度だが、噓うそを言っているようにも見えない。

「友達なら谷や原はら雅まさ人とのことを知っていると思って、柊ひいらぎ君を捜さがしていたんです」

「そこまで体調が悪そうなのに？」

「……すみません。最近、体調が悪くて、すぐ目眩めまいがするんです」

「でも、不調な体を押してでも、雅まさ人とのことが知りたい？」

　須す藤どうさんは小さく頷うなずく。

「どうしてそんなに知りたいの？」

「……身近で起きた殺人事件なので、野や次じ馬うまな気持ちが抑えられなくて──」

「それは噓うそだよね」

　俺おれに下へ手たくそな噓うそは通じない。

「須す藤どうさんは野や次じ馬うまにしては、せっぱ詰まりすぎてる。雅まさ人とのことを知りたいはっきりとした理由があるはずだよ」

　断定され、須す藤どうさんはまた青ざめる。

　ふと思い至る。もしかしたらこの人は、雅まさ人とが殺された事件のことを、多少なりとも知っているのではないだろうか？　だからこれほど事件が気になっているのではないだろうか？

「これからする話は秘ひ密みつにしてくれますか？　私、谷や原はら雅まさ人との死亡推すい定てい時刻前に、あの人と話していたんです。確か金曜で、26日だった、です。その……ちらっと話しただけでなくて、あの人と遊んでいたんです」

「え？　遊んでいたってことは、須す藤どうさんは雅まさ人との友達だったの？」

　須す藤どうさんは首を振る。

「私……その、谷や原はら雅まさ人とに……ええと……ナンパみたいなことをされて、遊んだんです。その日が初対面です。あの、普段は声を掛けられたぐらいじゃ付いていかないですよ！　でもその日はなんていうか、私も色々あって……」

　言い訳わけはどうでもよかった。が、これは重大な証しよう言げんだ。

　最後の目もく撃げき者しやである会社員の女性が、雅まさ人とに「死ね」と言われたのが、５月25日。須す藤どうさんはその翌日に雅まさ人とに会っていたことになる。しかも遊んでいたとなれば、さすがに間違いではないだろう。

「でも、ナンパされて遊んでいたなんてこと、多くの人に知られたくないし……だから誰だれにも話せなくて。だけど、私と別れた後に殺されている……そう考えたら、事件のことをどうしても忘れられなくて……もっと知りたくて……知らなければいけない気がして……！」

　どうやら彼女もまた、雅まさ人とに取り憑つかれてしまった一人だ。

　彼女をここまで振り回しているのは、なぜ雅まさ人とが殺されたのか、そんな答えが出るかも分からない疑問による衝しよう動どうだ。自分の側そばを通り過ぎていった殺人に、彼女は自分の一部を暴ぼう力りよく的に奪うばわれた。この殺人事件が謎なぞのままでは、自分の一部を取り返せず、だからゾンビのように彷徨さまよっている。

「できるだけ力になるよ。だけどその代わりに聞かせて。当日雅まさ人との様よう子すにおかしなところはなかった？　何か事件に巻き込まれそうな気け配はいはあった？」

「…………いえ」

「噓うそはやめてもらえる」

「ひっ！」

　瞬しゆん時じに答えた俺おれに、怯おびえたように首をすくませる。しばらく唇くちびるを結んで震えていたが、見つめ続ける俺おれを見て、ごまかしきれないと察したのだろう。躊躇ためらいながらも口を開いた。

「……実は、谷や原はら雅まさ人とと別れる前に、彼の知り合いを見ました。たぶん話していた内容からして、同級生だと思います。背は平へい均きんぐらいで瘦やせぎすで、あと眼鏡めがねを掛けていました」

「じゃあその人、須す藤どうさんと同じで、あの目もく撃げき証しよう言げんをしていたＯＬより後に雅まさ人とに会っているよね？」

「……そうですね」

　だとしたら、どうして名乗り出ない？　須す藤どうさんのような事情があるとでも言うのか？

「名前は？」

「……分かりません」

　どうも須す藤どうさんの返答は歯切れが悪い。

「雅まさ人ととはどんな感じで話していた？」

「……そうですね。仲良くはなさそうでした。お互い軽けい蔑べつし合っているような感じだったかな……」

　雅まさ人とは誰だれであってもそういう態度を取るだろう。それは参考にならない。

　しかし逆は……？

「雅まさ人とと話していた相手も、軽けい蔑べつしているような態度を取っていたの？　そんな敵対的な態度を雅まさ人と相手に？」

「えっと……私にはそう見えました、です」

　眼鏡めがねの男は同級生のようだったと須す藤どうさんは言った。もしそれが間違っていても、同年代であり、知り合いであることには間違いないだろう。

　だとしたら、その相手の態度は普通ではない。雅まさ人とが放っている危険な雰ふん囲い気きに、大たい抵ていは尻しり込ごみするはずだ。

「眼鏡めがねの男の印いん象しようはどんな感じ？」

「そう、ですね……。真ま面じ目めで、頭がよさそうな人。でも、ちょっといけ好かない人」

「真ま面じ目めで、いけ好かない？」

　普通はあまり重ならない印いん象しようだ。

「どんな部分が？　例えば人を見み下くだしている感じがしたとか？」

「うーん……。そういう部分はありました。でも私が引っかかったのは、そこじゃない気がする……。ええと、その人はすごく真まっ当とうなことを言ってたんです。平然とした顔で正論を言っていたんです。なんかそれが奇き妙みようだったというか……イラッとしたというか……なんか、他の人にはない嫌いやな感じがしたんです。あ……私、おかしなこと言ってますよね？」

「そんなことないよ」

　俺おれたちと同年代で、正論をごく自然に口にする人間を俺おれはおかしいと思う。大人おとなたちの、大部分が建たて前まえ上の正論に共感なんてしない。上うわ辺べだけの、本人すら信じていない正論にはまっぴらだし、反発したくなるのが普通だ。そこら辺の高校生は、そういう薄っぺらい大人おとなを軽けい蔑べつし、だけど薄うす々うす自分たちもそうなっていくと感じている。

　だから、正論を言わなければいけない大人おとなの立場になったわけでもないのに、それを平然と口にできる人間はむしろ歪ゆがんでいる。

　そう、言ってみれば──優等生という歪み。

「その人……自分の一いち人にん称しようが『私』じゃなかった？」

　ああ。

　ある人物像ぞうが明確に浮かんでしまう。

「『私』ですか？　ええと、たぶん、そうだったかと……」

　短たん絡らく的思し考こうだと理解している。しかし生まれた答えは、車道で何度も車に轢ひかれたガムのようにこびり付いて引き剝はがせない。

　答え。

　──秋あき山やま秀しゆう一いちが、谷や原はら雅まさ人とを殺した。

　──秋あき山やま秀しゆう一いちが、谷や原はら雅まさ人とを殺した。

　──秋あき山やま秀しゆう一いちが、谷や原はら雅まさ人とを殺した。

　思し考こうは無限の繰り返しを要求していて、その負ふ荷かに耐え切れず頭に亀き裂れつが入った。溢あふれ出るものは、沸ふつ騰とうしているがごとくふつふつと熱く、ねっとりとしている。

「────ぁあ！」

　チカチカ。光る。チカチカ。光る。割れた。視し界かいには線が横切り、世界を二つに分断する。チカチカ。「殺してやる」。どこまでも広がる赤い染しみ。あるいは群ぐん青じよう。黒以外には染まらない色。群絶青望が、広がる。

　なぜか金きん属ぞく質の物が体に巻き付いている。チキチキと締しめ付けて痛い。痛い以上に不ふ愉ゆ快かい。チキチキチキチキギチリ。

「──コウ、聞こえるか？」

　聞こえる。

『僕』は聞こえてる。

　忘れやしない。




「大だい丈じよう夫ぶですか？　ど、どうかしました？」

　理性を取り戻す。

　須す藤どうさんは俺おれを心配そうに、それ以上に気き味み悪そうに、見つめている。

「なんでもない」

　漏もれたソレをなんとか頭の中にぎゅうぎゅうと押し込めて、目の前の人間に集中する。

「それより、どうしてお前、その眼鏡めがねの男のことを黙だまっていようとした？　何か理由があるだろ？」

　この期ごに及んでも、彼女には妙みような迷いがある。俺おれに何かを隠かくしている。

「あの、私、怖こわいんです。……見ちゃったんです」

「もっと要点から話せ」

「あ、ごめんなさい……なんか急に柊ひいらぎ君怖こわい……。あのええと……最近、またこの学校の人が死んだじゃないですか？　山やま崎ざきって人。実はその山やま崎ざきって人が死んだ日の夜、私、学校にいたんです」

「学校に？　深夜の学校になんか入っても、手がかりなんて何もないだろう？」

「ええと、その……谷や原はら雅まさ人との席とか、持ち物とか確かく認にんしたくて。というか、それは重要じゃなくて……私が言いたいのはその日の夜、その眼鏡めがねの男を見たことなんです」

　眼鏡めがねの男──秋あき山やま秀しゆう一いちが、山やま崎ざきが殺されたときに学校にいた？

　接点がなさそうな二人だが、秋あき山やまがなぜか山やま崎ざきに呼び出されるのを俺おれは見ている。

「まさか突き落とす瞬しゆん間かんを見たわけじゃないよな？」

「そこまでは……。その、私にとって重要なのは、眼鏡めがねの男に姿すがたを見られたかもしれないことなんです。だってその人、谷や原はら雅まさ人との事件も、山やま崎ざきって人の事件も、必要な証しよう言げんを警察にしていないわけじゃないですか！　それってつまり……」

「なるほど。その眼鏡めがねの男が両方の事件に関わっているかもしれないと。しかも二人も殺した犯人だとしたら、二つの事件の目もく撃げき者しやとなった須す藤どうさんの口くち封ふうじに動くかもしれない、そう考えているのか」

　須す藤どうさんは強く頷うなずく。

「どうすれば……私、どうすれば……」

　ずっと顔色の悪い須す藤どうさんは、頭を搔かきむしっている。

　本当はもう雅まさ人とのことを忘れ、事件に関わらないのが一番いいのだろう。でもそれは、俺おれにとって都つ合ごうが悪いので黙だまっていた。

　だって──こいつを利用すればきっと真相にたどり着ける。

「実は眼鏡めがねの男には心当たりがある。どうして山やま崎ざきが死んだときに、屋おく上じようにいたのか聞いてみよう」

「あ、ちょっと待って！　違います！」

「違う？　何が？」

「山やま崎ざきって人が落ちたとき、眼鏡めがねの男は屋おく上じようではなく、校庭近くの駐ちゆう車しや場じようにいました」




　喫きつ茶さ店てんを出ると学校に戻り、眼鏡めがねの男を目もく撃げきしたという駐ちゆう車しや場じように向かった。

　須す藤どうさんの顔色はもはや血が通うことを忘れたかのように真まっ白しろで、今にも倒れそうだが、気付かない振りをして話を聞く。

　学校に侵しん入にゆうした須す藤どうさんは、以前に見た眼鏡めがねの男を駐ちゆう車しや場じようで見かけ、それとほぼ同じタイミングで悲鳴と『ドチャ！』という音を聞いた。不ふ穏おんに思いながらも、急いでそちらに向かうと、頭が割れ、即そく死ししたであろう山やま崎ざきの死体があった。困こん惑わくと恐きよう怖ふに支配された須す藤どうさんは、通報することもできず、慌あわてて逃げ去った。逃げることに手て一いつ杯ぱいで、眼鏡めがねの男のことなど振り返る余よ裕ゆうもなかった。

　というのが、須す藤どうさんの証しよう言げんだった。

「悲鳴はどんな感じだったんだ？」

「え？　その……普通の悲鳴です」

　若じやつ干かん苛いら立だちを抑えられずに尋たずねる。「普通って？」

「ええとその……普通に……恐きよう怖ふに声を上げた、感じだったかと。でも、そこまでしっかりと憶おぼえていないかも、です。ただ必死で」

　頼りにならない。その悲鳴の種類によっては、それが殺人か事故か分かりそうなものなのに。

　しかし悲鳴をあげたとなると、自殺ではないのだろう。

「やっぱり眼鏡めがねの男は犯人ではないかもしれないですね……。だってこんなところからは、人を落とせないです」

　確かに秋あき山やまが落下した一号棟とうの屋おく上じようからは、ここは離れすぎている。ただ屋おく上じようへの視し界かいは開けていて全体を見渡せ、頼りないとはいえ電でん灯とうもあるので、落下していく様さまを見ることはできる。

「犯人でないとしたら、どうしてその眼鏡めがねの男は目もく撃げき証しよう言げんをしない？　須す藤どうさんみたいに、怖こわくなって逃げ出したわけでないなら、通報もしたはずだ」

「もしかして、悲鳴に気付かなかったんじゃないですか？　何か考え事でもしていたとか」

　まあそうでなくても、何らかの事情で気付かなかったことはあり得るかもしれない。学校にいただけで事件に関係していると考えるのは、あまりに安易だ。

　だが、犯人は秋山秀一だ。

　俺はもうそう決めつけている。

　この場所にいたまま、人間を落下させる方法はあるか？　ミステリーなどでは氷こおりを使った時限式の罠わななんかがあったりするものだが……いや、時限式で発動するなら、この駐ちゆう車しや場じようにはわざわざ来ない。自宅で家族といた方がいいアリバイになる。

　だから秋あき山やまにはここにいなければならない理由があったのだ。

「やっぱり無む理りのはず。……なら、口くち封ふうじもされないはず……」

　俺おれが何も言わないでいると、須す藤どうさんは自分に言い聞かせるように、そんなことを口にしている。

　人が死ぬ事件に巻き込まれて同情する気持ちもあるから我が慢まんしてきたが、もう無む理りだ。この女はイライラする。不安定な精神と、煮にえ切らない態度が大半の原因だが、この不快さはそこだけではない。

「……須す藤どうさん。明日あしたも付き合ってもらっていいか？」

「え？　どうして？　わ、私が付き合う理由、もうないんだけど」

「須す藤どうさんは雅まさ人との事件の全容を知りたいだろ？」

「そ、それはもちろん……」

　警けい戒かいしながらも肯こう定ていする。

　俺おれは片かた頰ほおを上げて言う。

「明日あした付き合ってくれれば、真相を教えてやるよ」

　須す藤どうさんは目を見開かせた。彼女が雅まさ人とに取り憑つかれているのは間違いない。こう言われてしまえば、うさんくさいといくら思っていても、断ることはできない。

　さて、これで生贄の確保はできた。

　あらかた答えは分かった。俺おれはミステリー小説の探たん偵ていでもなければ、証しよう拠こがなければ逮たい捕ほができない警察でもない。美しいトリックなど興きよう味みもないし、証しよう拠こ集めも必要ない。

　しかしそれでも真相は分かる。これだけの材料があれば、あの『道具』さえ使えば真相なんて勝かつ手てに分かる。

　そもそもだ。

　そもそも俺の目的は、真相を知ることなんかじゃない。




　須す藤どうさんと明日あしたも会うことを約束し別れると、帰き路ろに就つく。雅まさ人とと最後に話をしたシャッター街に、もう学生服の生徒は見当たらない。それどころかこの時間なのに、通行人がいない。まるで空からっぽの街だ。点てん滅めつする切れかけた電でん灯とうの下に羽は虫むしが集まっていて、俺おれはその下に立ち尽くす。

　──ああ、ようやく俺おれは、たどり着ける。

　不ぶ気き味みな高こう揚ようがふつふつと湧わき上がってくる。目の奥が熱くて痛い。全力疾しつ走そうをしたかのように動どう悸きが激しい。衝しよう動どう。そうだ俺おれは今、何らかの衝しよう動どうに襲おそわれている。こんなものが俺おれの中に元々あっただろうか？

　衝しよう動どうは大きな障しよう壁へきとなり、俺おれを潰つぶそうと迫り来る。まんまと潰つぶされ、形を失いバラバラになった俺おれは、再生のための方向性を求める。衝しよう動どうに向かい、衝しよう動どうそのものになる。

　逃げたい。逃げ出したい。耐たえ切れなくなり走り出す。赤信号も無視して走り続ける。衝しよう動どうは情欲にも似ていて、無視できず、抑えられない。全身にひびが入り、割れて、漏もれ出す。

　世界は倒とう錯さくする。上下逆さまになる。

　衝しよう動どう。しょうどう。ショウドウ。人を撃うつための弾だん丸がんは、引き金を引かれる理由を待っている。飛び出そうと今か今かと待っていて、甘い誘ゆう惑わくで酩めい酊ていさせる。

　いつだ？　一体いつの間にこんな衝しよう動どうが根付いた？

　これはどこからやってきた？

「はあ……はあ……」

　わけもなく走っていた俺おれは、足の痛みと呼吸困難で、その場に止まることを余よ儀ぎなくされる。止まったことで、追いつかれる。衝しよう動どうに追いつかれる。

　すると聞こえるのだ。

　聞こえる。金きん属ぞくの音が聞こえる。どこで鳴っている？　世界中のどこからも聞こえてくる。初めて聞くのに懐なつかしい音。

　俺谷原雅人をいつも縛しばり付けている音。

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　それは──鎖くさりの音に似ていた。







　愛あい憎ぞうが継けい続ぞくすることに理由はいらない。一度自分の中に定てい着ちやくしてしまうと、継けい続ぞくどころか増ぞう幅ふくさえする。

　秋あき山やま秀しゆう一いちへの憎ぞう悪おを止められない。顔立ちも、口く調ちようも、性格も、すべてを醜みにくい方向に解かい釈しやくし、認にん識しきを歪わい曲きよくさせる。

　他人に興きよう味みがなかったはずの俺おれは、初めて知った。

　これが人を嫌きらいになるということ。

「柊ひいらぎ君」

　だから一時限目の休み時間に話しかけられたとき、それだけで嗚お咽えつを漏もらしそうだった。しかも最近やけに秋あき山やまは俺おれに話しかけてくるのだ。

　露ろ骨こつに嫌けん悪お感を出しているのだが、秋あき山やまはそのことに気を掛けない。

「度たび々たび悪いけれど、また谷や原はら君のことについて聞きたいのだよ」

　秋あき山やまが俺おれに振る話題は基本的にそれだ。しかし、最近は話しかけるきっかけに使い、俺おれの『何か』を測っているようだった。

「少し突とつ飛ぴなことを聞くようだけど、我が慢まんして欲しい。柊ひいらぎ君は自分が操あやつられていると感じたことはないかい？」

　質問の内容も分からないが、質問の意い図とも分からない。

　秋あき山やまは何気ない体ていを装よそおっているが、その目の奥は、俺おれの感情を見み逃のがすまいと鋭く光っている。

「もう少し分かりやすく言おう。そうだな……人生の重要な局面で、いくつか選せん択たく肢しが用意されているとするね？　当然自分の意い志しで選ぶだろう。しかしその瞬しゆん間かんは自覚がなくとも、後々こう思うことがあるはずだ。本当にそれは自分の意い志しだったのか？　それしか選べないように仕向けられていたのではないか？」

「……言っている意味がよく分からないが」

「例えば高校受験だ。学校を選ぶのは自分だが、そこには親や友達、中学の教きよう師しの意い向こうも多分に含まれている。どこまでが本来自分が思い描いていた希望だったかなど、分かりはしない。ある程度は周りの意い向こうによって、特定の学校へと誘ゆう導どうされているとも言える。そしてそのような他人の意い志しが反映されている選せん択たくは、人生に無数に用意されている」

「もうちょっと分かりやすく言ってくれないか？」

　俺おれの苛いら立だちを気にせず、秋あき山やまは続ける。

「うむ。谷や原はら君の行動にも、他人の意い志しが介かい入にゆうしていたと考えるとどうだろう？　もちろん複雑に事情は絡からみ合っているだろうが、誰だれかによる『大きな意い志し』はあったかもしれない。その『大きな意い志し』が意い図と的なものだったら、それは操そう作さされているとも言える」

「……一体何の話をしているんだ」

　呆あきれかえる俺おれを、秋あき山やまはもう観察していることを隠かくしもせず、凝ぎよう視ししている。気持ちが悪い。

「つまり、だ。谷や原はら君もそのようにして誰だれかに操あやつられて、結果死ぬことになった。そんな可能性を考えているんだ」

「まるで魔ま法ほうだな」

　皮肉を秋あき山やまは気にもとめない。

「私もそう思う。だけどふと思い出したことがあるのだ。谷や原はら君は死ぬ前、学校を休んでいただろう？　彼は精神が安定していなかったんだ。不安定なその状態では、行動を誘ゆう導どうしやすくなっていただろう。下へ手たをすると彼を不安定にする下地を作ることさえも、彼を熟じゆく知ちしている人間ならば可能かもしれない。いや、普通の人間ならばもちろんできないだろう。しかし操そう作さに特化する能力があるならば、できるかもしれない」

　──こいつ今、なんて言った？

　もし秋あき山やま以外の誰だれかの発言ならば、受け流していただろう。しかし、他でもない秋あき山やまの発言とあっては聞き逃のがせない。

『彼は精神が安定していなかったんだ』

　雅まさ人とが学校を休んでいたことから、憶おく測そくで言ったのかもしれない。だがそうではない。この言葉に含まれている確信は、実際に見てきたからできるものだ。

　ああ、やはり間違いない。秋あき山やまは雅まさ人とが学校に来なくなった後に、雅まさ人とを見ている。須す藤どうさんが言っていた眼鏡めがねの男とは、秋あき山やまのことで間違いない。

　なのに雅まさ人とと会ったことを黙だまっている。おくびにも出さない。優ゆう等とう生せいの倫りん理り観かんであれば、そこを隠かくすなんてあり得ない。

　つまり、口に出さないはっきりとした理由があるのだ。

「柊ひいらぎ君、どうした？　どうして動どう揺ようしている？」

　秋あき山やまは敵意を笑顔の仮か面めんで押し隠かくし、尋たずねる。まるで俺おれの反応が予想済みであるかのような態度だ。

　俺おれたちは何かが嚙かみ合っていない。お互いを不ふ審しんの目で見つめ、敵対している。ああ……まったく、俺おれたちはいつも閉じた世界にいる。同じものを見て別々の解かい釈しやくをしている。

　この男が次に用意している舞ぶ台たいはなんだ？

　次に殺そうとしているのは誰だれだ？

「秋あき山やま君」

　俺おれはふと、ある深夜の公園での会話を思い出す。彼は月の模も様ようをなんと表現したか？

『牙きばを剝むいた野や獣じゆうが頭の上にいる』

「秋あき山やま君は、月の模も様ようが何に見える？」

　秋あき山やまは怪け訝げんな顔を浮かべ、答える。

「月の模も様よう？　ウサギが餅もちをついているに決まっているだろう？」

　そう。秋あき山やまは疑いようもなくそう答えられる。いくらでも解かい釈しやくできるものを、たった一つの常じよう識しきに落とし込んでしまう。

　だから俺おれは思わず言ってしまうのだ。

「お前、最高に気持ち悪いな」

　誰だれかと同じ罵ば声せいを。




　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。




　もうその音は耳から離れない。













　　　香月美紀の閉じた世界　［Ⅱ］







　あたしは耕こう太た君が出て行ってから、ベッドの上でしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。日が傾いてからようやく動き出して、自分のほどいた髪かみを結おうと机つくえに置いてある鏡かがみに向かう。でも、髪かみを結う気が起きなかった。ずっと付けていた赤いゴムは、あたしの半身──とまで言うと大げさだが、あたしの体の一部だった。それほどだからこそ、魔ま力りよくを帯びていた。耕こう太た君だけでなく、あたし自身にも、代わりのゴムを付ける気をなくすほどの影えい響きようを及ぼしていた。

　しばらくはポニーテールにせず、このまま髪かみをほどいたままいよう。

　ベッドに倒れ込むように横になり、耕こう太た君に言われたことを反はん芻すうする。

『どうして美み紀きさんは、俺おれの気持ちを確かめるばかりで、自分の感情を一度も口にしないんだろうね』

　耕こう太た君の表情はいつも通りで、その声も優しかったけれど、明らかにあたしを責めていた。そんなことは初めてだった。

『お前は軽けい蔑べつされて終わりだよ。じゃあな』

　谷や原はら君が言ったことは、結局正しかった。




　あたしは魔ま法ほう使つかいだ。

　その表現は適切でないかもしれない。だけどあたしには確かに特とく殊しゆな能力があり、それを魔ま法ほうと呼んでいる。

　10歳さいになるまで、あたしは自分の感情を表おもてに出せない子供だった。極度の人見知りで、誰だれとも打ち解けられなかった。両親は物心が付く頃ころには、心が離れていて、隣となり近所に苦情を入れられるほど、しょっちゅうケンカをしていた。あたしが８歳さいの頃ころ別居し、９歳さいの頃ころ離り婚こんした。一人っ子で、間に入ってくれるような兄弟もいなかった。そのときの家庭にはいつも、空気中に細かく砕くだいた刃は物ものを混ぜ込んだような、ひりついた空気が流れていた。

　離り婚こん前、あたしは暴ぼう力りよくこそ振るわれなかったが、母親が機き嫌げんの悪いときなどは、しょっちゅういないものとして扱われた。あたしが泣いても取り合われないことが多かった。それが続くと、次第に泣くこともなくなり、同時に笑うこともなくなった。表情だけでなく、根っこの感受性から失われ、感情は欠落していった。必要のない機き能のうは劣れつ化かするものなのだ。

　そんなあたしと仲良くしてくれる級友などいるはずもなく、学校でも一人だった。学校で誰だれとも話さず、家でも誰だれとも話さない。そんな毎日だった。

　まるであたしは透とう明めい人間だ。国語の授業でそのような内容の詩を書いたこともある。そのときの担たん任にんの教きよう師しは、「おもしろい感性ね」などという、どうでもいい感想を言ってくれた。……いやＳＯＳに気付けよ。それとも気付いた上で、面めん倒どうだから無視していたのか？

　誰だれも助けてはくれなかった。あたしが救われたのは、それでもあたしが諦あきらめなかったからだ。人との温かい接せつ触しよくに憧あこがれ、焦こがれ続け、その執しゆう念ねんがあたしを救ったのだ。

　──魔ま法ほうが使えればいいのに。

　いつもそう夢む想そうしていた。誰だれも彼もと仲良くなれる魔ま法ほうが使えればいいのに。そんな魔ま法ほうが使えれば、両親が仲直りして、友達と楽しく笑い合える。そういう途と方ほうもない妄もう想そうをしていた。

　でもある日突とつ然ぜん、あたしにとって魔ま法ほうは妄もう想そうでなくなった。

　誰だれとも話せなかったあたしだけれど、いつもクラスメイトのやり取りを羨うらやましく眺ながめていた。今思うと、執しゆう念ねんによって、常じよう軌きを逸いつするほどの集中力で眺ながめていた。

　蚊か帳やの外にいるあたしは、冷静に、客観的に、人のやり取りを眺ながめていた。会話のパターンを読み取り、無む意い識しきにデータを蓄ちく積せきしていた。

　すると、どんな人間がどんな人間にどんなことをされるとどんな反応をするか？　その法ほう則そく性を理解した。ああ、突とつ然ぜんに覚かく醒せいすることは本当にあるのだ。一つ新しい言語を理解したかのように、世界の見え方が変わった。

　コミュニケーションの法ほう則そく性を理解したあたしは、早さつ速そく実じつ践せんしてみた。踏み出すのは勇気がいったけれど、数百回シミュレートしていたので自信はあった。

　果たして結果は──あたしの予想通りの反応が返ってきた。

　それは、とてつもなく心地ここちが良かった。

　あたしは強制的に変わった。感情は薄まったままだったけれど、逆に便利だった。感情がなければ、どんな自分でも差し障さわりなく演じることができるからだ。基本的な人格をどんなものにするかは迷ったけれど、明るくて天然な性格が一番便利だったので、使っているうちにそれで落ち着いてきた。自分の器き量りようの良さも自覚して利用した。性格は単独では存在せず、外見に付ふ随ずいしている。特に男性が女性を見るときには、その傾向が強い。同じコミュニケーションでも見た目次第で、印いん象しようが変わる。外見によって許される言葉とタブーがある。あたしは感覚を研とぎ澄すまし、できる限り理論を言語化し、制せい御ぎよできるものに変えていった。

　明るく振る舞っているのが、初めは演えん技ぎだったとしても、人格として定てい着ちやくするものだ。欠落していた感情も、初めは頭の少し上でふわふわと漂ただよっているようだったけれど、次第に本物の感情へと変わっていった。

　毎日が驚くほど煌きらびやかに変わり、充じゆう実じつしていった。

　あたしは貪どん欲よくに、さらに幸せになることを求めた。その能力を、自分が気に入られることだけでなく、他人を動かすことにも利用することにした。

　今だから思うが、まだ自じ我がが発達していない思し春しゆん期きの女子相手なら、あたしはチーターだっただろう。あたしのコミュニケーションは、洗せん脳のうに近かった。

　あたしの価か値ち観かんの干かん渉しようを受けると、受けた側の行動はより制せい御ぎよしやすくなった。中学時代の親友（と周りに認にん識しきされていた）葉よう子こなんかは、言げん動どうが手に取るように分かった。まるであたしのために生きているかのような、都つ合ごうのいい存在になった。

　そういった人間を『あたしの属ぞく性せいになった』と言っている。掌しよう握あくした情報を使えば、無む意い識しきまで操そう作さできた。呪じゆ文もんでも唱となえれば、あたしの剣けんにも盾たてにもなってくれた。

　だからこれを、あたしは魔ま法ほうと呼んでいる。




　しかしあたしの魔ま法ほうは、『あの事件』以い降こう陰り始めている。耕こう太た君にも話せなかった、儀ぎ式しきがらみの事件だ。

　当時は自覚がなかったけれど、あれは実験だった。

　その子──本名は知らないのでＡとする──ＡとはＳＮＳで知り合った。魔ま法ほうに興きよう味みを持っていることを自己紹しよう介かい文から知り、あたしからアクションを掛けたのだ。あたしはＡとＬＩＮＥのＩＤを交換するとすぐに仲良くなり、毎日のようにトークするようになった。

　現実で人を『あたしの属ぞく性せい』にできることは学校で実感していた。次の段階として、ネット上の関係だけで、どれだけ魔ま法ほうを使え、支配できるか知りたくなった。人との交流にあたしはそれくらい貪どん欲よくだった。

　だが、結論を言うと、実験は失敗した。

　魔ま法ほうという妄もう想そうを共有し、価か値ち観かんを握り、支配したつもりだった。だが、会えないことにより、少しずつズレが生じていった。魔ま法ほうは不完全だったのだ。

　Ａはある日、あたしを魔ま法ほうの儀ぎ式しきへと誘さそった。当時あたしは受験生で、定期テストの前だったこともあり、誘さそいを断った。でも、本当に行かなかった理由は、彼女の妄もう想そうの肥ひ大だい化かが、取り返しが付かないほど危険になっているのに、内心気付いていたからかもしれない。

　一人での儀ぎ式しき後、Ａは明らかにおかしくなった。ＬＩＮＥでもほとんど意味が分からないことを書き続け、あたしが理解できないと苛いら立だち、怒り、失望し、最終的にブロックされた。ＳＮＳの文章は彼女自身にしか通じない独自の言げん語ごが羅ら列れつされていた。

　そして、ＳＮＳもまったく更こう新しんされなくなった。

　心配になったあたしは、電車で三時間を掛けて、Ａの通っている中学校へと行った。Ａの顚てん末まつはすぐに分かった。

　Ａは自殺していた。

　そこでようやくだ。ようやくあたしは、自分の魔ま法ほうについて疑念を抱いた。さも当然のように人を操あやつってきたけれど、それは果たして許されることだったのだろうか？　こんな風ふうに人を変えてしまうことは、悪いことではないだろうか？　あたしがいなかったらＡは自殺しなかったのではないだろうか？

　その迷いはあたしの魔ま力りよくを弱まらせた。魔ま力りよくは魔ま法ほうを盲もう信しんすれば上がり、疑えば下がる。正しいことが分からなくなったあたしは、高校では誰だれ彼かれ構わず魔ま法ほうを使おうとはせず、わざわざ『魔ま法ほう使つかい』と公こう言げんし、それでも接せつ触しよくしてくる人以外とはあまり関わらないようにした。

　でも、柊ひいらぎ耕こう太たを知ってしまった。

　一目見たときから、気になってしょうがなかった。耕こう太た君は周囲に溶とけ込んでいて、透すき通っていて、ミネラルウォーターみたいだって思った。

　魔ま法ほうを自制していても、耕こう太た君だけは見み逃のがせなかった。耕こう太た君はあまりにも危険すぎた。他の人にはどう見えるか分からないが、あたしからすれば耕こう太た君は、ヨハネスブルグで札さつ束たばを体中に貼はり付けて歩いているみたいなものだった。

　あたしが耕こう太た君を護まもってあげないと！

　すごく強い使し命めい感だった。護まもるためならなんでもしようと思った。自分の貞てい操そうさえ捧ささげてしまってもいいと思うほどに強きよう烈れつだった。

　でも、こうやって一歩引いて考えてみたら、どうしてあたしはそこまで必死になっていたのだろう？

　思し考こうを整理してみると原因が思い当たる。あたしはＡを死まで追い込んだことで、贖しよく罪ざいをしたかったのかもしれない。それには耕こう太た君が、格かつ好こうの人材だった。耕こう太た君を救うことで、魔ま法ほうと自分を肯こう定ていしたかった。

　全部自分のためだった。

　エゴだった。

　自覚した。あたしは魔ま法ほうで他人を振り回している。だけど他の誰だれよりも、魔ま法ほうに振り回されている。そもそもこの性格さえも、魔ま法ほうに適しているから作り上げたのだ。感情さえも、魔ま法ほうにとって都つ合ごう良くこねくり回している。

　だから分からなくなる。

　あたしの本当の気持ちって、どこにあるのだろう？







「じゃあね、耕こう太た君」

　放ほう課か後ご、廊下から耕こう太た君に声を掛け、自分の教室に戻る。

　耕こう太た君とキスした後、耕こう太た君との距きよ離りを測りかねていた。別れたのかそうでないのかもはっきりしない。一いつ緒しよに帰っていいのかも分からない。

　かといって完全に関係を断ったわけでもない。結論が出ないまま、先延ばしにしていた。

　何事も決断が早いあたしには、こんなことは初めてだ。

「ねえ、もしかして美み紀き、隣となりのクラスの男子と別れたの？」

　相変わらず今日きようもスカートの短い早さ由ゆ利りが、心配そうに尋たずねてくる。ばつが悪そうにしていると、勝かつ手てに肯こう定ていだと勘かん違ちがいして、あたしの背中をポンポンと叩たたいてくる。

「まあ、どっちが振ったのか分からないけどさ、美み紀きの美び貌ぼうをもってすれば、もっといい男がいくらでもいるっしょ！」

「耕こう太た君、格好かつこいいと思うけど……」

　これはあたしの純じゆん然ぜんたる評ひよう価かだ。

「ないない。普通。凡ぼん人じん。無個性。中の下。しかもこんな短期間でいい子の美み紀きと別れるとか、性格も最悪。排はい泄せつ物ぶつ以下。ってか牧まき野の君を振っといて、あの陰キャラはなくない？」

「牧まき野の君のことよく知らないし。あと耕こう太た君と別れてはない、と思う……たぶん」

　言った瞬しゆん間かん「しまった」と思った。恋愛話狂きようの早さ由ゆ利りが食いつくワードを口にしてしまった。

「その関係なに！　めっちゃ気になるんですけど！　うんうん、恋愛上級者のお姉ねえさんに詳くわしく聞かせてみ？」

　というかあたしの見立てでは、早さ由ゆ利りは今まで一人としか付き合ったことないし、処しよ女じよなのだけど……いや、黙だまっていよう。クラスの中心にいる早さ由ゆ利りには、恋愛経けい験けん豊富というエセのステータスが必要なのだ。そのイメージを壊こわすようなことは言ってはいけない。




　早さ由ゆ利りだけでなくクラスの女子がかなり集まってきたので、結構な時間を取られることになった。変な噂うわさを立てられては問題なので、神経を尖とがらせる必要があって、もうへとへとだ。

　校門を出たときには、もう日がほとんど落ちていた。

　疲れて顔をうつむかせて帰き路ろに就ついていたので、それは完全に偶ぐう然ぜんだった。顔を上げたタイミングで、ちょうど目に入ってきたのだ。

　耕こう太た君と、他校の女子生徒。

　学校の近くにあっても、コーヒー一いつ杯ぱいの値ね段だんが高く、おしゃれでもない古びた喫きつ茶さ店てん。浮うわ気き──という単たん語ごが真っ先に浮かんでしまったのは、さっきまでの恋愛トークで頭がピンク色になっているせいだろう。

　でも、一いつ旦たんその単たん語ごを忘れても、二人が並んでいるのはとても不ふ吉きつな予感がした。その他校の女子は明らかに悪い魔ま法ほうに取り憑つかれている。今の耕こう太た君と接して、いい結果が生まれるとは思えない。

　けれど、足は震えるだけで、喫きつ茶さ店てんに向かわない。悪い予感にどれだけ自信があっても、踏み込む勇気は湧わいてこない。

　何もできない自分が悔くやしくて、目に涙がにじんだ。本当は今すぐ喫きつ茶さ店てんに乗り込んで、耕こう太た君を攻こう撃げきするすべてのものから護まもってあげたかった。

　なんでそれをしちゃいけないんだろう？




　翌日、耕こう太た君は明らかに変へん貌ぼうしていた。

　谷や原はら君の侵しん食しよくは緩ゆるやかにはあった。でも所しよ詮せんは死者の魔ま力りよくで、新しい干かん渉しようはないから、緊きん急きゆう性はないと思っていた。

　その見解は間違っていた。谷や原はら君の魔ま法ほうは想そう像ぞう以上に強力だった。そして何より、対たい象しようは魔ま法ほう耐たい性せいゼロの耕こう太た君なのだ。

　死という儀ぎ式しきによって生み出された呪じゆ術じゆつに、耕こう太た君はどっぷりと浸つかってしまった。

　どうしよう？　ここまで進行してしまった以上、信頼を失ったあたしの言葉が、耕こう太た君に簡単に届くとは思えない。それとも、それでももう、耕こう太た君を放っておいた方がいいのだろうか？　この状態から救おうとする行動も、エゴでしかないのだろうか？

「美み紀きってば、今日きようも元気ない。どうせまた、耕こう太たとかいうクソ男のこと考えてたんでしょ？」

　早さ由ゆ利りが意い識しきした明るい声でそんなことを言ってくる。目を見て小さく頷うなずくと、早さ由ゆ利りは「はあ……」とわざとらしい溜ため息いきを吐ついた。

「……ねえ。美み紀きははっきりと振ったわけでも、振られたわけでもないんだよね？　……えっと、前ぜん提ていとしてね、わたしは耕こう太たってのがいい男だとはまったく……まったく！　これっぽっちも！　思えない！　……思えないけど……」

　苦く笑しようして言う。

「そんなに好きなら、頑がん張ばって仲直りした方がいいんじゃないの？」

「え？」

　好き？

　あたしが耕こう太た君のことを、好き？

「わたしさあ、なんか分かっちゃった気がするんだよね。なんで美み紀きと耕こう太たって人がここまでこじれちゃってるか。……美み紀きってさ、今まで誰だれかのこと好きになったことないでしょ？　わたしの予想だけど、美み紀きは耕こう太たってのに告こく白はくされて、たぶん嫌いやじゃないからぐらいの気持ちで付き合った。んで、いざ相手が関係を先に進めようとしたときに、美紀の気持ちの踏ん切りは付いてないから優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度になって……で、男の方がイライラしちゃっている、そんな感じでしょ？」

　感心した。当たっていないことも多いけれど、本質的な部分は見抜いている。

「美み紀きは自分の気持ちを自分でも分かっていないんだろうね。でもさ、牧まき野の君を初めとして、今まで何人も美み紀きは振ってきたわけでしょ？　でも、耕こう太たって人とだけは付き合った。それってすごく大きな隔へだたりがあると思うんだよね？　で、わたし思ったんだけど、美み紀きはさあ、『好き』って感情を知らないんだよ」

「……体験はしてないけど、本で知ってるつもりだよ。人を好きになると、胸が痛くなったり、食事が喉のどを通らなくなったり、盲もう目もくになったりするんでしょ？　でもあたしにそういうのはないよ。だから『好き』とは違うんじゃないかな……」

「美み紀きさ、人の本質とか摑つかむの上う手まいっしょ？　えげつないぐらい」

　突とつ然ぜん指し摘てきされ、ギクリとする。まさか早さ由ゆ利りに見抜かれているとは思っていなかった。

「美み紀きが考えている『好き』っていうのは、たぶん相手に幻げん想そうを抱いている状態のことだよ。相手を理り想そう化して、その理り想そう化している相手に恋しちゃっているわけ。そんなとき、実は現実の相手を見ていないわけ。恋に恋をしちゃっている状態ね。でも美み紀きは人の本質が簡単に見えちゃって、幻げん想そうを抱けない。まあ、ある意味リアリスト？」

「あたしは恋をできないってこと？」

　魔ま法ほうに振り回され、人格と感情を作ってきたあたしだ。そういう支し障しようが起こっても仕方がない。

　でも早さ由ゆ利りは首を振った。

「違う違う。その恋って結局、お子様の恋のわけ。身み勝がつ手てな独ひとりよがりの恋なわけ。恋愛マスターのわたしも当然そんな時期はあったよ。でも、その恋に恋するお花はな畑ばたけな頭から、いつか卒業しなきゃいけない。激しい気持ちだけの恋は、続かないものなんだよ。で、思うんだけど、そんな激しい気持ちがなかったとしても、いつも、いつもいつも、その人のことを考えてしまうってのは、もうその時点で恋だと思うのよ」

　言葉の意味は分かるけど、どうも実感できない。

　つまり、あたしはすでに、耕こう太た君に恋をしている？

「うーん……」

「あーでも、そんな難しいことじゃないかな？　恋ってね、自分がしたいって思ったときにしかできないんだよ。美み紀きは準備が整ってないからできなかった。分かる？」

「やっぱりよく分からないや……」

　早さ由ゆ利りはすっかり出来の悪い子供に、優しく教える口く調ちようだ。

「じゃあ、ごちゃごちゃ考えるのはやめよう。これだけ確かく認にんしよう。今、美み紀きがその人にしてあげたいことって何？」

「それは──」

　それはすぐに思い付く。

　耕こう太た君を幸せにしてあげたい。悪い魔ま法ほう使つかいたちから護まもってあげたい。

「それは他の誰だれでもそういう風ふうに思える？　同じように動ける？」

　こんなに救ってあげようと思っているのは、耕こう太た君だけだ。でも、それは耕こう太た君が特別おかしな、透とう明めいな人だからだ。魔ま法ほう耐たい性せいがないからだ。……そう、思っている。

「したいようにしなよ。それで少しくらい迷めい惑わくを掛けたって、かわいいかわいい美み紀き相手なら許してくれるって！」

「でも……」

「でも……じゃない！　ああ、もうぐだぐだぐだぐだと、美み紀きらしくない！　思い立ったらすぐ行動するのが美み紀きでしょ！　美み紀きの積極性はどこに行った！」

「だ、だって……」

「あー聞こえませーん。わたし美み紀きが動き出すまでもう口を利かないから！　はいやめた！　わたし友達やめたよ！」




　恋だと決めつけて背中をぐいぐい押してくる早さ由ゆ利りは、本当におせっかいだと思う。だけど早さ由ゆ利りの熱ねつ弁べんのおかげで、気持ちははっきりした。

　──あたしはどうしても、耕こう太た君をこのままにすることはできない！

　それだけは間違いようのない気持ちだ。エゴでもなんでも、素直なあたしの気持ちだ。

　ごめんね、耕こう太た君。

　あたしはその気持ちを無視できない。どうしても！

　休み時間になると、すぐに隣となりの教室に向かった。プランも何もなかったけれど、まだあたしの魔ま法ほうの効果がなくなったわけじゃない。面と向かって話せば、きっと救える方法が見えてくるはずだ！

　教室を見渡したが、耕こう太た君の姿すがたは見つからなかった。

　どうしよう？　待とうかな……？　でも、やっぱり引き返そうかな……？

「香こう月づきさん。ちょっといいかい？」

　迷っていると、少し瘦やせぎすな眼鏡めがねの男に話しかけられた。眼鏡めがねで隠かくれてはいるが、隈くまがくっきりと浮かんでいる。これまで話したことはないが、朝いつも席に着くよう指し示じしている、このクラスの委員長だ。

「君はよく柊ひいらぎ君目当てにこの教室にきているようだ。それで尋たずねたいのだけど、君は柊ひいらぎ君の彼女で間違いないかな？」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな話し方と、表情筋きんを動かさない特とく殊しゆなしゃべり方に、警けい戒かい心を抱く。魔ま法ほう使つかいであるあたしにはごまかせない。

　──この人、ヤバイ。

　どうしてここまで邪じや悪あくな人間に、これまで大きな引っかかりを憶おぼえなかったのだろう？　これほどだったら、谷や原はら君や松まつ見み先せん輩ぱいのように、その特とく殊しゆ性に気付き、警けい戒かいしていたはずだ。

　ただ見み逃のがしていただけ？　……それとも、最近こうなった、とか？

「質問に答えて欲しいな」

　考え込んでいて、返答をすっかり忘れていた。あたしは戸と惑まどいながらも、できるだけ無ぶ難なんに答える。

「ええと、仲の良い友達……ってところかな」

「そうなのかい？　でも、彼に異性として好意を抱いているのではないかな？」

　初めてまともに話す相手に、ここまで踏み込んだ質問をしてくるのは失しつ礼れいだ。

　悪びれる様よう子すはない。が、あたしが不ふ機き嫌げんになったことは伝わったようだ。

「失しつ礼れい。私が聞きたいのは、どうして柊ひいらぎ君なのか？　ということなのだ」

「何が言いたいの？」

「彼である必然性を聞きたい。彼は別に特別優ゆう秀しゆうなわけでも、容よう姿し端たん麗れいなわけでもない。それなのにどうして柊ひいらぎ君に執しゆう着ちやくしている？」

　この人も早さ由ゆ利りみたいに恋愛脳のうなのだろうか？　……いやいや、そんなわけはないよね？

　何か、明らかに別の意い図とがあって、聞いている。

　あたしはそれを読み取ろうとするが、さすがに初めて話した相手なので、表情だけでは分からない。

　ただ、思う。

　──あたし、この人、嫌きらい。

　谷や原はら君や、松まつ見み先せん輩ぱいを耕こう太た君から引き剝はがそうとしたのは、単純に危険だからだ。でもこの人は、それ以前に付き合いたくない。嫌きらい。

「別にあなたには関係ないし、言う義ぎ理りもないと思う」

「そうか」

　眼鏡めがねの男は特に気にする様よう子すもない。

「もう行っていい？」

「ああ、引き留めて悪かった」

　逃げるように、眼鏡めがねの男に背を向ける。

「ああ、すまない。最後にちょっとだけいいかい？」

　振り返ったあたしは、不ふ機き嫌げんさを隠かくせず「なに？」と聞き返す。

「君は一見して普通の会話や態度で、ある程度人を思い通りに動かすことができると思うかい？」

　思わず目を見開いた。

　──もしかしてこの人、魔ま法ほうのことを知っている？

　眼鏡めがねの男は、あたしの狼ろう狽ばいを興きよう味み深そうに眺ながめている。

「……思う……けど……」

「そうか。よく分かった」

　彼はそう呟つぶやくように言った。そして、注意してみなければ分からない程度だったが、確かに薄うす気き味み悪わるく笑った。

　あたしは気分が悪くなり、耕こう太た君を待つのもやめて、教室に逃げ帰った。

　この人は魔ま法ほうを知っていて、探っている？　いや……そういう感じではなかった。じゃあ一体、彼は何を探っていたのか？

　でも、確信していることがある。

　この人もまた、耕こう太た君に悪い影えい響きようを与える人間だ。




　嫌いやな眼鏡めがねの男と話したせいで、あたしはより焦あせっていた。耕こう太た君を何とかしなければいけないという使し命めい感がより強くなっていた。授業中も耕こう太た君のこと以外を考えられなかった。

　昼休み、ようやく教室に耕こう太た君を見つける。

「耕こう太た君！　話がね……話があるの！」

　耕こう太た君は露ろ骨こつに戸と惑まどいを見せている。昨日きのうまで距きよ離りを置いていたあたしが、急に積極的になっているのだから、当然だろう。

　なんとか説せつ得とくしてやってきたいつもの中庭は、木々が青々とし、芝しば生ふがさらに伸びて、人が立ち入る雰ふん囲い気きをさらに消している。

「美み紀きさん、話って？」

「あたしね、どうしても耕こう太た君に言いたいことがあって……」

　瞬しゆん間かん的に言葉が浮かび上がる。

『耕こう太た君が好き』

　さすがに自分に失望しそうだ。あたしはまた、魔ま法ほうに振り回されそうになっている。こうやって告こく白はくすれば、耕こう太た君が強く否定できないことを分かっているから、ついやってしまおうとしたのだ。キスをしたのと同じように。

　ああ……魔ま法ほうに嫌けん悪お感を抱いたのは初めてだ。

　でも踏みとどまった。あたしは耕こう太た君相手に誠せい実じつでありたい。

「耕こう太た君に巣くっている魔ま力りよくを、解き放ちたい」

　ここまでバカ正直に言えば、拒きよ否ひされるかもしれないと、分かっていた。でも、耕こう太た君なら受け入れてくれる。耕こう太た君は最後の最後には、あたしを拒きよ否ひしない。

　そう……甘えていた。

　そう、あたしは、この期ごに及んで、甘えていたのだ。

「いい加か減げんにしてくれ」

　だからその強い否定を、予測できたはずなのに、信じられなかった。

「美み紀きさんは、自分勝かつ手てだ。俺おれの気持ちを分かろうとしない。……いや、分かっていても、自分のエゴを押し付けるんだろうな。最近の様よう子すを見て、反省したんだって思ってたけど、してなかったんだな」

「……し、したよ。でも、それでもあたしは耕こう太た君を救いたいって、そう思ったの！」

「俺おれは美み紀きさんの魔ま法ほうを補強するための道具じゃない。寂しさを埋めるペットでもない」

「分かってる……つもり。でも……耕こう太た君はね、今すごく危険なんだよ。谷や原はら君の属ぞく性せいに悪い意味で染まってて、危あやういんだよ。だからあたしの魔ま法ほうで──」

「魔ま法ほうってのは」

　呆あきれたような表情で言う。

「美み紀きさんの中にあるだけの幻げん想そうだよ」

　その敢あえて人を突き放し、傷付けて、遠ざける手段。

　それではまるで本当に──

「少し、軽けい蔑べつしたよ」

　谷や原はら雅まさ人とみたいじゃないか。

『お前は軽けい蔑べつされて終わりだよ。じゃあな』

　結局彼の言葉通りになってしまった。

　二人の言葉は、姿すがたは、魔ま法ほうは、重なる。

　あたしの入り込む隙すき間まはない。

「じゃあね」

　もうあたしの姿すがたを見たくないと言わんばかりに、耕こう太た君は間かん髪はつ入れずに背を向けて歩き出す。

　一人中庭に取り残される。

　拒きよ絶ぜつされた？

　──そう。拒きよ絶ぜつされた。

　絶望的なまでに拒きよ絶ぜつされた。

「……おかしいな」

　他人に拒きよ絶ぜつされないための魔ま法ほうなのに。他人を支配するための魔ま法ほうなのに。それなのにどうして、魔ま法ほうのせいでこんなことになるの？

　なんで一番拒きよ絶ぜつされたくない人に、拒きよ絶ぜつされるの？

「……ぅ……」

　悲しい？　寂しい？　つらい？　そんなマイナスの感情は真っ先に捨てた。都つ合ごう良く感情を操そう作さしているあたしにはない感情だと思っていた。なのに、なんだよ……しっかり残ってるじゃないか。

「……うう……ああ……」

　涙は他人を操そう作さするためのもの。便利な女の武ぶ器き。そうとしか思っていなかったのに、誰だれも見ていない今、涙が流れてくる。

　なんなの……いい加か減げんにして……どうしてあたしは泣いているの？

「うう、あああああああ！」

　あたしは泣きたくなんてないよ！







　中庭から逃げ出したあたしは、近くの女子トイレの個室に駆かけ込んだ。五時限目の開始のチャイムが鳴ったが、嗚お咽えつが止まらないから戻れない。

　頭の中が大おお騒さわぎしているけれど、その中で冷静な部分を探して、考える。

　耕こう太た君に嫌きらわれたとして、さしたる被ひ害がいはない。早さ由ゆ利りのように影えい響きよう力りよくのある女子に嫌きらわれるのでは、人間関係にも影えい響きようがあるだろうが、耕こう太た君はどのグループにも属していない上に、あの谷や原はら君と仲良かったということで、むしろ孤こ立りつしている。

　耕こう太た君がこのまま谷や原はら君に属されて元に戻れないとしても、あたしの責任ではない。あたしがいなかったら、もっと早く谷や原はら君の魔ま法ほうにやられていただけだろう。自殺させてしまったあの子の失敗とは、まったく別物だ。

　そもそも、あたしはどうしてこんなに耕こう太た君に入れ込んでいるんだろう？

　こんな能力があるんだ。今までだって耕こう太た君ほどではなくとも、危あやうい人はたくさん見てきた。昨日きのう耕こう太た君と一いつ緒しよにいた他校の女子生徒だってその一人だ。でも、それが分かっても救うだなんて考えなかった。魔ま法ほうを憶おぼえてからのあたしは、良くも悪くもドライなはずだった。

　なぜ、耕こう太た君だけ特別なんだろう？

　なぜ、他の人なら絶対嫌いやなのに、ファーストキスまで捧ささげたんだろう？

　なぜ、拒きよ絶ぜつされたことが、こんなに悲しいんだろう？

　──ああ、そうだよね。

　バカみたい。簡単だよ。他の人からすれば誰だれだって分かる。あたしだけが分かっていなかった。

　あたしは侵おかされていた。

　すごく陳ちん腐ぷな魔ま法ほうに。




　恋の魔ま法ほうに。




「だけど……遅いよ……！」

　どうして自分の気持ちにもっと早く気付けなかったの？　自覚していれば、あたしなら好かれる方法がいくらでも思い付くのに。いくらでもやりようがあったのに。

　何に動かされているか分からないから、自分を制せい御ぎよできなかった。失敗ばかりしてしまった。

　この感情の正体が分かった途と端たん、胸に『切ない』という概がい念ねんが生まれる。それはあたしを苦しめてきた『寂しさ』に似ているけれど、その苦しさは比にならない。腹が立つ。自分がコントロールできない感情に腹が立つ。

　でも、なぜか、うれしい。

　こんなにあたしを振り回すものがあってくれて、うれしい。感情が死んだなんてことがなくてよかった。人間らしい部分があたしにあってよかった！

　ああ、もう、どうでもいい！　耕こう太た君が魔ま法ほう耐たい性せいがないとかどうでもいい！　谷や原はら君に取り憑つかれようがどうでもいい！

　これからも耕こう太た君と一いつ緒しよに居られれば、どうだっていい！

　耕こう太た君に尽くしてあげたい。あたしのものにしたい。あたしの属ぞく性せいに染めたい。ああ、心にあるのは自分勝かつ手てなエゴばかりだ。失望されても仕方ないぐらい自分勝かつ手てだ。でも、止められない！

　ふと、初恋は成じよう就じゆしない、という迷めい信しんが頭によぎった。

　あたしはその言葉を聞いたときに、鼻で笑った。あたしは人の無む意い識しきすら操あやつれる魔ま法ほう使つかいだ。もし恋をすることがあれば失敗するわけがない。簡単に誘ゆう惑わくして、惚ほれさせられる、そう思っていた。

　でも、このざまでした！　ざまあないね！　思い上がっていて恥はずかしいね！

「ううう、ああああああああああ！」

　悲しいよ！

　なんでこんな一いつ世せ一いち代だいの勝負で失敗しちゃうんだよ！




　鞄かばんがあるのでそのまま家に逃げ帰るわけにもいかず、五時限目の終しゆう了りように合わせて、教室に戻った。まぶたが腫はれ上がって、目が充じゆう血けつしていることを、当然クラスメイトたちにツッコまれた。

　人の不幸の気け配はいに目を輝かせて群がるクラスメイトたちを早さ由ゆ利りは引き剝はがして、問もん答どう無む用ようであたしを女子トイレに連れ出した。個室に二人で入り込む。早さ由ゆ利りはあたしを便べん座ざに座らせて、自分はドアに寄りかかって腕を組んでいた。

「じゃあ、耕こう太たってのに振られて、ようやく自分の恋心に気付いて、一時間ぐらいトイレにこもって泣いていたわけね」

「……うん」

　誰だれにも言わないという約束をさせ、早さ由ゆ利りに事情を話した。さっき鏡かがみに映ったあたしは死にそうな顔で、早さ由ゆ利りはそんなあたしの顔をじいっと見て──

「あはははは！　そうなんだ！　ウケる！」

　──笑いやがった。

　どうしよう？　ブチギレそう。感情欠落系けいヒロインのあたしに、悲しみだけでなく怒りの感情も蘇よみがえりそう。

「な、何笑ってるの！　失恋したんだよ！　めっちゃ悲しくて泣きまくりなんだよ！　なのになんなんその早さ由ゆ利りの態度！　屋おく上じようだ！　屋おく上じように来い！」

「あはは……ごめんごめん！　だって、美み紀きがあまりに初うい々ういしくて、かわいくて……」

「かわいいって何！　もう許さない……。割り箸ばしがいつも変なところで折れる魔ま法ほうを掛けてやる……」

「笑ったのはごめんって！　……でも、あのさ、失恋って決めつけるのには、まだ早いんじゃないの？」

　納なつ得とくできないあたしは、怒りの表情のまま、低い声で言う。

「軽けい蔑べつしたって言われたんだよ？　失恋以外の何物でもないでしょ……」

「本当にもう付き合いたくないんだったら、そういう言い方をしないって。美み紀きに改善して欲しいって思ってる証しよう拠こじゃん」

　そうだろうか？　そこまで失望した相手と、今後も付き合いたいとは思わないのが自然じゃないだろうか？

「美み紀きに惚ほれられている幸せ者は、それまで美み紀きが自分の気持ちに自覚がなくて、『よく分からないけど一いつ緒しよにいて。あたしのわがままを聞いて。あたしの言う通りにして』って要望を聞き続けていたわけだよね。なんでそこまでしてくれたんだと思う？」

　そういう風ふうに聞くと、よく耕こう太た君は付き合ってくれたなあ、と思う。嫌きらわれるのも当然だ。

「……それは、まあ、耕こう太た君って拒きよ絶ぜつできない人だから」

「違うね。美み紀きに気があるからだよ」

「はあ？」

　発はつ想そうが唐とう突とつすぎる。

「わたしの勘かんだけど、美み紀き、中学の頃ころは仲のいい男子結けつ構こういたでしょ？　はべらせてたでしょ？」

「はべらせてはないけど、友達はまあ……」

　あたしの魔ま法ほうがあれば、それぐらいはできる。あたしは全力で、男女とも、あたしの支配下に置こうと頑がん張ばっていた。それができるのが、あたしの唯ゆい一いつの価か値ちだと思っていた。

「その男子たぶん、美み紀きにみんな気があったからね！」

「ええ……？　ますます暴ぼう論ろんに……」

「美み紀きは自分の異性としての魅み力りよくに、いまいち気が付いてないんだよなあ。本当に恋愛については何も考えてこなかったんだね。んー……じゃ、問題。男共が一番好きになりやすいタイプの女性は、どんな人でしょう？」

「え？　えーと……かわいくて、大人おとなしくて、相手を立ててくれて……あとは料理上じよう手ずとか？　髪かみは長い方がよさそう。とにかくそういう女の子らしい女の子じゃない？　あたしは、あんまそういうタイプじゃないよね」

「まあ、女の子らしい女の子は、男ウケはいいと思うよ。でも、不正解。モテはするけど一番じゃない。一番モテる子は、容よう姿しはそこそこで、話しかけやすくて、遠えん慮りよがいらなくて、自分との会話に笑顔でいてくれる女の子。容よう姿しそこそこって以外は、美み紀きそのものですなあ」

「……あたしを励はげますために適当なこと言ってない？」

「本気も本気。女もそうだけど、男も高たか嶺ねの花には手を出せないんだよ。ちょっと脈みやくがあるんじゃないかな、と思う人を好きになる。美み紀きはねえ、天性の才能だろうね、適度にそこを刺し激げきするよね。なんか誰だれに対しても楽しませようと必死だから、俺おれに気があるのかな？　って男子に思わせるよね。勘かん違ちがいさせる天才だよ。わたし、美み紀きが自覚的にやってるなら殺そうと初め思ったもん」

「怖こわっ……」

「つーか、実際たくさん告こくられてきたべ？」

　押し黙だまる。否定はできない。

「恋愛しないですよオーラ出しててそれなんだよ？　とにかくあんたはモテるって自覚するべき」

「……まあ、あたしがモテるのはいいとして──」

「殺す。マジ調子乗るな。殺す」

「いや、最後まで喋しやべらせて！　目が怖こわいし！　……モテるとして、でも、耕こう太た君がどう思っているかは別でしょ？　自信あるよ。耕こう太た君はあたしを恋愛対たい象しようとして見てない」

「似たもの同士なのかねえ。好意があるのは間違いないと思うんだけど……そいつも自覚してないのかね」

　……よく考えたら、自分が何者か考えようとしない耕こう太た君は、自分の気持ちには疎うとくて当然だ。

「つかさ、美み紀きが傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞っていても、疎うとまれていなかったんでしょ？」

　過去の耕こう太た君の態度を思い出しつつ、「たぶん」と呟つぶやく。

「じゃあ楽勝」

「なんでよ？」

「耕こう太たってのがイライラしていたのは、そいつ自身も自覚してないかもだけど、美み紀きの性格にじゃない。美み紀きのわがままにじゃない。そいつがこうまで言ったのは、美み紀きのはっきりとしない態度にだったんだよ。美み紀きが好きって言ってくれないことに、怒っていたんだよ」

　そんなことない。そう言い返したかったが、あたしは耕こう太た君に言われたある言葉を思い出す。

『どうして美み紀きさんは、俺おれの気持ちを確かめるばかりで、自分の感情を一度も口にしないんだろうね』

「耕こう太たってのが、美み紀きみたいに恋心を自覚していない奴やつだったとしても、『好きだからほっとけなかった。ごめんなさい』とでも言えば、デレデレした顔でもう許すよ。だってどう考えても、好意はあるし。男って単純だし、あんま過去のこと気にしないし。だから楽勝。むしろイチコロ？」

　いくらなんでもそんな簡単なわけがないと、反論しようとした。

　でも、頭の中で耕こう太た君相手にシミュレートしてみると、確かにその通りの結果になる気がした。「もういいよ」って、ちょっと慌あわてて言って、許してくれそうな気がした。

　すごい。

　あたしですら思い付かなかった、仲直りの呪じゆ文もんを、早さ由ゆ利りは容易に思い付いたのだ。

　尊そん敬けいの目で早さ由ゆ利りを見つめる。

「実は早さ由ゆ利りって、すごい魔ま法ほう使つかい？」

　あたしがコミュニケーションについて、他人に教えられることなんてないと思っていた。

「魔ま法ほう？　何意味の分からないこと言ってんの？　まあでも、ようやく恋愛の世界に一歩踏み出したペーペーの美み紀きが、四し六ろく時じ中ちゆう恋愛のことばかり考えているわたしに、敵かなうわけはないよね」

　それは……確かに。恋愛脳のうの相手に恋愛で敵かなうわけない。

　早さ由ゆ利りはあたしの頭をポンポンと叩たたく。

「頑がん張ばんな、美み紀き」

「……うん」




　もしかして、あたしが特別だと思っていた魔ま法ほうは、そこまで特別なものではないのかもしれない。他の人だって、似たような能力を持っているのかもしれない。

　魔ま法ほうの存在に誰だれも気付いていないんじゃない。気付く必要がないんだ。だって、無む意い識しきで魔ま法ほうに近いことができるから。

　でも……まだあたしは、自分の魔ま法ほうが特別だって思いたい。すぐには自分を支えていた物を捨てられない。

　将来、魔ま法ほうだ魔ま法ほうだと騒さわいでいたことが恥はずかしい過去になったとしても、それはあくまで将来の話だ。

　あたしはあたしの魔ま法ほうを信じている。

　あたしの魔ま法ほうを、大切にしている。







　放ほう課か後ご、耕こう太た君に会いに行くことに決めた。

　でも、よくよく考えたら、あの流れの後に普通の会話はできない。これから仲良くなる為ためには覚かく悟ごを決めるしかない。

　愛の告こく白はくをするしかない。

　それが分かると怖おじ気づいて、なかなか隣となりの教室に向かえなかった。何度深しん呼吸をしても、心しん拍ぱく数すうは上がったままだ。緊きん張ちようのあまり肩が強こわばって、頭痛までしてきた。何度も引き返そうとする脚あしを叩たたいて、なんとか教室までたどり着いた。

　耕こう太た君は教室にいなかった。けれどスクールバッグは置いたままになっているので、戻ってくるだろう。あたしは躊躇ためらいながらも、耕こう太た君の席へと向かい、椅い子すに座った。一日中耕こう太た君が使っていた机つくえに突っ伏した。

　それだけで愛いとおしさが溢あふれてくる。自覚しただけでこれだ。心の中がむずむずして痒かゆくて、搔かきむしりたい。でもそれが心地ここちよくて、心しん臓ぞうから普段よりも熱い血が流れている気がする。

　不ふ思し議ぎだ。今日きようまで分からなかった感情は、もう疑う余地さえない。

　あたしは耕こう太た君が好き。

　あたしは耕こう太た君が大好き。

　これからあたしは告こく白はくし、要求する。あたしのものになってくださいと、エゴだらけの要求をする。

　でもエゴでいいんだ。

　だって好きだし。

　愛してるし。

　だったら許してくれるよね？　恋愛ってたぶんそういうものだよね？

　ニヤニヤする顔を隠かくすために、さらに机つくえに頭を突っ伏して顔を隠かくす。なかなか帰ってこない耕こう太た君を待つ。




　そう、恋の熱に浮かされていたあたしは、すっかり忘れていたのだ。

　耕こう太た君が、耕こう太た君でなくなりかけていたことを。



















　　　柊耕太の閉じた世界　［Ⅳ］

　　　谷原雅人の閉じた世界　［Ⅱ］







　廃はい墟きよとなった病院。忘れ去られた墓ぼ地ち。使われなくなったトンネル。日の光が届かない暗い樹じゆ海かい。

　そこには彼はいない。

　例えばそこは、田舎いなかのどこにでもあるショッピングモール。初めて来ても既き視し感かんがあり、他のショッピングモールと同じようなショップが入っている、量産型のモール。でも地ち域いきでは最も便利で、それなりに活気があり、それなりにお金が動き、それなりに人がいる。

　そんな場所。

　そういうところに、谷や原はら雅まさ人とはいる。

「どうして雅まさ人とはそんなところにいるの？」

「何もないからだ」

「何もない？　結けつ構こう活気がある場所だと思うけど」

「なら、何もない場所を想そう像ぞうしてみろ。人がいない。店もない。街がい灯とうもない。道もない。そんな場所を普通だとは思うか？　そこに何も感じないでいられるか？　いられないだろう。そこはもう特別な場所だ。そこには虚きよ無むという有が存在している。虚きよ無むにはインパクトがありすぎる。それは何もないという印いん象しようからはほど遠い」

「不自然……みたいなこと？」

「そうだな。そして、そんなところに俺おれはいられない。虚きよ無むの中で俺おれは浮き上がってしまう。特別になってしまう。俺おれのような不完全な存在はいつまでもいられない」

「それでこんな場所にいるの？」

「そうだ。この場所は日常に溶とけ込んでしまって、均きん一いつ化かされてしまって、何も感じない。これが『何もない』ということだ。そうだな……虚きよ無むと区別するために『絶ぜつ無む』と名付けてみよう。意い識しきしないでいられる場所に絶ぜつ無むは存在する。いつでも隣となりにある。けれど絶ぜつ無むは小さく折りたたまれて、俺おれたちの日常のわずかな隙すき間まに入り込み、その存在を忘れさせる」

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

「この音は？　絶ぜつ無むに関係あるの？」

「ああ。絶ぜつ無むに誘いざなう音だ。これがある限り、俺おれたちは絶ぜつ無むに吸い込まれ続ける」

「そうすると、何か問題が起こるの？」

「分からないか？　俺おれのような死者でも絶ぜつ無むの中にはいられる。お前と同じ存在でいられる。つまりこの絶ぜつ無むに寄り添い、無感覚でいる奴やつは、死者と等とう価か値ちだということだ。生きている意味も価か値ちもないってことだ」

「でも、そんな人間はいくらでもいる」

「その通りだ」

「雅まさ人ともその一人？」

「油ゆ断だんすれば簡単に吞み込まれるだろうな」

「だから雅まさ人とは、そこから抜け出そうとしていた？」

「そうなる。そして失敗した」

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　なんて耳みみ障ざわりな音だろう。その音を聞く度たびに、どうしようもなくいたたまれなくなる。耐えられない焦しよう燥そう感に駆かられる。

「雅まさ人と……俺おれも耐えられない。抜け出したいよ」

「ああ、お前ならできる、コウ。俺おれは所しよ詮せん凡ぼん人じんだった。この音から逃のがれることができなかった。だが、お前は違う。お前は特別な、異常な人間だ。抜け出せる。必ず抜け出せる」

「だけど、どうすればいい？」

「心配するな」

　雅まさ人とは生前見せたことのない優しい笑顔で言った。

「お前はすでにその方法を摑つかんでいる」




　かろうじて『僕』である『俺おれ』の体が溶とけていく。炎えん天てん下かに放ほう置ちされたアイスクリームのように、ドロドロに溶とけていく。固体と液体の中間になった俺おれは、地べたに無ぶ様ざまに広がって、無む価か値ちになる。

　このまま無む価か値ちになるわけにいかない。もう一度意味を与えなければならない。そうしないと人間でなくなる。

　溶とけている俺おれの中に割り込んでくる、鎖くさりのような音を連れた誰だれか。

　どうぞ好きにしてくれ。

『僕』は、柊ひいらぎ耕こう太たは、『白』だ。

　誰だれかの色を待つ存在だ。

　さあ、ここには僕の肉体がある！




　そうして。

　谷原雅人は此処にいる。







　それからの俺おれは自動的だった。やるべきことをやるだけの装そう置ちになった。視し界かいが、世界が、曖あい昧まいにぼやけている。どこに焦しよう点てんを合わせていいのか分からない。よく見知ったはずの校内が、ぶよぶよとした塊かたまりとしか認にん識しきできず、意味を見出みいだせない。モザイク越しの世界だ。知ち識しきはあるので日常の過ごし方は分かる。プログラミングされたＮＰＣみたいに自然に動ける。しかし地面が揺ゆれている。靴くつの裏に強力なガムが貼はり付いているような違い和わ感かんがあり、気持ちが悪い。

　俺おれは自分の内から下される指令に従い、屋おく上じようにいた。一週間放ほう置ちした血みたいに濁にごった夕暮れの中、砂に汚よごれたコンクリートを踏みしめて、過か疎そ化かが進んだ街並みを見下ろした。道路に並ぶのは軽自動車ばかりで、それらは街で一番華はなやかな建物である、パチンコ屋に吸い込まれていく。

　そんな二に束そく三さん文もんの世界の終わり。

　秋あき山やま秀しゆう一いちには、そんな廃すたれた街並みがやけに似に合あっていた。優ゆう等とう生せい然とした眼鏡めがねに、鳥の糞ふんを落として、その写真をインスタグラムに上げたい。やけにスっとすると、共感を得られるはずだ。

　さあ、俺おれはこれから秋あき山やま秀しゆう一いちのすべてを徹てつ底てい的に暴あばき、晒さらし、並べて、一つ一つ潰つぶし、粉ふん砕さいする。

「こんなところに呼び出して、何のつもりだい、柊ひいらぎ君？」

　秋あき山やまの問いには答えず、俺おれは口を開く。

「入ってきていいよ、須す藤どうさん」

　扉とびらが開く方向には目を向けず、俺おれは彼女を見る秋あき山やまの反応を見ていた。秋あき山やまは必死に感情を押し隠かくしてはいるが、瞳ひとみに驚きが宿っているのを隠かくし切れていない。

「谷や原はら君と一いつ緒しよにいた女性だね」

　俺おれがどれだけ知っているか分からない以上、無ぶ難なんな反応だろう。

「彼女から色々聞いたよ。……まずお前に聞こう。どうしてお前は雅まさ人との最後の目もく撃げき者しやであったのに名乗り出ない？」

　秋あき山やまは咎とがめるように須す藤どうさんを見つめている。俺おれはその視線を辿たどって、やってきた彼女をようやく見た。

　ムラのあるロングヘアーは風に吹かれて、よりぼさぼさに見える。今日きようも顔色が悪い。口こう角かくを上げる癖くせはそのままで、一見笑っているように見えるが、いつも以上に怯おびえている。

　怯おびえている。

　秋あき山やまではなく、俺おれに対して。

「柊ひいらぎ君。ずいぶんと傲ごう慢まんな物言いをするようになったね。本ほん性しようを現したのか？　……それはいいか。質問に答えよう。簡単な話だ。そこにいる女性のために名乗り出なかった」

　その返答は予想していないものだった。

「どういうことだ？　お前が名乗り出ないことが、どうして彼女に関係ある？」

「ふむ。デリケートな問題ではあるから、口にしたくはなかったのだが、こうなってしまった以上仕方がない。その人は谷や原はら君にナンパをされ、ホテルに向かうところだった。それが世せ間けんで表おもて沙ざ汰たになるのはかわいそうだと思って、黙だまっていたのだよ」

「お前がちゃんと目もく撃げき証しよう言げんをすることで、犯人が捕つかまるとは思わなかったのか？」

「そう判はん断だんしたのなら、私は彼女をかわいそうだと思いつつも、目もく撃げき証しよう言げんをしただろう。私の目もく撃げき証しよう言げんは益やく体たいのないものだ。事件解明に繫つながるとは到とう底てい思えなかった」

「勝かつ手てな判はん断だんだな。何がきっかけで犯人が見つかるかは分からないものだろう？」

「その通りだ。風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかると言わんばかりに、事件が解明することもあったかもしれない。だが私はそのわずかな可能性と、彼女のプライバシーを天てん秤びんに掛け、後者を選んだのだよ」

　それは違い和わ感かんのない答えだった。まるでその質問をされることを、常に想そう定ていしていたかのように、口く調ちようにも淀よどみなかった。

　これで秋あき山やまを疑い出したきっかけになる、そもそもの理由が消えた。

　しかし、関係ない。

　もう俺は秋山を疑っていないのだ。

　俺はもうすでに、秋山が犯人だと決めつけている。

「あーうるせえなあ。さっさと自じ白はくしろよ」

　耐たえ切れなくなり暴ぼう言げんを吐く俺おれに呆あつ気けにとられ、秋あき山やまは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくする。

　思わず漏もれた率そつ直ちよくな発言だったのだが、秋あき山やまは自分を動どう揺ようさせるための策さく略りやくだとでも思ったのか、口を結び冷静な顔を作る。

　話をそのまま続けられるのは好こう都つ合ごうなので、その勘かん違ちがいには触れない。

「じゃあ次だ。お前は山やま崎ざきが落ちたときに、学校にいたようだな。そこの女がそう主張している」

　秋あき山やまは須す藤どうさんを一いつ瞬しゆん睨にらみ付けるように見てから、「ああ」と頷うなずく。

「事件が報ほう道どうされたときに焦あせったよ。山やま崎ざき龍りゆう介すけが屋おく上じようから落下したときに学校にいたとあっては、疑われても仕方がない。私は屋おく上じようではなく駐ちゆう車しや場じようにいたが、証しよう言げんしてくれる人がいるわけもないと思っていた。情なさけないけれど保身を選せん択たくするしかなかった。まさか駐ちゆう車しや場じようにいることを目もく撃げきした人がいるとは思わなかったね」

「山やま崎ざきは悲鳴も上げていたそうだが、なぜ気付かなかった？」

「なぜ、と言われても困るな。気付かなかったとしか言いようがない。考えごとをしていたのだよ」

　秋あき山やまはオーバーに両手を広げて、首を振る。

　そのわざとらしい態度に苛いら立だったので、対たい抗こうして、「はあぁ……」と、大げさな溜ため息いきを吐つく。

「さて、どういうアプローチでいくかな……。うん、そうだな。秋あき山やま、お前は霊れいの存在を信じるか？」

　秋あき山やまは唐とう突とつな俺おれの発言に、目を細める。

「突とつ然ぜんなんだい？　霊れいだって？　それは答えなければならない問いか？」

「ああ」

「……まあいい。霊れいか。大おお勢ぜいの人間が存在を信じている以上、一いち概がいには否定できないとは思う。が、私自身はあまりに非科学的で信じがたいと思っている。実際デジタルカメラの普ふ及きゆうで、心しん霊れい写真や動画は、もはや作り物であることが前ぜん提ていのエンタテインメントに成り下がっている。私の認にん識しきはそんなところだよ」

「そうだな、お前ならそうだろう。けれど、いかに霊れいを信じていなくとも、墓はか石いしを蹴けり飛ばしたりはできないだろう？　富ふ士じの樹じゆ海かいに不ぶ気き味みさは感じるだろう？」

「それはもちろんそうだ。富ふ士じの樹じゆ海かいに行けば、神経過か敏びんになってしまうだろうし、恐きよう怖ふを感じるだろう」

「そう、恐怖の中で考えごとをする余地などない」

　秋あき山やまがわずかに息を吞のむのが聞こえた。勘かんのいい秋あき山やまは俺おれの回りくどい質問の意い図とに気付いたのだろう。

「富ふ士じの樹じゆ海かいほどではないだろう。だが、夜の学校は、十分不ぶ気き味みさを感じる場所だ。元々同年代の人間を詰め込み、一いち律りつに同じ指導をするという歪ゆがんだトンデモ機き関かんだ。その歪ゆがみは夜になれば浮き上がる。誰だれかに言わせると『結けつ界かいがある』というほどに、人をはねのける雰ふん囲い気きになる。大おお勢ぜいで花火でもしているならともかく、一人で夜の学校にやってきて、考えごとに夢む中ちゆうになることはまずない」

　秋あき山やまを冷ややかに見つめる。

「その中でお前は、山やま崎ざきの叫び声が聞こえなかった、と？」

　秋あき山やまはわずかに間を空けてから言った。

「……聞こえなかったな。自分の鈍どん感かんさに辟へき易えきするよ」

　苦しいことは自覚していても、秋あき山やまはしらを切る。ごまかすには正しいリアクションだろう。疑わしくても、この程度では証しよう拠こにならない。

　しかし、少しずつ追いつめているのは確かだ。その顔には、決定的な証しよう拠こを残していなかったかと、不安が浮かんでいる。

　自覚はないのだろうが、表情に出やすい奴やつだ。

「さて次は、駐ちゆう車しや場じようから人を落とす方法を披ひ露ろうするか」

「何？」

　秋あき山やまは眉まゆを上げる。

「……そんなもの、あるんですか？」

　思わずと言った具合に、須す藤どうさんは声を挟む。

「トリックはいくらでもある。確かく認にんするが、須す藤どうさんは、秋あき山やまが駐ちゆう車しや場じようにいたことは知っていても、何をしていたかはまったく知らない。それでいいよな？」

「は、はい……」

「見ての通り、駐ちゆう車しや場じようから屋おく上じようは離れている。だが、ここからも確かく認にんできるように、視し界かいは開けていて、駐ちゆう車しや場じようから屋おく上じようを見渡すことはできる。そして、この屋おく上じようはしばらく前から新しい柵さくを立てる予定があり、今現在は柵さくがない。事故があった今はもちろんだが、それ以前から立ち入り禁止にされている。屋おく上じようの端はしにでも立っていれば、少し押されただけで、落ちてしまう可能性がある」

　ポケットに忍しのばせていたそれを取り出す。

「それは、なんですか？」

　わずかに表情に安あん堵どが浮かんでいる須す藤どうさんに、言う。

「ドローンのリモコンだ」

　スイッチを入れ、レバーを傾けると、事前に屋おく上じように用意していたドローンが羽ばたき出す。飛び立った中型のドローンには、カメラ部分に赤い毛糸が付けられている。その毛糸の反対側は、ドアノブにくくりつけられ、繫つながっている。

「須す藤どうさんは動かないでいてくれるかな？　ドローンの操そう縦じゆうは初しよ心しん者しやの俺おれには難しいんだ」

　須す藤どうさんは言う通りにその場で体を強こわばらせる。俺おれはドローンを操そう作さし、須す藤どうさんの背中に回す。毛糸はピンと張り詰め、須す藤どうさんの背中を押し、彼女を一歩だけ進ませる。

　これが柵さくのなくなった屋おく上じようの端はしなら、当然落ちている。

「分かりやすいよう赤い毛糸だったが、これを強度のあるもの、ピアノ線なんかならもっと実現性は高くなる。うまく操そう作さすれば、山やま崎ざきを押し、落とすことができるだろう」

　トリックを披ひ露ろうする俺おれを、秋あき山やまは黙だまって見つめていた。

　だが、その口元は、すっかり緩ゆるんでいる。

「────ふふ」

　徐じよ々じよに仮か面めんが剝はく落らくしていく。ペリペリと音を立てて、剝はがれ落ちていく。醜みにくい本質が歪ゆがんで膨ぼう張ちようし、貼はり付くことができなくなっていく。剝むき出しになったその表情は、排はい他た的なその本質を表していた。

　いくらごまかそうとしても、もう隠かくし切れない。

　──秋あき山やまは壊こわれている。

　ああ……成功だ。

　秋あき山やまを暴あばきたい俺おれの目的は、着々と進んでいる。

「柊ひいらぎ君。君には失望したよ」

「何がだ？」

　嘲ちよう笑しようを浮かべたまま尋たずねる。

「分からないのかな？　このトリックは欠けつ陥かんだらけだ。まず夜間でのドローンの操そう縦じゆうが不可能だ。当日は晴れていたのか？　憶おぼえてはいないが、かろうじて月明かりでドローンが見えていたとしても、狙ねらったところに飛ばすには、ドローンの操そう縦じゆうはあまりに難しい。君自身、操そう縦じゆうに苦戦していたようにね。トリックを実行するには、昼間にでも実際にここで練習でもしなければまず無む理りだろう。だが、ここは学校だ。そんなことをすれば休日であっても誰だれかしらの目に付く。練習など不可能だということだ。そして決定的なのはプロペラ音。事件の時に現場にいた彼女が、悲鳴が聞こえて、ドローンの音が聞こえなかったなんてあり得ない」

「ま、そうだな」

「何より、私はドローンなど持っていない。調べればすぐに分かる」

　俺おれの稚ち拙せつなトリックに安心し切って、勝ち誇った表情だ。

　秋あき山やまの勝ち誇った顔があまりに滑こつ稽けいで、思わず口から嘲ちよう笑しようが漏もれた。

「何がおかしい？」

「早はや合が点てんをするなよ。いや、もちろんその顔を見たくて、早はや合が点てんさせたんだけどな。なあ、誰だれがこのトリックで山やま崎ざきを殺したなんて言った？　ちゃんと言っただろう。『トリックはいくらでもある』と」

「どういう意味だ？」

「今の実験によって何を言いたかったのか？　確かに駐ちゆう車しや場じようから山やま崎ざきを落とす手段はある。だがそんなものは、こんな無意味なトリックばかりということだ。ミステリー小説じゃあるまいし、トリックを暴あばかれなくとも、疑われたらその時点で終わりだ。状じよう況きよう証しよう拠こがあって、警察に摑つかまり、取り調べで自じ白はくさせられれば、トリックなどどんな凝こっていても意味がない。自分が疑われる状じよう況きようを作った時点で下げ策さくなんだ。それはお前も十分に理解しているだろう。しかしお前は、疑ぎ惑わくが深まるだけだろうに、深夜の学校にいた」

　秋あき山やまではなく、須す藤どうさんの方を見る。思い通り、先ほどの一時的にあった安あん堵どは消え、青ざめている。

「つまりこの事故は、お前にとっても想定外のことだった」

　嘲ちよう笑しようを浮かべたまま続ける。

「二点言いたいことが言えた。それはこのドローン程度のトリックでも、本当に死んでしまうかもしれないほど、危あやうい現場であったということ。誰だれかが間違って山やま崎ざきを押しでもすれば、落としてしまうかも知れないこと」

　俺おれは、山やま崎ざき殺しの犯人の肩を叩たたく。

「そうだろう、須す藤どうさん？」

「──ぁ」

　俺おれと話しているとき、須す藤どうさんは怯おびえていた。自分に隠かくし事があることを悟さとられないように意い識しきし続けていた。

　だがそんなものは、『白』である柊ひいらぎ耕こう太たを前には隠かくせない。

「須す藤どうさん、君は秋あき山やまを『眼鏡めがねの男』と知らないような言い方をしたね？　だけど、雅まさ人とに取り憑つかれていた君は、事件の手がかりを捜さがしていただろう？　真相を知ろうとしたときに、須す藤どうさんが一番に捜さがすのは決まっている。最後に雅まさ人とと接せつ触しよくしていた眼鏡めがねの同級生、秋あき山やま秀しゆう一いちだ。俺おれよりも前に接せつ触しよくしていなければおかしくないか？」

「……う、ぁ……」

「だが、そのことを俺おれに隠かくしていた。言うまでもなく、都つ合ごうが悪いからだ。秋あき山やまのことを詳くわしく話せば、山やま崎ざき殺しの疑ぎ惑わくが自分に向くと考えていた」

　秋あき山やまは自じ白はくをさせないためか、回り込んで須す藤どうさんを隠かくすように俺おれの前に立つ。まったく平静を装よそおっているつもりのようだが、動どう揺ようはダダ漏もれだ。なんて恥はずかしい奴やつだ。

「君は私が須す藤どうさんに命令し山やま崎ざきを落とさせた。そう言いたいのか？　そもそも私には山やま崎ざきを殺す動どう機きがない」

「あるだろ。雅まさ人との事件の共犯だろ？　大おお方かた死体運うん搬ぱんでもさせたんだろう」

　それが真相だったのだろう。秋あき山やまはもはや驚くリアクションさえ遅れるほど狼ろう狽ばいした。それだけバレバレなのに、必死に取り繕つくろう。

「……おそらく私が山やま崎ざきに呼び出された姿すがたを見たから、そんな妄もう想そうをしているのだろうな。その妄もう想そうは一いつ旦たん置いておこう。仮にだ。あくまで仮にだが、私に山やま崎ざきを殺したい動どう機きがあるとしよう。しかし、どうしたら殺害を彼女に頼める？　知り合いですらない彼女が、私の命めいに従ってくれるはずもない。もし殺害を依頼できたとしたら、私が殺害時間にわざわざ学校まで来るのはおかしい」

「往おう生じよう際ぎわが悪いな。さっきから言っているだろ？　この事故は想そう定てい外がいのことだった、と。須す藤どうさんは、山やま崎ざきを殺すつもりはなかったんだよ。落下はあくまで事故だった」

「憶おく測そくが過ぎる。偶ぐう然ぜんが重なりすぎている。いくら柵さくがないとはいえ、そうそう落下などしない」

「まず、どうして二人が、立ち入り禁止にされている屋おく上じようで、しかも深夜に話すことになったのか、それから考えなければいけない。当然、示し合わせて落ち合ったのだろうが、須す藤どうさんが山やま崎ざきと直接アポを取ったとは考えにくい。屋おく上じようで会うように仕向けたのは、秋あき山やま、お前だろう」

　秋あき山やまは顔をわずかにしかめる。

「おそらく騙だまされ屋おく上じように向かった須す藤どうさんは、予想外のことに遭あった。須す藤どうさんにとって、思わず突き落としてしまうほどのことが起きた。……そうだな、これは想そう像ぞうだが、山やま崎ざきにレイプされそうになったとかかな？」

　須す藤どうさんは自分の体を抱きしめ、震えている。その仕し草ぐさは俺おれの憶おく測そくが当たっていることを明確に示していた。

「山やま崎ざきのことだ。お前に口止め料でも無心してきたのだろう。お前はその欲深さを利用することにした。『すぐに出せる金はない。その代わりに女を提てい供きようする』。そんなところか？」

「私は……事件のことについて、屋おく上じようにいる男が話してくれるって……」

「そう、君はそんなやり取りがされたことなど、当然知らされていなかった。君は山やま崎ざきに襲おそわれ、抵てい抗こうした。この学校の生徒じゃないのだから、屋おく上じようの柵さくがないことも知らなかっただろうし、夜なので気付けなかったのだろう。抵てい抗こうした君は、思いっきり山やま崎ざきを突き飛ばして、そして──」

　ぐちゃり。

「落として殺してしまった」

「あ、ああああ…………」

　須す藤どうさんはその場に崩くずれ落ちる。

　あれだけ体調を悪そうにしていたのは、雅まさ人とに取り憑つかれているからだけではなかった。須す藤どうさんは故こ意いでないとはいえ、人を殺してしまった罪つみに襲おそわれていたのだ。それを俺おれに隠かくさなければいけないことも、プレッシャーになっただろう。

　秋あき山やまは崩くずれ落ちた須す藤どうさんを、生ゴミを見るような目で眺ながめている。

「須す藤どうさんを屋おく上じように呼んだ秋あき山やまの本来の目的は、山やま崎ざきを殺すことではなかった。レイプされた須す藤どうさんの味み方かたになり、山やま崎ざきに復ふく讐しゆうするという名目で仲間に加えることだった。須す藤どうさんに、山やま崎ざきを殺すほどの意い志しが芽め生ばえなくとも、騙だまして利用するぐらいはできるようになると踏んでいたのだろう。最終的に山やま崎ざきを殺す方法は、それこそ想そう像ぞうしかできないが、まあいくらでもあるな。例えば睡すい眠みん薬やくだと偽いつわって、実際は致ち死し量の毒どくを須す藤どうさんに渡し、山やま崎ざきに吞のませるだとか。モデルガンだと騙だまして渡し、須す藤どうさんに山やま崎ざきを撃うたせ、それが本物だとか。思い付いたものでもこんなところだ。仲間にした時点で、秋あき山やまの計画はほぼ実行できる。須す藤どうさんを山やま崎ざき殺害の実行犯にさせ、自分はその時間、確実なアリバイを作る。それだけでいい。……あとはそうだな……。須す藤どうさん、秋あき山やまに連れん絡らく先を教えてもらえなかったんじゃないか？」

　地べたに座っている須す藤どうさんは、こくりと頷うなずく。

「なぜだか分かるか？　接点があったと思われては困るからだ。須す藤どうさんが山やま崎ざき殺害の犯人だとされたときに、警察に接点がないと思わせれば秋あき山やままで疑ぎ惑わくの目が向かうこともない」

「で、でも私自身が、知ってます……。警察に摑つかまりでもしたら、隠かくし通せるわけない……」

「だからその前に、須す藤どうさんをも、殺すつもりだったってことだ。そうだな、レイプされた怒りで山やま崎ざきを殺したが、罪に耐え切れず自殺をした。そういうもっともらしいシナリオにでもするつもりだったんだろう」

　須す藤どうさんは目を見開いて、秋あき山やまを見上げる。

　秋あき山やまはもう彼女に見向きもしない。

「なぜかな？　俺おれにはこいつの考えが、手に取るように分かるんだ。須す藤どうさん、そもそもなぜ、君が協力者に選ばれたのだと思う？　それは、君ならば犠ぎ牲せいにしても構わない……いや、むしろ殺すべき存在だと、秋あき山やまが思っているからだ。なぜなら君は、初しよ対たい面めんの谷や原はら雅まさ人とと寝るような女だ。男というのは、貞てい操そう感のない女を価か値ちのない人間だと見なす習性がある。シリアルキラーの被ひ害がい者しやに娼しよう婦ふがやけに多いのは、殺しても罪ざい悪あく感かんが少ないからだ。きっと秋あき山やまはこう考えただろう。これからする正義の執しつ行こうにおける、『踏み台』にするにはちょうどいい」

　もう須す藤どうさんは、秋あき山やまを見上げることすらできなかった。

「すべて妄もう言げんだ。彼女がレイプされた事実さえないのに、君はストーリーを創そう作さくしている」

　しかしその声には、もう虚きよ勢せいすら感じない。

「ならお前がする予定だった計画ではなく、実際にしていたことでも話そうか？　お前の一番の懸け念ねんは、山やま崎ざき殺しの犯人である須す藤どうさんが自首することだ。自首されてしまえば、芋いもづる式にすべての犯行が明らかになってしまう。お前は須す藤どうさんを殺害しようとしただろう。殺害までの時間稼かせぎのためにお前は理解者の振りをして、手助けすると噓うそを吐つき、須す藤どうさんに誰だれにも接せつ触しよくしないように命令しただろうな。その間に情報が漏もれては敵かなわないからな」

　須す藤どうさんの表情を見て答えを確かく認にんしようとしたが、もう彼女の目は、虚こ空くうを見るだけで反応がない。

「だが、須す藤どうさんは言いつけを守らず、殺される前に俺おれと接せつ触しよくしてしまった。須す藤どうさんは、事件の真相が知りたい気持ちを、どうしても抑えられない。それは雅まさ人との呪のろいを受けている以上、無む理りもないことだ。彼女を使う以上、その状態を見抜けなければいけない。どうせお前のことだ。須す藤どうさんがマヌケなせいで俺おれに真相を見抜かれたと、そんな思い違いをしているんだろう。だがそれは大きな過ちだ。須す藤どうさんを使ったのは、他でもないお前だ。口止めしても、俺おれに接せつ触しよくしてしまうその状態を見抜けなかったことがお前の失敗で、ミスだ」

　口くちの端はを上げたまま、吐き捨てる。

「分かったか？　無む能のう委員長」

「……私が無む能のうだと？」

　その挑ちよう発はつに、それまで表情を隠かくしていた秋あき山やまの様よう子すが明らかに変わる。

　やはりそうだ。責任を追つい及きゆうする言葉が、何よりこいつには響ひびく。プライドが高すぎて、自分の失敗が絶対に認められない。そのためになら事実さえも歪ゆがめるほど。

「あり得ない。私は常に正しい選せん択たくをしていた。私自身に過失はない。この無む能のうな女が、足を引っ張り、台無しにしただけだ」

　怒りを抑え切れない秋あき山やまは、愚おろかしくも自分のしたことを認めた。思わず苦く笑しようしてしまう。

「違うね。ただの能力不足だ。お前は人を使う才能が決定的にない。魔ま法ほう使つかいからはほど遠いな。どうせお前のことだ。人間が全員、自分と同じ価か値ち観かんで生きていると思い込んでいるんだろう。自分の秤はかりしか持っていないから、お前は計画通りにこなせない。まったく、他人が自分と同じ世界で生きていると思ってるんじゃねえよ」

「意味の分からないことを。世界は一つだろう？　誰だれもが同じ世界で生きている」

「月の模も様ようを何の疑問もなく、ウサギが餅もちをついていると答えてしまうお前ならそう言うだろう。お前は人間の密室性を何も理解していない。それでは何一つ他人を理解できない。他人を理解するためには、他人を完全に把は握あくすることが不可能だというところから始めなければいけない。まあ、お前には一生できないだろうがな」

　秋あき山やまはその言葉に眉まゆをひそめていた。だがすぐに、「くくく」と、今時Ｂ級映画の悪役でも言わないであろう含み笑いを上げる。

「どうした？　気でも触れたか？」

「ふふ……やはり私の見解は間違っていなかった。人を操あやつることに固こ執しつしているその言いぐさで確信したよ。君はやはり、他人を操あやつり、人々を陥おとしいれていたのだね？　学校の変人たちを煽せん動どうし、遊んでいた。その中には谷や原はら雅まさ人とも含まれていた。ある意味谷や原はら雅まさ人とも被ひ害がい者しやだったのだ。君こそがこの事件の元げん凶きようであり、悪だった。だから君には真相を知られたことは──」

　生なま魚ざかなの鱗うろこのように、鈍にぶい光を帯びた目を俺おれに向ける。

「──不幸中の幸いだ」

　ああ、こいつは。

　本当に何も分かっちゃいない。

　こいつは自分の悪意にも、それを上回る他者の悪意にも、鈍どん感かんなままでいる。

「……柊ひいらぎ君。何を笑っている？　どうやら自分の状じよう況きようが分かっていないようだ」

「分かっていないのはお前の方だ。まさか俺おれが懇こん切せつ丁てい寧ねいに、真相を分かっていますよ、とただ教えるために、ここに呼び出したとでも思っているのか？」

「……違うとでも言うのか？」

「俺おれはお前を、警察に突き出したいわけじゃない。そんな生ぬるいことをする気はない。はっきり言うと、お前が犯人かどうかもどうでもいい。俺おれはな、ただ気に入らないお前を、徹てつ底てい的に粉ふん砕さいしたいんだよ。だがお前は、ここまで暴あばいてやっても、反省さえしない。開き直って妄もう想そうの世界に浸ひたってるだけだ。そこまで愚おろかだってのは計算外だったよ、クソ雑ざ魚こ野や郎ろう」

　スマホを取り出す。

「おかげで俺おれは、最終手段を使うしかない」

　ある番号を鳴らす。その人物とは、コールをするだけで、こちらに駆かけつけてくれる約束を取り付けている。

　スマホを仕し舞まうと、手を広げて、笑いかける。

「さあ、お前の汚きたない膿うみを全部、さらけ出して見せてやるよ」

　階段を駆かけ上がる足音が聞こえ、屋おく上じようの扉とびらが開く。

「くすくす……くすくすくす……」

　その女の子は、これからすることが楽しみで、歯の隙すき間まから声を出す特とく徴ちよう的な笑い声を抑えられない。

「柊ひいらぎ君。来たよ！」

　斜めに切り揃そろえられた前まえ髪がみに、おさげにしている後ろ髪がみ。身長や童どう顔がんとは対たい照しよう的に胸が大きい、インモラルな女生徒。

　悪意さえ無む邪じや気きに歪ゆがめて、穢けがれないままでいる聖せい女じよのような愚ぐ者しや。

　とっておきの『道具』。

　サラダ油が捨てられたどぶ川のような虹にじ色いろの瞳ひとみで秋あき山やまを見つめて、ガッカリしたように口をとがらす。

「……ええ……なんか、つまらなそうな人がいる……。柊ひいらぎ君がおもしろいことがあるって言ってたのに、この人はそこら辺に良くいる濁にごった赤色」

　秋あき山やまは戸と惑まどいに、狼ろう狽ばいしている。

　それまで秋あき山やまは、主導権を握っているつもりだっただろう。俺おれがいかに真相にたどり着こうと、最終的に殺せばいいと思っているからだ。

　だが、どんなに鈍にぶかろうと気付く。すべてをぶち壊こわす松まつ見み璃り々り子こが現れたことで、状じよう況きようが変わったことに。今立っている場所が、間違いなく自分の舞ぶ台たいではなくなったことに。

　飴あめ細ざい工くの製作途と中ちゆうみたいに、容易にぐにゃりと歪ゆがむ世界を制せい御ぎよする方法など、こいつに分かるわけがない。

「秋あき山やま。このままならお前は、真相を突き付けようと、自己正当化して歪わい曲きよくして、俺おれの与える暴ぼう力りよくから逃のがれるだろう。壊こわすためには、まず恐きよう怖ふを教えなければいけない。そこから始めないといけない。……松まつ見み先せん輩ぱい」

「はいな」

　しっかりと秋あき山やま秀しゆう一いちを睨にらみ付けて、吐き捨てる。

「須藤志帆をスキャニングしてくれ」

　座り込み、愕がく然ぜんとしていた須す藤どうさんが、驚いたように顔を上げる。まさか自分に再び出番が回ってくるとは思っていなかったのだろう。まあそれも仕方がない。この場において彼女は明らかに脇わきキャラだ。

　だが、ここからが彼女のメインどころだ。

「悪いね、須す藤どう志し帆ほ」

　興きよう味みのない女に視線も向けない。

「君をここに連れてきた本当の目的はこれだ。殺し合いゲーム小説の序じよ盤ばんで、必ず一人が死ぬシーンが必要なように、秋あき山やまへのチュートリアルが必要なんだ」

　だから物語の都つ合ごう上、ついでに絶望しろ。

「そっちの女の子の方をスキャニングすればいいの？　分かったー」

　無む邪じや気きな松まつ見み先せん輩ぱいは、俺おれの悪意になど気付かない。ただの親切心で松まつ見み璃り々り子こはトリップし、人間から機き械かいへと退化する。

「ピーガガガ、ピーピーガガガガガ」

　目の焦しよう点てんはどこにも合っていない。ただ確実に須す藤どう志し帆ほの中ちゆう枢すうを捉とらえている。

「何？　何をしてるの？」

　誰だれが見ても異常だ。具ぐ体たい的に何をされるか分からなくとも、それがろくでもないことだけは分かる。びっくり箱の中身は、中身はなんであっても、必ず害悪になるものだ。

「ピーガガガ、ピーピーガガガガガ。─────スキャニング、終わりっ」

「お疲つかれ様さま。さあ先せん輩ぱい。言げん語ご化かしてくれ」

「うん！」

　松まつ見み璃り々り子この奇き行こうに、須す藤どうさんは肩を震わせ怯おびえている。彼女は秋あき山やまに利用され、罪つみを背負わされ、なおかつこれから俺おれによって潰つぶされる。不ふ憫びんな女だ。

　罪ざい悪あく感かんは。

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　幻げん聴ちようが簡単にかき消した。

「スドウシホ、17歳さい」

　その名前は、俺おれが名前を口にしなければ知り得なかったのだろうか？　底知れないスキャニングの仕組みは、半分も分からない。

「私立咲さき清せい学園二年生。実の母親と義ぎ理りの父親、義ぎ理りの兄との四人暮らし。家の間取りは４ＬＤＫ。二階にある自分の部屋は、物で溢あふれかえり足の踏み場がない。父親は公務員で母親は専業主しゆ婦ふで、家計は安定している。粘ねん着ちやく質で空気が読めない性格が災わざわいして、友達は少ない。少ない友達にもよく裏切られる。現在彼氏はいないが男性経けい験けんは二人」

「え？　何？　これは何……？」

　須す藤どうさんは、まだ何が始まったのか理解できていない。ただその青くなった唇くちびるを見るに、恐ろしいことが始まっていることだけは分かっているようだ。

「谷や原はら雅まさ人との事件に自分が関わっているという妄もう信しんに取り憑つかれ、忘れることができない。山やま崎ざき龍りゆう介すけを突き落とし、殺してしまった。かつて自殺を二回ほど試みたことがある。しかし親にも同情されない。寂しい。寂しい。強い劣れつ等とう感かんを、特に容よう姿し、学力に抱いている」

　隠かくしていたことも、隠かくさなければいけないことも、俺おれたちの前に晒さらされる。

　もはや言葉さえ出せない須す藤どうさんは、松まつ見み先せん輩ぱいを悪あく魔まと思っているのかというほどに、目をひん剝むいている。

「いじめられた経けい験けんも、いじめた経けい験けんもあり。権力志し向こうが強い。強い者を恐きよう怖ふしつつ、嫉しつ妬とし、弱い者を見て安あん堵どし、見み下くだす。自らの意い志しが希き薄はく。習慣化が苦にが手て。朝が弱い。ＬＩＮＥのスタンプを使うのが苦にが手て。アダルトサイトを見るのが好き」

　人間というのは、意い外がいと自分のことが分からないものだ。だからこそ占うらない師しや詐さ欺ぎ師しに、性格面で予想外なことを言われると、核かく心しんを突かれたような錯さつ覚かくをして信じてしまう。

　それなのに松まつ見み璃り々り子こによって、客観的な自分を晒さらし出される。

　誰だれだって自分が特別だと思いたい。アイデンティティを持っていたい。特別でないなら、無む価か値ちだと思ってしまうことさえある。

　でも当たり前だが、ほとんどの人間は特別でもなんでもない。いてもいなくても、世界になんの影えい響きようも及ぼさないちっぽけな存在だ。自分が世界を救うことも、世界を壊こわすこともない。

　須す藤どう志し帆ほも例外ではない。すべてを客観的に晒さらしたときに明らかになるのは、自分がどこにでもいるありきたりな存在であり、それどころか優ゆう秀しゆうからほど遠い、劣おとった人間であるという事実だ。

　薄うす々うす感じてきたであろう、しかし真っ正面から見ることを避けていた事実を、彼女は突き付けられている。

「ニートの兄に強要され、数回ほど肉体関係がある。兄に対して嫌けん悪お感かんがあるが、求められること自体はうれしい。父親にも性的な目で見られている。母親に女として嫉しつ妬とされていることを自覚している。よって家庭に居場所がない。家庭が嫌きらい。学校に居場所がない。学校が嫌きらい。社会に居場所がない。自分に優しくない世界が嫌きらい。もっと優しくして欲しい。もっと大切にして欲しい。でも、どうでもいい。自分のことがどうでもいい。だけど無視しないで欲しい。助けて欲しい。助けて欲しい──」

「やめて！　もうやめてよ！　やめてやめてやめて！」

　須す藤どうさんは号ごう泣きゆうしながら、松まつ見み先せん輩ぱいに躍おどりかかろうとする。その行動を予想していた俺おれが彼女の体を押さえ込み、止める。すぐに抵てい抗こうをやめ、脱だつ力りよくし、その場に崩くずれ落ちた。

　そのまま須す藤どうさんは、動物のように大きな声で泣き喚わめく。

　自分の中にあるほじくり返された内ない臓ぞうは、やっぱりグロテスクだった。それだけのことだが、それは何よりもきついことだ。

「わ。どうして泣いちゃったの？　なんかごめん……」

　すべてを人前に暴あばかれることがどれだけ残ざん酷こくなことか、松まつ見み璃り々り子こは自覚していない。彼女にとって、すべてが見える状態が普通なのだから仕方がない。

　泣き喚わめく須す藤どう志し帆ほを見下ろし、なぜ彼女がここまで雅まさ人との事件に執しゆう着ちやくするのか、分かった気がした。

　須す藤どう志し帆ほは隙すきだらけの女だ。その隙すき間まの中に入り込むものは、それこそなんでもよかった。自分の存在が大きな意味を為なしている、そう思い込める何かが必要だった。

　殺人事件の関係者になった。自分がその事件に大きく影えい響きようを与えているかもしれないと思った。それは悲劇だったが、同時に皮肉にも、彼女が求め続けていた生きている大きな意味でもあった。事件を追うことで、彼女は自分が感じている人生の無む為いさから逃げられた。

　彼女が隙すきだらけであることは、きっとみんなが分かった。かわいそうに、その隙すきにみんなつけ込んでくるのだ。そいつらは家族であり、級友であり、谷や原はら雅まさ人とであり、秋あき山やま秀しゆう一いちであり、俺おれだった。護まもってくれる人がいなければ、隙すきだらけの人間は、誰だれかに利用されるしかない。

　──護まもってくれる人。

　──隙すきだらけの人間。

　どこかで聞いたことのある評ひよう価かだった。

　でも俺おれは、そのことについて、深く考えない。

　とにかく、土足で心の中を踏み荒らされぐちゃぐちゃにされた須す藤どう志し帆ほは、もう元には戻れない。言げん語ごとしてはっきりと自分の存在を形にされ、押し付けられ、罪つみから逃のがれることもできない。追いつめられた彼女は、これから自首でもして、人殺しとして世せ間けんに好こう奇きの目でさらされ、過去や家庭環かん境きようをマスコミによってほじくられ、蹂じゆう躙りんされる。その後に彼女が、立ち上がるだけの力を持てるかどうかは知らない。

　須す藤どう志し帆ほは、一度ここで終わった。

「ご愁しゆう傷しよう様」

　おざなりに手を合わせる。

「さて、どうなったかな？」

　秋あき山やまに目を向ける。秋あき山やまは、思おも惑わく通りに、顔を青ざめさせ、恐きよう怖ふに震えている。

　やはり本能では分かっているのだ。自分の内面を暴あばかれることが、どういう結果になるか。

「……君のこの行動で確信せざるを得ない。やはり、谷や原はら君に私を殺すように仕向けたのは、君──柊ひいらぎ耕こう太ただったのだな」

　怯おびえながらも発するその妄もう言げんに、呆あきれて溜ため息いきを吐つく。

「まだそんなことを言っているのか？　そもそも人を殺したのは雅まさ人とではなくお前だろ？」

「あれが私を殺そうとしたのは紛まぎれもない事実だ」

　つまり、先に秋あき山やまを殺そうとしたのは雅まさ人とで、秋あき山やまは反はん撃げきし、殺してしまったと言うことか？

　……なるほど。最後の違い和わ感かんが消えた。

「すべて分かった。お前を操あやつっているのは──いや、俺おれたちを操あやつって、コントロールしているのは、俺おれじゃない。俺おれにはそんな力はない」

「何……？」

「俺おれたちをここまで導いたのは、雅まさ人とだ」

　秋あき山やまは目を見開く。

「俺おれたちは言わば、雅まさ人との爆ばく弾だんによる被ひ爆ばく者だ。俺おれは、雅まさ人とに染め上げられ、そしてお前は壊こわされた」

「……私が壊こわされた、だと？」

「いい加か減げん自覚しているだろう？　お前は、理り想そう的なお前から大きく『ずれて』いる。常じよう識しき的で、模も範はん的なお前から『ずれて』いる。考えてもみろ？　悪人と思われる人間を殺して回る。それがお前の理り想そうの姿すがたか？　そんな野や蛮ばんな思想を実行するのが、お前が正しいと思っている姿すがたか？」

　秋あき山やまは目を見開いたまま押し黙だまる。

　自らを振り返るだけでその答えは分かるだろう。

　こんなものが理り想そうの姿すがたのわけがない。

「なら、どうしてお前はそうなってしまったのか？　山やま崎ざきや俺おれを殺すのが正しいなどと思ってしまったのか？　それが誰だれの手によるものか？」

「……あ……」

　そうだ、思い出せ、秋あき山やま秀しゆう一いち。

　俺おれが呼び出す必要もない。その感情こそが、お前が逃げ回っていた、正ただしく、本来あるべき感情だ。

　さあ──恐きよう怖ふしろ。

「松まつ見み先せん輩ぱい。秋あき山やま秀しゆう一いちをスキャニングしてくれ」

　そして絶望しろ。

「あいよー」

　松まつ見み璃り々り子こが向けるのは、狂きよう気きであり、凶きよう器きだ。徹てつ底てい的に秋あき山やまを追い込むことができる、悪あく魔まの魔ま法ほうだ。

「ピーガガ、ピーガガガ……」

「…………やめろ…………」

「ピーガガガ、ピーガガガガ……」

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　発はつ狂きようし、秋あき山やまは松まつ見み先せん輩ぱいに殴なぐりかかる。

「きゃあ！」

　松まつ見み先せん輩ぱいは素すに戻り、悲鳴を上げる。倒れた彼女に秋あき山やまはのしかかり、拳こぶしを振り上げようとする。見苦しくてしょうがない。

　俺おれは秋あき山やまに近づく。秋あき山やまは気にせず松まつ見み先せん輩ぱいを──晒さらされそうになる現実を殴なぐり続けようとするが、拳こぶしを振り下ろす直前で、俺おれが押し当てたものに気付いた。

「柊ひいらぎ、耕こう太た……君は……」

　俺おれは、秋あき山やまの首くび筋すじに、果くだ物ものナイフを当てていた。

「……分かるだろ？　本気だ。お前がこれ以上暴あばれるなら、首の動どう脈みやくを斬きり付けて殺す」

　殴なぐられて泣きそうになっていた松まつ見み先せん輩ぱいが、一いつ瞬しゆんでその恐きよう怖ふを忘れたように、驚いてはしゃぐ。

「え？　どうしてどうして？」

　興こう奮ふんし、頰ほおを紅こう潮ちようさせる。

「どうして死んだはずのタニハラ君になっているの？」

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　首くび筋すじにナイフを押し当てられたまま、秋あき山やまは俺おれの目を覗のぞき込む。

「柊ひいらぎ耕こう太たではなく……谷や原はら雅まさ人と……？　いや、そんなバカな話が……。しかし、確かに思い返すと、君の言げん動どうは谷や原はら雅まさ人とそのものだ。こうしてナイフを突き付けていることも、彼の行動そのものだ」

「ま、俺おれは谷や原はら雅まさ人とだからな」

「……彼の代だい理りをしているとでも？」

「違うな。そんな生ぬるいものじゃない。俺おれが望めば、コウは簡単に体を差し出してくれる。俺おれは谷や原はら雅まさ人とそのものだ」

「なんのために！」

「そりゃあ、復ふく讐しゆうだよ」

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

「だから俺おれは事件を暴あばくことなんてどうでもよかった。じゃあ、俺おれの目的は？　そう──」




「──秋山秀一の精神も肉体も蹂躙して殺す」




　秋あき山やまは押し黙だまる。自らの危き機きを十分把は握あくしているのだろう。

　何せ俺おれらは、谷や原はら雅まさ人とに倫りん理り観かんを破は壊かいされたお仲間だ。

「スキャニングをすればお前の精神を確実に壊こわせるんだが、それさえも必要ないか。いかにお前の頭がおかしいか説明すれば十分だろう」

　耳元でささやく。

「お前は優ゆう等とう生せいで、自分の行動が正しいものと信じている。それ故ゆえに自己評ひよう価かが甘い。お前はどこまでも逃げ道を用意して、理論武ぶ装そうしていた。お前は殺人という大たい罪ざいを犯おかしたとき、それを正当化しなければ耐えられなかった。自分が本来はおかしいと思う、俺おれたちへの殺意を作り上げなければならなかった」

「……やめろ……何も言うな……」

　止やめるわけがない。

「お前は俺を殺したことで、殺人を合理化せざるを得なかったんだ」

　決定的な、秋あき山やま秀しゆう一いちを破は壊かいする一言を突き付ける。




「お前は本当は、俺を殺したくなかった」







「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」




　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃがちゃ、がちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃ。




　ああ、うるさい。

　やっぱりこいつの鎖くさりの音は誰だれよりもうるさい。

　ナイフは俺おれの手にある。もう秋あき山やまは抵てい抗こうできない。何も迷うことはない。あと一押しで復ふく讐しゆうは果たせる。躊躇ためらう必要など何一つない。俺おれを止める物は何一つない。壊こわれている人間にナイフで斬きり付けるだけ。簡単だ。

　ナイフを持つ手に力を込める。

　殺人を欲する願望に、身を委ゆだねろ。

　まるで量産型のショッピングモールにいるかのような『絶ぜつ無む』から、抜け出せ！




「やめてええええええええええ」

　こちらに走ってくる足音と、聞き覚えのある声が聞こえた。

　だけど、そんな声より──




　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃがちゃ、がちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃがちゃ。




　明らかに鎖くさりの音の方が大きかった。













　　　秋山秀一の閉じた世界　［Ⅱ］







　咄とつ嗟さだった。

　言い訳わけをしよう。私は救おうとしていた。目の前で人間を堕だ落らくしようとしているクラスメイトを啓けい蒙もうし、改心させようとした。

　しかし谷や原はら雅まさ人とは私を殺そうとした。意味が分からなかった。彼が求めているであろう救いの手を差し伸べたのに、その手を払いのけるだけでなく、欲望のまま喰くい荒らそうとしたのだ。そんな人間がいるとは思ってもいなかった。

　咄とつ嗟さだった。護ご身しん術じゆつを身に付けている私は、咄とつ嗟さに凶きよう器きを持ち迫る手を返した。そんなつもりはなかったが、その凶きよう器きは谷や原はら雅まさ人との心しん臓ぞうに刺ささり、致ち命めい傷しようとなった。

　人ひと気けのない工場跡あとに、初めからしていた錆さびた鉄のような臭においが、さらに濃くなった。苦く悶もんの表情を浮かべて、谷や原はら雅まさ人とは倒れた。

　絶望的結果だった。




　──なぜこんなことに？

　──こんなことがあってはならないだろう？

　──私の未来はどうなってしまう？




　視し界かいを遮しや断だんする。

　世界を拒きよ絶ぜつする。

　事実を受け入れない。

　白。

　白。

　白。




　人間は自分に都つ合ごうのいい言葉しか受け入れない。すべての答えはご都つ合ごう主義で構こう築ちくされている。

　私は、今後もそのご都つ合ごう主義な世界に身を任せることにしよう。

　都つ合ごうの悪いことは忘れてしまおう。

　３、２、１、────はい、もう忘れた。




　さて、どうして私は谷や原はら雅まさ人とを刺さし殺すことになった？

　それは偶ぐう然ぜんであってはならない。必然であり、正義でなくてはならない。私は間違いを犯おかさない。私は悪くない──のであれば、悪いのは谷や原はら雅まさ人とだ。谷や原はら雅まさ人とが死ぬのは必然であり、殺すことが正義だったのだ。

　そうでなくてはならない。

　そうだ……そもそも私は谷や原はら雅まさ人とを化ばけ物ものだと称しようしていたではないか！　そうだ、それだ！谷や原はら雅まさ人とは私を殺そうとしたように、他人の殺害でしか自分を保てない化ばけ物ものだったのだ！　私が殺さなければ、罪つみのない誰だれかが犠ぎ牲せいになっていたのだ！

　そんな奴やつを殺すことに問題があるだろうか？　あるわけがない。人食い熊ぐまを撃うち殺すのと同じ駆く除じよであり、やむを得ない措そ置ちであり、誰だれかがやらなくてはいけない行為だ。

　目の前の出来事がスローモーションになっている。この閉じた世界では、時間の概がい念ねんは曖あい昧まい模も糊ことしていて、これだけの思し考こうも一いつ瞬しゆんのことだった。

　さて、受容しよう。

　視し界かいを受け入れ、私に優しい世界を受け入れよう。

　私は谷や原はら雅まさ人とを見下ろす。

「此こ処こにいなくてもいい……か。それだけは、私も同感だよ」

　彼は憎にくしみの目を私に向けていた。

「君は生きる価か値ちのない人間……いや、死ぬべき害虫だ」

　そう。それが私が谷や原はら雅まさ人とを殺す理由だ。

　そういうことでいい。







　しかしおそらく、この時点で気付いていた。

　私に優しい世界はシャボン玉より簡単に弾はじけて終わる。













　　　柊耕太の閉じた世界［Ⅴ］







　聞き慣れた声はかき消された。俺おれを止めるものは何もなかった。すべてが思い通りに運んだのだから、結果は『１＋１』の答えより明白だ。

　秋あき山やま秀しゆう一いちの頸けい動どう脈みやくをぶった切った。

　愉ゆ快かいなくらい血液は溢あふれ、真まっ赤かな噴ふん水すいが俺おれの顔をベタベタと染め上げる。この屋おく上じようと、俺おれの矮わい小しような世界を真まっ赤かに染め上げ、新しい場所に連れて行ってくれる。それは決定された事じ項こうだった。




　気付いた。

　もうあの鎖くさりの音が聞こえない。




　どうしてだろう？

『僕』は結局、秋あき山やまの首を切ることができなかったのに。




　秋あき山やまの瞳ひとみは焦しよう点てんが合っていない。もう理性を失っている。僕を止めることができる状態でもないので、止めたのは彼ではない。

　なのに、手首が痛かった。

　誰だれかが強くナイフを持つ手首を摑つかんでいた。そのせいで斬きり付けることができなかった。

　こんなことをするのは誰だれだ？

　咎とがめようと、その摑つかむ手を睨にらみ付けた。

　その正体。僕の右手の動きを止めていたのは。

「……どうして？」

　僕の左手だった。

　わけが分からない。どうして僕自じ身しんが僕の行動を止めている？　あまりに意味不明だ。

　どうして自分の体が、自分の意い志しに反する？　遠えん隔かく操そう作さで操あやつられでもしたのか？　そんなことできるのか？　あり得るのか？

　あり得るとしたらそれは──

　──魔法だ。

「耕こう太た君」

　反射的にそちらを向いた。

　そこには夕暮れを背にして、黄金に輝く香こう月づき美み紀きがいた。長い髪かみが風になびいて、一本一本がキラキラと宝石のように光っている。涙を流して微ほほ笑えむ彼女は、胸が痛くなるほどに美しくて、まるでインチキみたいに世界を自じ在ざいに動かしていた。

「耕こう太た君、あなたは誰だれ？」

「僕は……柊ひいらぎ耕こう太た……」

「そうだよ。あなたは柊ひいらぎ耕こう太たなんだよ？」

　屋おく上じようの扉とびらからゆっくりと近づいてくる彼女に、僕はまるっきり無力で呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。金かな縛しばりに遭あったかのように動けず、美み紀きさんにナイフを奪うばわれる。呼吸をすることさえ、彼女の許可なしにできそうもない。

「谷や原はら雅まさ人とじゃない。あなたは柊ひいらぎ耕こう太たなんだよ」

　そのまま美み紀きさんは僕にもたれ掛かり、手を背中へと回した。

「柊ひいらぎ耕こう太た。それはね。あたしが好きな人の名前」




　そうして。

　香こう月づき美み紀きは僕にキスをした。




　ああ……はっきりと僕の狭い世界が、トンネルを抜けた後のように、ぶわっと広がったことが分かった。いくつも開いた扉とびらから大量の光が溢あふれて、まぶしい。

　でも怖こわい。この扉とびらの先に進むのが怖こわい。この狭い世界から出たくはない。広い世界を知りたくない。でも光が差し込むこの場所には、逃げ場はもうない。ただただ受け入れるしかない。

　僕がいることを証しよう明めいするかのように、僕の影が、光によってはっきりと浮かび上がっている。

　僕は柊ひいらぎ耕こう太たでなければならない。

　その事実を受け入れなければいけない。

　逃げ続けてきたツケを払うことになる。強大な敵すべてに、これから僕は立ち向かうことになる。




　美み紀きさんが唇くちびるを離すと、僕は今さらながら、自分の凶きよう行こうを止めた左手に嵌はめてあるものの存在を思い出す。

「ああ……そういうこと」

　赤いゴムバンド。

　美み紀きさんの魔ま法ほうが込められたアイテム。

　僕を止めたのは──僕の中の谷や原はら雅まさ人とを止めたのは、美み紀きさんの魔ま法ほうだったのか。

「違うよ」

　けれど、美み紀きさんははっきりと否定した。

「ねえ、あたしがどうしてキスをしたか分かる？」

「僕を元に戻すため……？」

「次そんなことを言ったら、あたしは耕こう太た君を本気で殴なぐろうと思う」

「ええ！」

「女の子の唇くちびるはそんなに軽くないの。どんな理由があろうと、本人に自覚がなかろうと、女の子が男の子にキスをする理由は一つだけ」

　美み紀きさんは、たぶん初めて見せた、心の底からの笑顔で言う。

「その男の子が好きだから、だよ」

　告こく白はくに、脳のうみそを吹っ飛ばされたみたいに、頭が真まっ白しろになる。本当に何も考えられない。空気なんて読めやしない松まつ見み先せん輩ぱいが、屍しかばねのように倒れている須す藤どう志し帆ほと秋あき山やま秀しゆう一いちの横で、「ひゅーひゅー、告こく白はくだ！」などと興こう奮ふんして騒さわいでいる。

　思し考こうができない僕に感情だけ宿る。

　──うれしい。

　──待っていた。

　──美み紀きさんの本ほん音ねの言葉をずっと待っていた。ずっと待ってた！

「う、うう……」

　気付けば僕も涙を流していた。

　うれしいからじゃない。

　悲しかった。

　ああ、ようやく、はっきりと言葉になって、僕自身の感情を理解する。

　──僕は雅まさ人とが死んでしまったことが悲しかった。

「あたし、ついさっき学んだことがあるの。この世界の答えは、難解にすることも、単純にすることもできるって。全部その人次第なんだって。だったらさ、単純な方が楽だって思わない？」

　美み紀きさんは僕の髪かみを優しく撫なでる。

「だからね、耕こう太た君がナイフをあれ以上進められなかったのは──」

　頰ほおに流れていた涙を、僕の顔に擦なすりつけ、二人の涙は合流する。

「耕こう太た君が人を殺したくなかった。……それだけ」

　それはきっと、疑いようのない真実だった。













　　　柊耕太の開いた世界　［Ⅰ］







　そこは初めて来ても既き視し感かんがあり、しかしどこにも存在しない、ショッピングモール。そんな偽にせ物ものでしかない場所。

「コウ」

　この愛あい称しようで僕を呼ぶ人間は一人しかいない。

「雅まさ人と」

　谷や原はら雅まさ人と。茶色に染めたの髪かみに、ダンスグループに所しよ属ぞくしていてもおかしくない端たん整せいな顔立ちをした、僕のただ一人の友人。

　しかしその姿すがたは、半はん透とう明めいになって薄れている。

「……ごめん」

「どうして謝る？」

「僕は雅まさ人との代わりに、復ふく讐しゆうを果たせなかった。雅まさ人とを救ってあげることができなかった」

　雅まさ人とは呆あきれ顔で溜ため息いきを吐つく。

「相変わらずバカだな、コウは。俺おれがいつそんなことを望んだよ？　つーか俺おれが、そんなんを望むように見えるか？」

「……まあ、見えないけど」

　雅まさ人とはいつでも、僕に何かを押し付けると言うことはなかった。誰だれとも深く関わりたいと思っていなかった。

「俺おれは死んだ。もう何も言うことができない。今此こ処こにいる俺おれも、お前が生み出したものだ。お前がやっているのはただの腹ふく話わ術じゆつの一人芝しば居いだ」

「一人芝しば居いか……。だとしたら、よくこんな台本を書けたな」

　こんな皮肉めいた発言が、僕の頭から出てくるものだとは思えない。僕の中の雅まさ人とは、明らかに僕の表面上にない言葉や思し考こうを引き出してくる。

「夢で、普段の自分が考えもしない発はつ想そうが思い浮かんだりした経けい験けんはあるだろ？　それぐらいの潜せん在ざい能力が人間には眠っている。そしてコウ、お前はある意味天才だ。普通は他人の世界を理解する事なんてできない。せいぜいしたつもりでその世界を曲解し、全然別の風景を見るだけだ。でも、お前のキャパシティは俺おれを創そう作さくできる。俺おれを演じているときは、別人のように、頭の回転が鈍にぶいバカのお前から脱だつ却きやくできる」

「相変わらず酷ひどい言い様ようだね……」

　雅まさ人とはその言葉にシニカルに笑う。雅まさ人とらしい、何かに諦あきらめている笑えみ。

「もうお前は十分、俺おれを弔とむらってくれたよ」

　弔とむらう。

　まったく自覚がなかった。

　でも……ああ……確かにしっくり来る。僕は、僕なりに、ただ一人の友人である雅まさ人とを弔とむらいたかったのだ。雅まさ人とのことを忘れたくなかったし、周りの人間に忘れさせたくなかったのだ。

「コウ、お前は月の模も様ようが何に見える？」

　いつかの夜の公園で尋たずねてきたのと、同じ質問を雅まさ人とはした。

「まだクレーターはクレーターにしか見えない。そう思うか？」

　少し考える。クレーターはクレーターだ。それは変わらない。

「でも……前とは少し違うかもしれない」

　雅まさ人とは興きよう味み深そうに眉まゆを上げた。

「ウサギが餅もちをついている、と言われればそう思う。牙きばを剝むいた野や獣じゆうだと言われれば、そう見える。前は何にも見えなかったけれど、今は何にでも見える気がする。何にでも変えられる気がする。もしかして……それって今までと何も変わっていないのかもしれないけれど──」

「いや全然違うだろ」

　だけど雅まさ人とは、どう違うかまでは教えてくれなかった。

「それじゃ、さよならだ」

　言って、雅まさ人とはますます薄れていく。その存在が消えていく。

　この先の人生で、雅まさ人とのことを忘れることはない。でも、もう雅まさ人とに成り代わることはできない。少しずつ雅まさ人とは欠けていき、僕の心の中心から外れていき、塵ちりのように積もる大量の記き憶おくの下に埋まい没ぼつする。

　もう二度と、そのままの雅まさ人とを取り出せない。

「────雅まさ人と！」

　背を向け、この偽にせ物もののショッピングモールごと消えようとする雅まさ人とを呼び止める。

「なんだよ？」

「雅まさ人と……雅まさ人とはさ──」

　どうしても一度だけ聞きたかった。

「生まれてきて、よかったって思う？」

　必死な形ぎよう相そうをしているであろう僕に、雅まさ人とは呆あきれたように、しかしたぶん本心ではうれしそうに苦く笑しようする。

「あのなあ……。そういうのは生きているときに聞けよ。今の俺おれの言葉は、さっき説明したように、所しよ詮せんお前の台本を口にしているだけなんだよ。……そんな俺おれの言葉でいいのか？」

　頷うなずく。

　でも、僕はその答えを知っているのだ。雅まさ人との群ぐん青じよう色に閉じた世界は、明るい光を拒きよ絶ぜつして、澱よどみ濁にごっていた。誰だれかみたいにお節せつ介かいな心が芽め生ばえてしまった僕なら、その群ぐん青じようにライトを灯ともそうとしただろう。

　だけど雅まさ人とは死んでいるのだ。雅まさ人とはもう変わることはないのだ。

　──がちゃがちゃ、がちゃがちゃ。

　色を失いモノクロになっている雅まさ人とは、はにかむように笑って言った。

「ちっとも思わねえ」

　──さようなら、雅まさ人と。







　──あ、学校以外で会うなんて奇き遇ぐうだね、柊ひいらぎ君。リリコね、こう見えて図と書しよ館かんが好きな文学少女なんだ。ん？　本をすごく速く読んでた？　うん。リリコにはね、本にもスキャニングが扱えるからね。一いつ瞬しゆんで内容を憶おぼえられるの。すごい？　でしょ、褒ほめて褒ほめて！　ん？　聞いてみたいことがある？　いいよ。……リリコが二人に話しかけた理由ね。それは初めに会ったときに言ったよね、柊ひいらぎ君と仲良くなりたいって。なんでって？　それは柊ひいらぎ君が白だからだよ。……ああ、それとね、リリコその前の日、夢を見たの。その夢の中では、リリコが二人に話しかけてスキャニングするとね、柊ひいらぎ君とタニハラ君の友情が崩くずれるの。でね、情じよう緒ちよ不安定になったタニハラ君が秋あき山やま君を殺したの。タニハラ君は自首して、香こう月づきさんはタニハラ君のことしか考えられなくなった柊ひいらぎ君から離れて、柊ひいらぎ君は孤こ独どくになるの。ますます真まっ白しろになるの。森の中の雪みたいにすごくきれいなの。真まっ白しろになった柊ひいらぎ君とリリコは仲良くなるの。柊ひいらぎ君はもっとリリコのことを理解して、一いつ緒しよにビーガガガとかしちゃうの。スキャニングしたから知ってるけど柊ひいらぎ君は童どう貞ていでしょ？　セックスって気持ちいいって知ってる？　リリコね、どうすれば男の人が気持ちよくなるか完かん璧ぺきに知ってるから、夢の中で柊ひいらぎ君はリリコの虜とりこになっちゃうの。もうね、リリコにべったべたで、柊ひいらぎ君はリリコの言うことをなんでも聞いてくれるの。……くすくす……あのね、大人おとなの男の人って、リリコみたいな女の子に対して、普段偉えらそうにしてるでしょ？　でもね、一皮剝むけばひょっとこみたいにコッケイなの。脳のうに流れてる赤いツブツブをね、意い識しきしていじくり回すと快楽で踊おどり狂っちゃうの。それってすごくおもしろいんだよ？　たまに快楽から戻れなくなる人もいるぐらい。……え？　リリコの見る夢が、予よ知ち夢むだったかって？　うーん、大たい抵ていそうなるね。今回はその通りにならなかったのが不ふ思し議ぎなくらい。なんで今回はこうなったのかな？　やっぱり香こう月づきさんのせいかな？　あの人柊ひいらぎ君に過か干かん渉しようすぎ。……え？　リリコが予よ知ち夢むを見られるのは、その記き憶おく力と分ぶん析せき力で無む意い識しきに結果が導き出せてるからでは？　……そんな難しいこと言われてもリリコ分かんない。リリコはね、ただ柊ひいらぎ君と仲良くなりたかったの。それだけで、他はどうでもいいの。ん？　リリコが酷ひどい人？　なんで？　ていうか酷ひどいのはみんなだよね？　みんなリリコをぞんざいに扱うよね？　柊ひいらぎ君だってリリコを道具として扱ったよね？　それぐらいは自覚してるよ。だからかわいそうなのはむしろリリコだよね？　……あ、柊ひいらぎ君は同情して、リリコに仲良くしてくれなくていいよ。あのね、もう柊ひいらぎ君への興きよう味みがなくなっちゃったの。なんか柊ひいらぎ君、普ふ通つうになっちゃったんだもん。でもね、リリコはね、いつでも柊ひいらぎ君を助けてあげるよ。快楽だって教えてあげるよ。優しい？　優しいよね？　えへへ、ありがと。

　──じゃあ、バイバイ。







　秋あき山やま秀しゆう一いちが、クラスメイトの谷や原はら雅まさ人とへの殺人罪、死体遺い棄き罪ざいで逮たい捕ほされてから、学校は夏休み明けまで休校となった。

　須す藤どう志し帆ほは山やま崎ざき龍りゆう介すけへの過か失しつ致ち死し罪ざいで起き訴そされた。弁べん護ご側は正当防ぼう衛えいを主張している。僕も彼女の弁べん護ご士しとすでに会い、いざとなったら彼女に有利な証しよう言げんをすることを約束していた。

　須す藤どうさんにスキャニングをさせるよう松まつ見み璃り々り子こに仕向け、精神を追い込んだ僕は、本来は恨うらまれてしかるべきだ。けれど、須す藤どうさんは僕が留りゆう置ち所しよに面会に行くと、協力してくれることに感かん謝しやしてくれる。それどころか、うれしそうにさえしてくれる。一時期より精神状態がいいのは、この事件をきっかけに、彼女の家族が彼女のためにまとまりつつあるからのようだ。雨降って地固まる……というには、降った雨は強すぎだったし、本当にこれから地が固まるのかは分からない。ただ、彼女を利用した罪のある僕は、できるだけのことをしてあげるだけだ。

　一方、秋あき山やま君は、当然かもしれないが、僕と会うことを拒きよ絶ぜつしていた。精神は衰すい弱じやくしていて、ほとんど口を利くこともできないらしい。時とき折おり、留りゆう置ち所しよで、怯おびえたようにうなり声を上げているのだそうだ。きっと秋あき山やま君は、まだ雅まさ人との幻げん影えいに悩なやまされているのだろう。

　僕にはまだ、雅まさ人とを殺した秋あき山やま君を恨うらむ気持ちはあるだろうか？

　考えてみるが、よく分からない。理性では、殺してしまったのは過か剰じようではあったが、正当防ぼう衛えいに違いないとは思っている。雅まさ人とがいなければ、秋あき山やま君はただの偏へん屈くつな優ゆう等とう生せいのままでいられたのかもしれない。秋あき山やま君もまた、ある面では被ひ害がい者しやだ。けれど、それが分かっていても、心にあるごりごりとしたしこりは消えない。そして、そのしこりが憎にくしみだとか怒りだとかそういう感情なのかどうか、僕には分からない。

　正体不明の感情がたくさん頭に渦うず巻まいていて、制せい御ぎよし切れず、ずっと頭の中でノイズ音が響ひびいている。それまでだったら、感情も思し考こうも放ほう棄きしてフラットになっただろう。

　でも、もう僕は、それができなくなっていた。

　不安定になっている僕を、美み紀きさんは毎日のように家まで迎えに来て引っ張り回した。ゲーセン、カラオケ、ボウリング、テニスコート、映画、ラーメン屋、ファミレス、カフェ──毎日家と学校の往復しかしていなかった僕には、こんな一般的にはありきたりな遊び場所でも新しん鮮せんだった。僕の初うい々ういしいリアクションがおもしろいらしく、調子に乗った美み紀きさんは、とうとうとんでもないところまで僕を連れ出した。

　沖おき縄なわ。

　僕は、白い砂すな浜はまで立ち尽くしていた。冗じよう談だんのように透すき通った緑みどり色いろの海に圧あつ倒とうされて、言葉を失っていた。

　空の青色が海の中に溶とけ込んでいるのを見ると、僕の日常が何か得え体たいの知れない巨きよ大だいなものと融ゆう合ごうしていくような感覚があった。自分だけのものではなくなる感じがした。かさぶたを剝はがすようにペリペリと、ある種しゆの快感を持って、ここにいる間だけは様々な感情の制約から解放された。

　海を見て目を丸くしているであろう僕に、美み紀きさんはいたずらそうな顔で肩をぶつけてくる。タオル地のパーカーを着ている美み紀きさんは、ショートパンツの水着から伸びる脚あしの健康美とも相まって、これから写真撮さつ影えいをするタレントではないかと思うほど華はなやかだ。そこまで有名なビーチでないのと、まだ夏休み前だからか人はまばらだが、男女問わず美み紀きさんを一度は見ているのが分かった。どうやら視線が集まること自体は、彼女にとって普通のことのようで、どこでも視線を集めても平気でいる。

　きっと美み紀きさんの世界では、他人が好意だったり欲望だったりを向けてくるのが普通なのだ。ほとんどの人が無視する僕の世界とは大きく違うのだ。

　美み紀きさんは、僕と出会ったときより伸びた髪かみを、手に付けていたシュシュで束たばねた。

　久しぶりに見た、ポニーテールの美み紀きさん。

「僕は、その方が好きだな」

　美み紀きさんは頰ほおを赤く染める。

「……近くにあたしの父親がいるのに、口く説どいてるの？」

「いや、そんなつもりは……」

「でもあたしはドキっとしたし」

　美み紀きさんは大切そうに、結んだ髪かみを触る。

「そういえば、『コレ』はいつ外してくれるの？」

　左手を突き出す。

　いまだ自分の力では外せない、あの赤いゴムバンドがそこにある。

「一生つけっぱでいいっしょ」

「この時期とか蒸むれて痒かゆくなったりするんだけど……。美み紀きさん、魔ま法ほうを信しん仰こうするのはやめるって言ってたよね？」

　美み紀きさんは魔ま法ほうどうこうを口にすることはほとんどなくなった。でも、やはり美み紀きさんは、生きつ粋すいの魔ま法ほう使つかいではないかと最近では思っている。

　美み紀きさんは結局、多くの人の運うん命めいを動かし続けている。それはこれから先の未来でもきっと変わらない。

　それに──あのときのキス。

　美み紀きさんは魔ま法ほうじゃないと言ったけれど、やっぱりそれは噓うそだと思うのだ。

　だってあれ以い降こう、僕は美み紀きさんから離れることができない。離れるだけで胸が痛く、会えない時間も彼女に支配されている。

　これが魔ま法ほうでなくてなんだろう？

　でも、それは戯ざれ言ごとなんだろう。本人が魔ま法ほうでないと言っていて、そう信じているのなら、やっぱりそれは魔ま法ほうではないのだ。僕がこうなってしまったのも、自分にとって心地ここちいい概がい念ねんを作り上げ、自分自身で縛しばりつけているだけなのだ。

　だけどそれでも思うことがある。

　毎日のように一いつ緒しよに居ても、美み紀きさんは他人だ。僕とは価か値ち観かんから何から何まで別の人間だ。たくさんの美み紀きさんに触れても、まだまだ知らないことがたくさんある。今日きよう、透とう明めいな緑みどり色いろの海を知ったように、新しい世界に触れて、僕の世界が広がり、光が差し込んで明るくなっても、美み紀きさんの世界には繫つながっていない。僕の歩ける範囲が広がっただけで、絶対そこにはたどり着けない。

　僕らの世界は、例外なく誰だれであっても、どこにも開かれていない。

　それは相手が美み紀きさんだろうと、雅まさ人とであろうと同じだ。

　あの鎖くさりの音。雅まさ人とを演じていたときに聞こえたあの音も、その意味を理解しているとは言えない。雅まさ人とから鎖くさりどうこうの話を聞いていて、松まつ見み先せん輩ぱいから雅まさ人とが幻げん聴ちように悩なやまされているとスキャニングの結果で聞いたことで初めて、鎖くさりの音という発はつ想そうが生まれたのだろう。

　本物の雅まさ人とに鎖くさりの音が聞こえていたかどうかは、もう知りようがない。

　そしてもし、雅まさ人とに鎖くさりの音が聞こえていたとしても関係ない。どうであっても鎖くさりの音は本物ではない。僕が解かい釈しやくした雅まさ人とがそこにいただけだ。

　僕らはいつだって、自分勝かつ手てに相手を作り上げ、その作り上げた相手にしか接することができない。

「耕こう太た君、シリアスな顔して黙だまっちゃってるけど、何を考えてるの？　……あ、分かった。このパーカーの下が気になってるんだね！　もう、しょうがないなあ、そこまで言うなら見せてあげよう！」

　勝かつ手てなことを言って、美み紀きさんはパーカーを勢いよく脱ぬぐ。抱きしめると折れてしまいそうな細い腰と、縦たて長ながのきれいなへそが露あらわになる。水色のビキニで隠かくしている部分は、柔やわらかそうな膨ふくらみがある。あばら骨がしっかり浮き上がっているのに、ずいぶんと中心は豊かだ。

　美み紀きさんはいたずらな笑えみを浮かべる。

「あは、興こう奮ふんした？　した？」

　ぶっちゃけ、した。

　やばい。美み紀きさんが着やせするタイプだったとは……。

　ゲスな自分の思し考こうに驚いて、動どう揺ようのあまり、うろたえて目を泳がせて何も答えられない。いや……こんなに生なま身みの女の子に興こう奮ふんするって、本当に生まれて初めてで、ああ……うう……すごいな美み紀きさんは。

　僕が予想外に戸と惑まどっているのに気付くと、美み紀きさんはいたずらな笑えみを引っ込めて、急に恥はずかしそうにして、またパーカーを羽は織おる。

「……あの、近くに父親がいるのに、発情しないで。……こっち、見ないで！　見ないでって！」

　耳まで真まっ赤かになっている。

　自分から見せてきたくせに……。

「ええと誰だれのせい？」

「……まあそれは、あたしが誘ゆう惑わくしたせいだけど──いやいや、そうじゃないよ！　人のせいにしないでよ！　耕こう太た君がスケベなせいだよ！　騙だまされるところだった！」

「美み紀きさんは自分がどれだけ魅み力りよく的か分かってないよ……」

「また口く説どく！　しかも効果的！　やだもうやだ！　おとーさん！　おとーさん助けてー！　ここに絶ぜつ食しよく系けい男子の見た目をした野や獣じゆうがいます！」

　そんなやり取りを交かわして、その後普段通りのテンションに戻ると、僕らは自然と水みず際ぎわに行った。お互いに海の中に足を入れる。生なま温あたたかい温度と、波に寄せられるくすぐったいような感覚を味わう。

「僕、実は、海自体が初めてなんだ」

「へー、そうなんだ」

「実は、関東を出たのも初めてなんだ」

「……本当に耕こう太た君は、閉じた世界にいたよね」

　そうでなければいけなかった。自分の意い志しも希望も持っていてはいけなかった。

　美み紀きさんがいなければ。

　水平線を見る。透とう明めいな海は、攻こう撃げき的な太陽の下で、まぶしく輝いて、世界中に繫つながっている。どこかでは氷こおりになり、どこかではゴミまみれに汚よごれ、どこかでは血を吸っている。足をくすぐる優しい波は、時に暴ぼう力りよくを振るって、人々を吞のみ込み殺す。

　どうしてだろう？

　僕は涙を流してしまう。止まらない。

　そんな僕を見ても、美み紀きさんは引いたりしない。赤いゴムバンドを付けている、僕の左手首を美み紀きさんは握る。

　美み紀きさんは目を細めて、口こう角かくをしっかりと上げた笑顔を浮かべる。この海より透とう明めいな、魔ま性しようと言ってもいい魅み力りよく的な笑えみ。

「こんな日が永遠に続けばいいね」

　正直言うと、僕はそんなこと思っていなかった。僕らは成長するし、想おもいは変質する。僕は美み紀きさんには自由でいて欲しい。キラキラしていて欲しい。この瞬しゆん間かんの感情に縛しばられて欲しくない。僕ごときに縛しばられて欲しくない。

　でも、今、美み紀きさんがどう言って欲しいかは分かっている。いや、この笑えみに半なかば強制的にどう答えてしまうのか知っている。

　ああ、そうか──

　僕らはどこにも開かない。

　けれど、この程度の疎そ通つうは可能なんだ。

　それはきっと心地ここちのいいことで、それを理解していれば幸せになれるのかもしれない。

「そうだね。こんな日が永遠に続けばいいね」

　そしてそう口にしたこの瞬しゆん間かんだけは、言葉通り心から永遠を望む。








了
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　　　あとがき







「僕らはどこにも開かない」という作品を、誰だれにも読んで欲しくないと思った時期がある。

　あくまで投とう稿こう作のつもりで書き始めた作品が、あれよあれよという間に出版が決まり、プロとして実感のないまま全国流通し、多くの人の目に晒さらされた。甘あまちゃんで、「ライトノベル」という言葉を知らないほど業界に無知だった僕は、信じられないことに、批ひ判はんされるということを想そう定ていしていなかった。発売されると、当然様々な意見があり、打ちのめされて、絶望した。肯こう定ていしてくれる読者もたくさんいたのに、周りの人間はみんな僕をバカにしているように見えてしまった。この世界から、この小説を読んでしまった読者の記き憶おくごと持ち去って、消えてしまいたかった。現実世界に、ゲームのようにリセットボタンがないことを本気で憎にくんだ。

　そんな作品を、リメイクして出すことになるのだから、世の中分からないものだ。それどころか、一時は誰だれにも読まれたくないと思った作品を、大おお勢ぜいの人に読んでもらいたいと強く思っている。当時は恥はずかしくて口にもできなかったが、柊ひいらぎ耕こう太たのモデルは、自分を持たずに器き用ように渡り歩いていた、高校時代の僕だ。谷や原はら雅まさ人とのモデルは、本気の殺意を抱いていた、中学時代の僕だ。問題作とのコピーを付けられ、まさかのイラストなしでの出版が決まり、不ふ謹きん慎しんだの暗いだの気持ち悪いだの言われた作品だけれど、当時これを書いていたとき僕は、読んだ人に希望を与えたいと、祈るように思っていた。……いや本当に。

　最近は煌きらびやかな青春物語がたくさんあるけれども、多くの人はそんな青春を過ごしていない。他でもない僕も、学生時代はずっと苦しかった。コミュ症しようでもなく、友達も比較的多かった学生時代だけれど、楽しいことよりずっと、苦しいことの方が多かった。二度とあんな不自由な時代に戻りたくない。「僕らはどこにも開かない」を書いたときの僕は、あの息苦しくてしょうがなかった学生時代の僕を救いたいと、この作品に執しゆう念ねんを込めていた。愛だの恋だの友情だの正義だの青春だのをテーマに書かれた作品は、当時の僕にとって噓うそっぽい他ひ人と事ごとでしかなかった。他人の排はい泄せつ物か吐と瀉しや物みたいな作品ばかりに見えていた。もっと切実に、自分のことを書いてくれる、きれい事だけじゃない作品が欲しかった。

　そしてそういう僕のような人間は、少し時代が変わっても、たぶんいっぱいいるはずだ。そういう人たちにとって、この作品は素す晴ばらしい作品になり得ると思っている。だから今、この作品を誰だれかに届けたくてしょうがないのだ。

「僕らはどこにも開かない」を解体し、書き直す行為は、これからも作家として生き続けたい僕に必要な行為だったとも思う。新人だった頃ころと比べて、執しつ筆ぴつ技術は間違いなく上がっている自じ負ふはあるけれど、純じゆん粋すいで真まっ直すぐな情熱は、少しずつ失われていくものだ。今回の書き直しの作業をすることで、少し、あのとき持っていたパワーを取り戻せた気がするのだ。




　当時この作品を必要としてくれた人がいて、いまだにその声が僕に届くことがある。そのおかげでこうして、「僕らはどこにも開かない」をリメイクして出すことができたし、作家として生きていくための自信になった。ただひたすらありがとうと、感謝するしかない。

　新しく書き直した「僕らはどこにも開かない」が、また誰だれかにとって必要な作品になってくれることを祈っている。





二〇一六年秋　御み影かげ瑛えい路じ
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御み影かげ瑛えい路じ

デビュー作は『僕らはどこにも開かない』で、最新作も『僕らはどこにも開かない』。他の著書に『空ろの箱と零のマリア』（電撃文庫刊）、『恋する殺人オーディション』（メディアワークス文庫刊）などがある。
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イラスト／安あ倍べ吉よし俊とし

イラストレーター。代表作に『リューシカ・リューシカ』『lain』『NieA_7』『灰羽連盟』『TEXHNOLYZE』など。漫画集『回螺』、画集『垓層宮』が発売中。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「御影瑛路先生」係

「安倍吉俊先生」係











初出




電撃文庫『僕らはどこにも開かない』（2005年5月）






改訂新装版の刊行にあたり、加筆、訂正しています。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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